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序文

本書は平成12年度に行われた埋蔵文化財調査の概要を収録したものです。

21世紀を迎え、大分市では大分駅周辺総合整備事業をはじめ都市基盤の

整備事業が急ピッチで進められており、これに伴って埋蔵文化財調査も数

多く実施されています。古代より、大分市には豊後国府のほか大分郡・海

部郡の郡役所がおかれ、豊後国の中心地として確固たる地位を築き、中世

には大友氏のもと世界に開かれた国際貿易都市funaiとして発展しました。

そのような歴史を反映して、大友氏館跡をはじめとする埋蔵文化財が発掘

調査によって相次いで発見され、その繁栄の様子が具体的に明らかになり

つつあります。

大友氏館跡につきましては、本書にも収録いたしましたように、館比定

地の中心部における発掘調査で大型建物の基礎部分と考えられる遺構が検

出され、いよいよその姿が明らかになりはじめました。こうした調査の進

展を受けて、平成13年8月13日をもちまして、まず約10,000対が国の史跡

に指定される運びとなりました。今後、比定地全域の公有化を図るととも

に、整備・活用に向けての計画を作成して参ります。

大分市教育委員会では、このような業務の広がりに対応するため、昨年

4月より、これまでの文化財室と歴史資料館とを統合する機構改革を実施

して文化財課を発足させ、体制の強化に努めているところでございます。

2002ワールドカップを控え、世界へ向けて情報を発信する機会は、これか

ら益々増大するものと予想されます。今後とも貴重な文化財の調査・保存

に一層努めるとともに、国際貿易都市Funaiの後裔としてふさわしい情報

の発信と活用に努めて参りたいと存じます。

最後になりましたが、本市の文化財保護行政に対してご協力いただきま

した皆様をはじめ、関係された諸機関・各位には衷心より厚くお礼申し上

げます。

平成13年12月25日

大分市教育委員会

教育長御沓義則

大分市埋蔵文化財調査年報



例 ロ

1.本書は大分市域において大分市教育委員会が平成12年4月1日から平成13年

3月31日の間に行った埋蔵文化財に関する事業内容についてまとめた年報である。

2.平成12年度における調査地点は表2および第3図に示している。

3.本書の執筆は各担当者が分担して行い、文末に執筆者名を記している。

4.第1V章受贈図書目録は平成12年4月1日から平成13年3月31日の間に大分市

教育委員会文化財課に受贈された書籍等を掲載した。

5.第1V章受贈図書目録の作成は直野仁美、勝間田あや及び井口あけみ（大分市

教育委員会臨時職員）による。

6.迪構・迫物の実測および図版の作成等においては、次に記す大分市教育委員

会臨時職員の協力を得た。

阿部箕知子 伊賀円香 伊東みほ 井口あけみ

今村信子 内田順子 江藤井津子 大島 紅

太田牧枝 沖本美和子 小野千恵子 小山田裕子

河野 誠 川野美和 河野裕子 木村藍子

工藤雄実子 久保幸子 黒田きくみ 幸野 麗

小田原由実 後藤好美 金剛剛広 佐藤志信

佐藤容子 三宮多美子 実本知子 首藤直美

首藤美千代 白坂直美 新野晶子 菅真奈美

杉浦由香 高木真奈美 高木美智子 武田真知子

長木恵里子 堤美智代 長畑陽子 中村由美子

中山麻理子 西村 大 野上孝徳 橋本幸子

羽田裕子 林 裕子 飛高裕子 姫野尚之

平田美智子 深町麻理 藤原佳和子 法華津幸子

本田理恵子 町田ユカリ 松場 泉 三重野京子

南 優子 宮成美恵 武藤由紀子 森小百合

森永美紀 山口しのぶ 結城由利恵 吉岡真由美

7.本文中に掲載した現場写真は各担当者が撮影したものである。

8.本文中に掲載した調査地点位置図には、大分市都市計画図（縮尺 1万分の 1)

の該当部分を使用した。

9.本書の編集・校正は高畠および井口が行った。

大分市埋蔵文化財調査年報
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第82|区| 1号坦全呆（南西方向から） ．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・53
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第88図 明治21年地籍図及び澗杏区位四図 (1/1500) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57 
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第I章 大分市教育委員会教育総務部文化財課概要

1.沿 革

昭和51年4月1日

昭和59年6月28日

平成5年4月1日

平成10年4月1日

平成12年4月1日

平成13年 4月1日

2.組 織

事務局参事兼課長秦

課長補佐帯

主 幹玉

文化財係係 長讃

課長補佐服管理係長 熊

主査福

指導主事後

指導主事甲

指母主事姫

主任幸

主任技師塔

主任技師坪

主任技師 池

技師高

技師河

技師塩

事務員永

事務員三

咄託杉

眼託奥

咄託荻

眼託田中

賊託佐藤

咄 託羽田野

咄 託大野

咄託横 山

咄託早田
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咄託 小住

咄託松尾

眼託松竹

咄託苅谷

咄託水町

賊託梅田

）内は平成13年度
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谷

田

藤

斐

野

恥

根

退

畠

野

地

松

浦

崎

村

※（ 

大分市教育委員会社会教育課内に文化財係を設it'i

大分市教育委員会社会教育課文化財係を大分市教育委員会社会教育課文化財室

に改組

大分市教育委員会文化振典課文化財室に改組

大分市教育委員会生涯学習課文化財室に改組

大分市教育委員会文化財課に改組

大分市教育委員会教育総務部文化財課に改組

政

修

光

和

誠

典 幸

猛

公徳（管理係）

裕美（西理係）

光司

伸也

千太郎

盟

郎

ー（主任）

大（主事）

紀（管理係主事）

臣

凶

二

凶

l l ll 

郎

弘

歩

宏

剛

之

也

史

聡（平成l3年度～）

之（平成13年度～）

穂 （平成13年度～）

子（平成13年度～）

宏（平成13年度～）

史

潤

正

亜
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幸

孝

逹
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史
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崎
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治
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大分市教育委員会事務局組織規則（大分市教育委員会規則第5号第8条：抜粋）

文化財課

(1)文化財の調査、保存及び整備に関すること。

(2)文化財保護思想の普及啓蒙に関すること。

(3)文化財保護審議会に関すること。

(4)歴史資料館、海部古墳資料館、毛利空桑記念館、池見家住宅その他文化財施設の管理に関すること。

3.大分市文化財保護審議会

大分市文化財保護審議会委員

【氏 名】 【勤務先・職名】 【担当】

委員長 佐藤真一 元荷揚町小学校長 動植物

副委員長 豊 田 寛三 大分大学・教育福祉学部長 近 世

北野 隆 熊本大学・教授 建造物

橘 昌 信 別府大学・教授 考古埋蔵

橋本操六 大分大学・非常勤講師／前県総務課参事 中 世

西別府元 日 広島大学・文学部助教授 古 代

宗像 健一 大分県教委・教育文化係長兼指迎主事 美 術

友永 尚子 大分県立芸術会館・主幹学芸員 工 芸

小泊立矢 大分県立先哲史料館・副館長 民 俗

吉 田 稔 元王子中学校長 生 物（平成13年度～）

大分市文化財保護審議会条例（平成11年12月15日条例第42号）

（設置）

第1条 文化財保護法（昭和25年法律第214号）第105条の第 1項の規定に基づき、大分市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）に大分市文化財保護審議会（以下「審議会」という。）を置く。

（組織）

第2条 審議会は、委員10人以内をもって組織し、学識経験者のうちから教育委員会が委嘱する。

（任期）

第3条 委員の任期は、 2年とする。 ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 委員は、再任を妨げない。

（会長及び副会長）

第4条 審議会に会長及び副会長1人を置き、委員の互選により選出する。
2 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。
（会議）

第5条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。

3 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4 会長は、必要があると認められるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴く

ことができる。

（部会）

第6条 審議会に、教育委員会規則の定めるところにより、部会を置くことができる。

（庶務）

第7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

（委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長で定める。

附則抄

（施行期日）

1 この条例は、平成12年4月1日から施行する。

（大分市文化財調査委員会条例の廃止）

2 大分市文化財調査委員会条例（昭和51年大分市条例第4号）は、廃止する。

2 大分市埋蔵文化財調査年報



第Il章 I平成12年度事業概要

1 開発事前審査事業

(1)平成12(2000)年度の概要

表1は平成12年度における開発申請内容を示したものである。

平成12年度の申請総面柏は7,751,310.3lm'、総申硝件数llO件を数える。

その内訳は、開発計画事前審蒼申請10件、開発行為事前協議申請56件、開発行為変更事前協議申請2件、宅地

造成工事事前協議申請22件、都市計画法32条協議申請 1件、硲地経営関係5件、土地売買等の届出12件、土地区

画賂理事業事前協議申請3件、砕石法第33条の 6に翡づく惹見の聴取等4件、鉱業椛の出願に関する協議2件、

公共施設の設置計画等協議1件てある。また、本年度は開発行為事前密査申請、大規模土地取引事前指導申請は

申請件数が0件であった。

これを平成11年度の申諮内容と比較すると、総件数では約12％の増加がみられる。これは各申請ごとに若干の

増加と、昨年0件だった砕石法や鉱業権関辿の申請が合わせて 6件瑠加したことによるものである。また、審森

件数においては、 小規模開発（個人開発）が昨年同様若干ではあるが増加傾向にある、といえよう。

次に、数年来減少傾向にあった申諮而柏は、本年になって激増している。なんと前年比で13倍増ということに

なる。昨年大型開発があ った明野地区は1/6に減少しており、大在地区は、昨年と近似しているが、その他のエ

リアでは軒並み増加している。特に大分市街地区、植田地区、鶴崎地区は前年の30倍以上の申詰とな っている。

ただしこれは組合施行の区画賂理事業や、砕石法や鉱業権関辿の申請が行われたためであり、一過性のものと考

えられる。

申請エリアに関しては、昨年が明野地区 (D)で全体の 7割近くを占め、他地区でほぼ平均化されていたが、

本年度は大分市街地区 (A)と稲田地区 (B)に実質的な開発申請である開発事前協議や宅地造成協議が集中し

ており、大分市全体の約60~70％を占めて

国
いる。これは、今後の発掘調査件数の増加

の要因となると考えられる。

本年の特徴としては、前述のとおり申訥

面柏が激増したことがあげられる。前年比

で13倍に増加している。ただし、これは砕

石法楳l辿で広大な而柏が申請されたためで

あり、本年度以降増加傾向がこのような伸

びをみせるとは考えられない。ただし、そ

の他の聞発でも申請面柏は増加傾向が認め

られており、今後の動向に注目したい。

（塔島）
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表1 開発事前審査件数一覧

地区名 Aー大分荊聘区Bー楢田地区cー大南地区 D一明野地区 E一鶴崎地区 Fー大在地区 G一坂ノ市地区 合 計
［開発計画事前審査申請】 ； ： 
件数 6 

゜
3 

゜ ゜
I 

゜
10 

面積 （n{) 251.766.99 

゜
25、727.40

゜ ゜
5,238.44 

゜
282,732.83 

［開発行為事前審査申精】 ： ： 
件数

I ゜゚ ~ I ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜面積 （ボ）

゜【開発行為事前協議申請】

件数 27 8 1 4 7 5 4 56 
面積 （ボ） 219,310.43 168,213.18 206.75 29,537.30 13,116.14 13,020.73 2,216 20 445,620.73 
【開発行為変更事前協譲申請】 ： ； 
件数 1 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
2 

面積 （rri) 7,312 25 

゜ ゜ ゜
909,304.30 

゜ ゜
916,616.55 

【大規模土地取引事前指導申精】 ： ： 

件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜面積 （rri)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜【宅地造成工事事前協譲申請】 ： 
： 

件数 7 1 

゜
4 2 

゜ ゜
22 

面積 (rrf) 13,928.07 998.63 

゜
6,696.16 2,952.26 

゜ ゜
24,575.12 

【都市計画法32条協譲申請】 ： ： ： 

件数

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

面積（ボ）

゜
1,406 77 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1,406.77 

【土地売買等の届出】 ： ： 
件数 6 

゜ ゜
3 

゜
2 1 12 

面積 (m') 37,458.01 

゜ ゜
21、590.54

゜
10,393.52 3,309 00 72,751.07 

【慕地経営に関する事前審査】 ： 

件数 1 1 

゜ ゜
1 

゜
2 5 

面積（ボ） 6,504.46 500.04 

゜ ゜
2,452 22 

゜
5,608 66 15,065.38 

【土地「X両整埋事染事前協請申閉】 ： ： 
： 

件数 1 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

面積（n{) 109.07 291,10907 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
291,218.14 

【砕石法第33条の6に基づく．を見の穂取等】 ： 
： 

件数

゜ ゜
2 

゜
1 

゜
1 4 

面積 （rri)

゜ ゜
673,087.26 

゜
181.127.12 

゜
191,750 1,045,964.38 

【鉱業権の出願に関する協議】

件数 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

面積 （ボ） 4,652,300.00 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 4,652,300 00 

【公共施設の設溢計画等協議］ ： ： ： 

件数

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

面積 （rti)

゜
3、059.34

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3,059.34 

［総合計】 ： ： 
： 

件数 51 14 6 11 12 8 8 110 
件数比 （％） 46% 13% 6% 10% 11% 7% 7% 100% 
面積 （n{) 5,188,689.28 465,287.03 699,021.41 57,824.00 1、108,952.04 28,652.69 202,883.86 7,751,310.31 
面積比 （％） 67% 6% 9% 0.7% 14% 0.3% 3% 100% 

地区別事前審査割合（件数比） 地区別事前審査割合（面積比）

3% 

10% 6% 

A 大分市街地区 B植田地区 C大南地区 D 明野地区 A 大分市街地区 B穣田地区 C大南地区 D明野地区
E鶴崎地区 F大在地区 G 坂ノ市地区 E鶴崎地区 F大在地区 G 坂ノ市地区

第2図 地区別事前審査割合
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2 発掘調査事業

本年度市域内で実施された発掘調査件数は130件である。その内訳は試掘確認調査が85件、分布調査11件、立

会調査3件、本格調査31件を数える。内訳は表2• 3に示している。

このうち試掘確認調査の内容について概観する。

96件の調査件数の中で迫跡の存在が確認されたものは全体の約16％に及び、設計変更等による盛土保存により

本格調査に移行しなかったものを除くと、本格調査へ移行したものは総調査件数の約20％である。

以下において本年度（平成12年度）の発掘調査の成果を概観する。

旧石器・縄文

今年度の旧石器の調査は実施されなかったが縄文時代では特に横尾遺跡群において大きな成果を得ることができた。

横尾迫跡群第81次調査では、横尾の台地上で初めて検出された縄文早期の集石遺構が確認されたことである。石は、

全面被熱を受けており注目される。

横尾迫跡群第82次調査では、縄文時代後期前葉に比定されるドングリ貯蔵穴6基と土坑2基が確認された。また、

アカホヤ火山灰岡ならびに砂陪の下位において縄文時代早期にあたる建築部材などを利用した水場の遺構、さらに石

器の素材である姫島産黒曜石がカゴに収納された状態で出土するなど大きな発見となった。今回の調査によって、横

尾貝塚周辺での縄文時代の生業関連辿構の存在が明らかとなったといえる。 （池退）

弥生時代

弥生時代に関しては、下郡辿跡群第125• 126A • 127 • 129 • 131次調査、横尾辿跡群第79次調査において当該期

の迪構が検出された。

下郡遺跡群第125次調査では、殆どが方形あるいは隅丸方形プランを呈し、 4本の主柱を配置する弥生時代後期の

竪穴住居跡が7基検出されている。また、第126次調査では、弥生時代中期から終末期に比定される竪穴住居跡が4

基検出されている。さらに、第127次調査では竪穴住居跡と井戸跡が確認され、第129次調査では中期の土坑が確認

された。第131次調査では弥生時代中期の貯蔵穴等が検出されている。

横尾迫跡第79次調査では、近くに多武尾遺跡が所在しているため、関連遺構の発見が期待されたが、弥生時代後

期の柱穴が散見される程度であった。 （後藤）

．
 

古墳時代

今年度は、 4基の古墳が調査され、注目すぺき成果が得られた。城南遺跡第 3次調査では、平成 9年度の確認調

査に続いて千人塚古墳の前方部および周溝部が調査された。前方部の墳丘はすでに削平されていたが、前方部の短い

前方後円形となる墳形や墳丘規模の確認を行うことができ、大分平野における最終末の前方後円墳としての位置づけ

が確実となった。また、長迫辿跡では大分平野を見下ろす尾根上に立地する直径約12mの円形を呈する墳丘と周溝の

一部が確認された。主体部は盗掘により失われており、出土迫物も僅少であったが、古墳時代前期に遡る可能性が高

いと推定される。付近には当該期の大規模な集落遺跡として知られる下郡遺跡群があるが、近隣の尾根上に立地する

当該期の墳墓としては初の調査例となった。亀塚古墳の近辺に立地する辻 1号墳は墳丘は削平等により失われていた

ものの大規模な周溝が確認され、形象埴輪を含む豊富な埴輪が出土した。墳丘についても調査所見や空中写真等から

大規模な前方後円墳である可能性の高いことが指摘され、亀塚古墳、大在古墳に続く海部の首長墓として位置づけ

得ると推定される。さらに、辻2号墳はすでに平成 7年度に古墳時代前期の箱式石棺が発掘調査されていたが、今回

の調査で石棺を方形に囲う周溝の一部が検出されたことで方形を呈する墳形であったことが確認された。

集落辿跡としては中安辿跡の調査成果が注目される。前年度までに 7世紀後半～ 8世紀後半の官術遺跡であるこ
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表2 大分市平成12年度発掘調査地一覧

醗地点 種別 事業内容 迫跡名 調 査 地 調査担当 迫“翡跡嘩面・積ふ 呵 調査期間

00001 公共事業 下郡土地区画整理事業 下郡迫跡群 大分市大字下郡

第125次調査 J区q -8•9地点 坪根伸也・永松正大 (550) 000209~000714 
横山歩・早田利宏

公共事業 小学校建設 第126次調査A 坪根伸也・荻幸二 (657) 000421~000810 
宮田剛・羽田野裕之

第126次調査B 坪根伸也 (129) 000801~000802 

第126次調査c F区R,-8~10地点 坪根伸也 (114.5) 000810~000822 

第126次調査D 坪根伸也 (84) 000817~000824 

第126次謡査E 坪根伸也 (165) 001127~001129 

公共事業 下郡土地区画整理事業 第127次調査 1 区q~s-13•14地点 永松正大 (840) 001022~010330 

第129次調査 E区k-14地点 坪根伸也・羽田野裕之 (33) 001026~001027 

第130次調査 D区n• o-16・17地点 坪根伸也・羽田野裕之 (212) 001110~001208 

第131次調査 G 区n•o-2·3地点 坪根伸也 (442) 001207~010212 

第132次調査 J区q-9地点 永松正大・早田利宏 (188) 010122~010330 
羽田野裕之・横山歩

00002 公共事業 横尾土地区画整理事業 横尾迫跡群 大分市大字横尾

第79次調査 D-4 • 6地点 塩地潤ー虹 ・奥村義貸 1,700 000605~000830 

第80次調査 A-20-1 塩田地中濶ー・奥村義貴 2,442 000707~001005 
B-1 -1地点 田中貴

第81次調歪 D区2• 4地点 塩地濶ー・奥村義貴 744 000930~001102 
田中負

第82次調査 D区ー35•40地点
塩地:i ． 悶村義貴 2,140 001010~011030 
田中 ・尾聡
小住 •佐藤孝則

00003 公共事業 坂整理ノ市事地業区土地区画 辻古墳群 大分市大字里字辻 高畠盟・姫野公徳 2,370 000302~000908 

00004 国庫補助事業 調国査史跡指定に伴う確認 大第友6氏次館調跡査 大分市顕徳町 塔小住昴光武司史 ・上野淳也 283 000516~010330 

大友氏館悶
第7次調 大分市顕徳町 塔小屈住光武司史 ・上野淳也 121 000713~010330 

大第友8氏次館調跡査 大分市顕徳町 塔小凡住光武史司・上野淳也 60 000829~010330 

大友氏館跡
大分市顕徳町 塔小鼻住光武司史・上野淳也 6.5 010208~010330 

第9次調査

00005 住宅建設 個人住宅 上第野4大次友館調（査上原館） 大分市大字上野丘西 河羽野田野史郎裕之・小住武史 20 000417~000425 

公共事業 施公共設下工水事逍汚水雨水 上野大友館（上原館） 大分市大字上野丘西 讃岐和夫・後藤典幸 60.7 001127~001212 
第5次調鉦

00006 民間開発 葬祭場建設
中世大友府内町跡

大分市元町 塔屈光司・坪根伸也 1,600 010119~010430 
第6次涸査

00007 民間開発 マンション建設
府内城•城百暉祢

大分市中央町 河池野退千史郎太郎・讃・塩岐和地潤夫一 330 000807~001009 
第14次調査

公共事業 街路建設 第中安3迫次跡調査 大分市大字城原 靡讀：凰恥晶 6,000 000417~000613 
00008 

中安迫跡 玉佐永藤光孝洋則 ・羽田野達郎民間開発 確認調査
確認調査

大分市大字城原 62 010109~010117 

00009 公共事業 駅整南理地事業区土地区画 悶金池遺跡2次調査 大分市金池 後藤典幸•宮田剛 820 010129~010331 

00010 民間開発 宅地造成 長迫逍跡 大分市大字牧字長迫 池遜千太郎・佐藤孝則 720 000413~000619 

00011 民間開発 宅地造成 桟（千南遺人跡塚群第古3次墳調）仕 大分市大字永興 後藤典幸•宮田剛 1,700 000808~001110 

00012 民間開発 確認調在 羽屋・園遺跡
大分市大字羽屋 玉佐永藤光孝洋則 ・羽田野達郎 95.25 001212~001214 

確認調査
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表3 大分市平成12年度試掘調査地一覧

番号 種 別 住 所 調査(rrl面)梢 面調禎杏対（対象） 調査期間 開発原因

1 確認（民間） 大分市大字玉沢垣添707-1 • 705-1 44 1.200 2000.04.06 病院建設

2 確認（民間） 大分市大手町2丁目220-1 • 280-2 22.5 479.9 2000.04.17 共同住宅建設

3 確認（民間） 大分市六坊北町3021-6 • 3008-6 • 10 15 479.26 2000.04.20 共同住宅建設

4 確認（民間） 大分市大字羽田字久保1042-1 33 1.099 2000.04.25 共同住宅建設

5 試掘（民間） 大分市錦町2丁目3208-8 13.75 131.48 2000.04.27 個人住宅建設

6 試掘（民間） 大分市中央町3T目94番 21 591.93 2000.05.02 共同住宅建設

7 確認（民間） 大分市元町4760-3 10 150 2000.05.03 会社改築

8 確認（民間） 大分市錦町3丁目 4-42 16 242.96 2000.05.12 個人住宅建設

， 確認（民間） 大分市大字横尾字葉元3748•3749- 1、2 166 2,477 2000.05.22 共同住宅建設

10 確認（民間） 大分市大字玉沢字小野田66-6 40 400 2000.05.24 店舗建設

11 確認（民間） 大分市大字木上鉾手 1-1 他235筆 T49本 110・ 000 2000.05.08~05.30 区画整理事業

12 確認（民間） 大分市大字玉沢字垣添701-1 65 873 2000.06.01 病院建設

13 確認（民間） 大分市大字玉沢字垣添703-1 87 1,320 2000.06.01 病院建設

14 確認（民間） 大分市大字玉沢字垣添704-1 104 1,815 2000.06.01 病院建設

15 確認（民間） 大分市六坊北町4500-6 14 110 2000.06.02 共同住宅建設

16 確認（民間） 大分市大字玉沢字垣添708-1 196 1.827 2000.06.05 病院建設

17 試掘（民間） 大分市大字猪野21-10 107 2,100 2000.06.07 店舗建設

18 確認（民間） 大分市錦町2丁目3354-1 8.1 251 2000.06.09 住宅兼事務所

19 確認（民間） 大分市大字古国府字山畑94-4 • 95-2 19 381.5 2000.06.13 住宅兼事務所

20 確認（民間） 大分市府内町 1丁目40-1 26 509 2000.06.15 診税所改築

21 確認（民間） 大分市上野丘2丁目12-3 91.8 535 2000.06.22 個人住宅建設

22 確認（民間） 大分市中鶴崎 l丁目146• 146-2 20 325 2000.06.26 住宅兼郵便局

23 確認（民間） 大分市都町2丁目57 14 178 2000.07.03 倉庫建設

24 確認（公共） 大分市大字下郡字柳ノ内2099-1 11 395 2000.07.11 住宅兼事務所

25 確認（民間） 大分市府内町36-1 20 870 2000.07.12~07.13 共同住宅建設

26 確認（民間） 大分市大字片島字大門32、35 120 2,062 2000.07.14 共同住宅建設

27 確認（民間） 大分市南春日町829 他3策 32 755 2000.07.18 共同住宅建設

28 確認（民間） 大分市片島字田中962-1 23 364 2000.07.26 共同住宅建設

29 確認（民間） 大分市大字古国府字熊田413-1一部 46 991 2000.07.28 診税所建設

30 確認（民間） 大分市大字下宗方外屋敷952-1 16 285 2000.08.03 個人住宅建設

31 確認（民間） 8大8分2-市1大の字一永部興字開台881-1 90 2,045 2000.08.04 共同住宅建設

32 確認（公共） 大分市大字大分字堀ノロ3996-1 65 118.8 2000.08.08~08.09 ポンプ場建設

33 確認（公共） 大分市大字下郡A-6ール 10 300 2000.08.25 共同住宅建設

34 確認（民間） 大分市大字奥田字横薪739-4 15 960 2000.09.01 共同住宅建設

35 確認（民間） 大分市長浜町 1丁目1413• 1439-11 44 357 2000.09.07 共同住宅建設

36 確認（公共） 大分市大字下郡A-32 12 1,067 2000.09.18 整地工事

37 確認（公共） 大分市大字下郡C-16ール 12.6 391 2000.09.18 整地工事

．
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番号 種 別 住 所 (rrf) ・ー・ 面“団栢耳X（』rrf冬) 調査期間 開発原因

38 確認（公共） 大分市大字下郡A-30 5 416 2000.09.18 整地工事

39 確認（民間） 大分市大字猪野字木ノ下336 138 1.781 2000.09.27 共同住宅建設

40 確認（公共） 大分市大字下郡字六田813他l 37.36 1.129.5 2000.10.06 整地工事

41 確認（公共） 大分市大字下郡字下屋敷2325-3 24.8 623 2000.10.13 整地工事

42 確認（公共） 大分市大字下郡字城ノ内2747-1 21.4 448 2000.10.13 整地工事

43 確認（民間） 大分市南春日町12-5 55 680.91 2000.10.25 店舗増設

44 確認（民間） 大分市大字葛木字南谷118番外 60 800 2000.11.06 住宅造成工事

45 確認（公共） 大分市大字下郡字庵ノ浦2800-1 86 3,000 2000.11.10 整地工事

46 確認（民間） 大分市顕徳2丁目3042-1 7 300 2000.11.13 共同住宅建設

47 確認（公共） 大分市大字下郡勇シャク807-2 外13 342 4,914 2000.11.15~11.17 整地工事

48 確認（公共） 大分市大字下郡字辻2872-2 外12 25 1.604 2000.11.21 整地工事

49 確認（民間） 大分市大道2丁目2226-3 2222-2 15 264 2000.11.22 共同住宅建設

50 確認（公共） 大分市大字下郡字上サ2118-3 223.26 4,924 2000.12.04~12.06 整地工事

51 確認（民間） 大分市上野丘東l88-l、188-2 7 230.43 2000.12.08 共同住宅建設

52 確認（公共） 大分市大字下郡字小中ッル1954-1外3 42 1,450 2000.12.11~12.12 整地工事

53 確認（公共） 大分市大字下郡字小中ツル1172-1 13.5 730 2000.12.11~12.12 整地工事

54 確認（公共） 大分市大字下郡字下屋敷2327-2 外12 29 547 2000.12.15 整地工事

55 確認（民間） 大分市上野丘西593-2 • 411 -2 37.5 239 2000.12.18 個人住宅建設

56 確認（公共） 大分市大字下郡字寺小路2589-4 外2 35 905 2000.12.19 整地工事

57 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-3 30 314 2000.12.20 整備事業

58 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-15 8 92 2000.12.20 整備事業

59 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-28 8 88 2000.12.20 整備事業

60 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-33 10 122 2000.12.21 整備事業

61 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-20 6 91 2000.12.21 整備事業

62 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-6 22 256 2000.12.21 整備事業

63 試掘（公共） 大分市桜ヶ丘1108-22 5.1 126 2000.12.21 整備事業

64 試掘（公共） 大分市東大道 1丁目2471-7 30 187 2000.12.26 整備事業

65 試掘（公共） 大分市東大道1丁目2471-8 25 247 2000.12.26 整備事業

66 試掘（公共） 大分市東大道1丁目2480-13 12 130 2000.12.26 整備事業

67 試掘（公共） 大分市東大道1丁目2413-119 25 247 2000.12.27 整備事業

68 試掘（公共） 大分市東大道 1丁目2413-113 20 285 2000.12.27 整備事業

69 試掘（公共） 大分市東大道1丁目2445-11 21 253 2000.12.27 整備事業

70 試掘（公共） 大分市東大道 1丁目2413-114 6 287 2000.12.27 整備事業

71 確認（民間） 大分市大字城原字大原1917 62 102 2001.01.09~01.17 個人住宅建設

72 確認（民間） 大588分-市4古国府字宮の月11587-3. 4、 17.5 643 2001.01.23 共同住宅建設

73 確認（民間） 大22分32市-大8道町2丁目2234-1 • 7 • 9 25 1,165 2001.01.29 共同住宅建設

74 確認（民間） 大分市都町3丁目154• 138 90 1.259 2001.01.31 共同住宅建設

75 確認（民間） 大分市大字荏隈字庄ノ原1637-6 200 3,280 2001.02.08 老人ホーム

8 大分市埋蔵文化財調査年報



播号 種 別 住 所
3月イ

面閥栢宜X（'Jrrf琴) 調査期間 開発原因(nf) m 

76 確認（民間） 大分市牧 l丁目309• 310 • 311 30 1,446 2001.02.13 共同住宅建設

77 確認（民間） 大分市大字城原字大原1942 200 826 2001.02.19~02.23 共同住宅建設

78 確認（民間） 大分市大字下郡2396-4 • 2394-3 16 788 2001.02.28 共同住宅建設

79 確認（民問） 大分市大字下宗方字君瀬760-1 97 750 2001.03.02 作業場建設

80 確認（公共） 大分市大字下郡字戌坊2666-3 外l 20 354 2001.03.07 整地工事

81 確認（民間） 大分市大字森字鴨園1266-1 12 693.26 2001.03.13 共同住宅建設

82 確認（民間） 大分市大字羽屋1066-1 60 2,114 2001.03.14~03.15 共同住宅建設

83 試掘（公共） 大分市東大道 1丁目2509 80 2,702.71 2001.03.17 整備事業

84 試掘（民間） 大分市大字羽屋梶伐118-1 60 824 2001.03.23 共同住宅建設

計 4,051.17 183,094.64 

とが確認された遺跡であるが、さらにこれに先行する時期の竪穴住居跡が約30基検出され、その多くが6世紀前

半から 7世紀にかけての古墳時代後期のものであることが確認された。これらの住居跡は 7世紀前半までに姿を

消しており、その後に建設される官衛遺跡との関係が注意される。迪跡が立地する台地は亀塚古墳や辻古墳群が

立地する尾根に続いており、古墳時代における海部の政治的中心地の一つであったと推定されている。今後、古

墳時代から古代にかけての地域史が、墳墓や集落のみに限定することなく総合的に解明されることが期待される。

（高畠）

古代

当該期の迪構は、下郡迫跡群第125• 126A・126D• 127次調査、横尾迪跡群第79• 80次調査、南金池遺跡第 2

次調査、中世大友府内町跡第6次調査、上野大友館（上原館）跡の、 5辿跡9調査地において確認されている。

下郡辿跡群第125次調査では、最下部に井形に組んだ木枠が辿存していた 9世紀前半の所産と推定される井戸

跡が検出された。長頸壺や完形の土師器杯、木製櫛などが出土している。第126次調査A地点では、多数の土坑

の他、 9世紀中頃前後と推定される井戸跡 l碁、また、溝数条が検出されている。第126次D調査地点でも柱穴．

井戸跡が確認されている。

横尾遺跡群第79次調査では、 9世紀後半代の辿構が展開し、道路状辿構と木棺墓が確認されている。道路状辿

構は著しく切り合った柱穴がほぼ平行して2列に構築されたもので、 L字状に折れ曲がる。密集する柱穴列の幅

は約3mを測り、その空間には当該期の辿構は存在していない。木棺墓については、道路状辿構の廃絶段階に造

営されたと考えられる墳墓で、土師器杯2点と刀子1点を供献していた。第80次調査では、平安時代前期の粘土

採掘坑3基が検出されている。

南金池迫跡第2次調査では、 8世紀末から 9世紀前半代の所産と推定される多数の土坑や井戸跡1基が検出さ

れた。また、製塩土器が多且に出土している。

中世大友府内町跡第6次調査では、井戸跡 l碁、土壊 l甚を検出している。ともに 8世紀末に比定されるもの

である。これまでの中世大友府内町跡の調査において、この時期の遺物の出土は知られていたが、迪構は確認さ

れておらず、今回の発見が初例となった。

上野大友館（上原館）跡では、検出された土塁迫構直下のほぼ同じ位置で、東西方向の 9世紀後半から10世紀

に比定される溝状迪構を確認した。土師器坪・高台付坪・須恵器の大形甕片・緑釉陶器片等が出土している。ま

た、その他の辿構として、狭い調査区の中央付近から南側の方に柱穴群の広がりが認められ、建物跡等が推定さ

れる。館の築造以前の上野丘陵上の古代の迫構の広がりを窺い知ることができる資料となった。 （後藤）

大分市埋蔵文化財調査年報 9 
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中世

中世は、大友氏に関連した辿跡の調査が相次いで行われた。大友氏館跡の確認調査を筆頭に、上野大友館（上

原館）跡第4• 5次調査、万寿寺跡南側と推定される中世大友府内町跡第6次調査、府内から離れた場所での下

郡遺跡群や横尾遺跡群の調査である。

大友氏館跡は、前年度に引き続き、第6~9次調査まで行われた。この中で第6次調査区では、周辺よりも立

地が一段高くなっており、中枢施設の存在が注目されたところである。調査によって礫の詰った土坑が東西軸と

南北軸に並んで確認された。辿構には、 16世紀中頃に比定される京都系土師器皿が含まれており、大型建物関連

迫構として今後の調査が期待されるところである。第7次調査区では、調査地点内からは、東西方向に平行して

延びる 6条の溝迫構が検出された。館北限の推定線と重なり館の外郭線に相当するものとして注目される。また、

上野大友館（上原館）跡の調査では、土塁の碁底部が確認でき、複数の積み土単位の存在を記録することができ

た。

中世大友府内町跡第6次調査では、 14世紀代の中世大友府内町跡の状況の一端が判明し、万寿寺の創建時期に

近接する東西溝が確認され寺域変遥の一過程を垣間見ることができた。

下郡迫跡群第125次調査及び第132次調査では、 13世紀段階から16世紀末まで存在した方形に区画された居宅等

に伴う巨大な溝が確認された。また、横尾辿跡群第81次調査では、戦国期に比定される掘立柱建物跡3棟と溝状

迪構8条が確認された。南北溝は第79次調査と一連の辿構で、現状で南北50m以上、東西60m以上の規模に区画

された半町規模の館の存在が想定される。

このように今年度は戦国時代の館・屋敷等多くの発見・調査が続いたといえる。 （池逗）
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下郡迫跡群

横尾迫跡群

辻古墳群

大友氏館跡

上野大友館（上原館）跡

中世大友府内町跡（第6次調在）

府内城・城下町跡（第14次関iti)

中安迫跡

南金池第 2次調在

長迫遺跡

城南退踪第3次調雀（千人隊古憤）

羽屋・園遺跡確認調査

第3図 調査遺跡位置図
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近世

府内城 ・城下町跡では城下Ill［西端付近の竹Ill［および笠和Ill［に比定される地域において第14次調壺が行われた。

調壺では、近世の複数の文化而からきわめて多数の追構が検出されたが、迎保の大火（1743)等に伴う火災処理

土坑も多く検出されており注目される。また、府内城建設以前の16世紀後半代の追構やこれまで検出例の少ない

17世紀前半期の追構も検出されており、府内城 ・城下町の建設過程を知る」アで凶重な成果が褐られている。

（高畠）

3 教育普及活動

(1)大分市文化財だより 2000年号の発行

平成3年度から発行を続けている文化財だよりの2000年号（第9号）

の作成、配布を行った。

今回の特集は、市内の主な逍跡の場所と概要を掲載し、市民に向けて

広く梢報の発信を図った。

内容 ・歴史時代のおおいた（主な辿跡の紹介）

．辿跡の取り扱いについて

・大分市内の神楽の紹介

配布先 市内全戸

大分市 9t汐
文化財だより 虚

こ：
’・ “...."••"'' .. ...~.......な...........ゞ.”’̀........ ...鼻・：鎗彎のn9●んでヽ 竃會．` 9 9..99 て叩9‘"く●＾貨 9、員.●"●9,に.,;~ 9 9 9 ̀ '•， . ,·卜

(2)現地説明会

今年度は、現地説明会を計4回開催し、延ぺ560人の参加者を褐た。

名称 月 H 参加人数

中世大友府内町跡第6次調査 5/14 150人

辻古墳群 9 / 9 130人（汁同部のまつり）

第4図文化財だより表紙

国
大友館跡第6• 7次調査

城南辿跡群（千人塚古瑣）第3次調査

10/15 

10/29 

150人（県教委と共催）

130人

(3)研修参加

奈良国立文化財研究所による報告1'F作成過程研修に職且 l名を派辿した。

平成13年1月10日～ 1月191-1

(4)新指定文化財

明治14年から大分市の竹中地区で伝承されてきた伊与床神楽は、秘伝，りなど由米を物語る賓料が残って

いること、地域の伝統芸能を守り伝承しようとする活

動の実紐等により、市指定無形民俗文化財として指定

された。

定

称

所

定

指

名

住

指

無形民俗文化財

深IL1流 伊与床五柱神社神楽社

大分市端登

平成12年6月12日

第5図 深山流伊予床五柱神社神楽社
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4 海部古堺資料館

平成8年より進めてきた国指定史跡f6塚古瑣の幣備が終わり、史跡公園として 4月28日にオープンした。同時

に、出塚古瑣や海部の占瑣を中心に広く古瑣文化を紹介する海部古柑資料館も開館した。

(I) |}廿館までの歩み

平成5年 氾塚古瑣の発掘調査がはじまる

平成6年 前年に引き続き発掘調杏が行われる

平成8年 亀塚古柑が国史跡に指定され、保存賂備がはじまる

平成10年 賓料館の建築上市がはじまる

平成11イI―ーー： 周辺地形校型の製作が行われる

平成12年 氾塚古坦公園および涌部古瑣査料館がオープンする

記念講禎 岡本東＝氏（千葉大学教授）

「何処へ行く 、亀塚古消の埴輪船 梅上他界観をめぐって」

第6図海部古堺査料館

(2) 常設展示の構成と lこな展示物

・プロローグ

CGによるイメージ映像

(,LLiをかける舟がII本や世界の）J瑣丘硲を案内）

・古柑づくりと悔部のムラ

地形縮小校刑

・古瑣時代と世界の動き

大分I|iの占瑣分（fi（地形模型）

大分rliの古瑣の瑣I了：模型

• fu塚古柑の世界
fu塚古柑出土辿物 洵部地域の古培出土辿物
王ノ瀬石柁

・黄泉の国へのいざない

横穴式石至の校型 横穴鉛の模型と出土辿物

古呂古瑣の石奎校型と周辺地形校型

・古瑣のムラとまつり

下郡辿跡I訊吐辿物

・映像 ・梢報検索コーナー

）く分市の文化財の糾介 文化財クイズ

12大分rI1埋蔵文化財，淵が1こ報
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込9一iI
第7図 氾塚古瑣公園 ・海部古堺迂料館

オープン記念講演

第8図 海部古墳資料館常設展示室



(3) 特別展

展示会名 「埴輪の災ー北部九州の埴輪展」

会

趣

期 半成12年 9)=j9 1-1（上） ～‘I勾戊12年10月9El（月）

旨 占泊からの出七品の中で、様々な形を持ち、文字のない古瑣時代において人々の生活をうかが

い知ることのできる埴輪を果め、古瑣を飾った埴輪の索朴な美しさを紹介する。

展示品 埴輪16点

大形平底壺 （日「n,II犬満2号瑣）

家形埴輪(JJIi珂川町カクチガ浦古瑣）

横瓶形埴輪(JJII珂川町貝徳寺古瑣）

盗形埴輪（那珂川Ill［以徳、1J・：古瑣）

酋飾りをつけ、みずらに結った人物

（八女市立1111I I 8号瑣）

馬形埴輪（八如IiI‘r」|111I 8号打'i)

鞍に乗る凶人（八如1バr」|11I 113号瑣）

壼を持つ婦人 （八如Iハ＇［山 11113号瑣）

人I~女（鳥栖lh|;(i、1J・：古瑣）

武人（．烏栖l| i岡寺iliHi) 

、I.鳥｝［多Jll/i舟命 （．し沿枯il 1 1. |;(/j、1i:I I I. tli) 

i h）［多Jlli庫命 （．l心札il li |;(1| 、li• I I I. ti'i) 

l'l筒埴輪 （島栖l| i岡寺11i瑣）

店IJ殺ii）［多Jlli卓命 （ ．I..` し札り•I l i |i(il 4i: I l l • }li) 

巫女（穂波Ill［小l[西占り't)

糾覧者数 3.llO名

第9図 特別展「埴輪の美ー北部九州の埴輪展」

国
(4) 赤米栽培の体験学習

fi料館近くの水fllを偕りヒげ、親Jくによる古代米栽焙の

体験学習活動を、Il1植え ・稲刈り ・脱穀の，汁 311111 iった。

日 的 古代の米である赤米を手作架で栽培し、古代の

生活を体験する。

参加者 10家族 24名

場所 ；臼料館近くの休耕111約300rrf 
第10図 センパによる脱穀

(5) 入館者数

団体 287団体 ll.703名

個人 24,197名

合計 35.900名

大分市埋蔵文化財閾代年報 13



I下郡遺跡群第125次調査 J区q- 8•9地点

調査面積 550m2 調査期間 2000.02.09~00.07.14 
地域 A 調査担当 坪根伸也 ・永松正大 ・横山 歩 ・早田利宏

今次の調査は公園内の防火水梢設i性とこれに隣接する道路建設に伴

なうものである。調杏区は和凝神社の南西側に位四し、旧字名は城ノ

内と称する。澗西の結果、二つの文化而を確認した。上位の文化而を

第 1文化而、下位の文化而を第2文化而と仮称し、主要辿構について

若干の説明を加える。

第 1文化面

上位に位閥する第 1文化而は、淡灰掲色土／門上而から掘り込まれる

迫構群により構成される。この淡灰掲色土屁は0.3~0.4mの}('ii匝を有

し、硬到である。/f'i状況から人為的な附と地/M(125SX050)と判断した。
第11図調査地点位置図

第 1文化面には、数枯の七坑が認められる他、 L字状に屈曲すると椎定される溝状辿構 (125SD016)を確認す

ることができる。』以本的に辿構仲il文は粗である。また、125SX050は、125SD016の外側、 つまり、調壺区の西端

には分布せず、両者の深い1具l辿性を示唆している。

125SX050 

客土！~i卜.の近代の水Ill耕作土lf’1 を除去した段階で検出される硬四の辿物包含屁である。淡灰褐色を呈し、中世

の陶磁器、瓦器、ー1::rw器等の辿物、および焼土粒、炭化物を多虻に内包する緻密な砂四土によ って構成される。
本七lr'iは、斗各地の際に後述する125SE020を被股していることが、土貯観察の結果から明らかにされており、こ

のような状況を考I.俎すると、その所廂時期は13世紀初碩頃に求められよう。

125SD016 

125SD016は南北約29m、東西約20mの範囲において確認された調査区南端で東に折れ曲がる溝状辿構である。

吝土

ご 三ニー 3ーロ

l BIi褐色土層（土器小片 次化窃少●含む）
2 、、 (lぶJ少し粘111 、、 ) 
3 明茶褐色土層（土関片反化窃含c• 灰色帖笛フロック（小）を多く含む）
4 茶褐色土層（拉灰色フロック仄白色フロックジく含C'土1l1小片少●含む〉
5 渇茶色土層（土器ヽ J1片負仄色'a含む）
6 褐灰色土層（土1l1片次化窃含C U分沈醤）
） 茶灰色土層（貧仄色プロック 灰白色フロック；；く含む）
8 茶灰色土層（負灰色ブロック 次化窃少量含む 土1l1片含む）
9 褐灰色む笛士層（出仄色フロックジく含む）
lO 渇茶色土Iii（出灰色fil・lll色粒含む 灰色枯笛フロック少量含む）
1l 喝褐色土膚（負灰色プロック（1＼大）多く含む仄化窃少量含む少し砧ill)
12 灰褐色土層（白灰色フロック〇こ）少●含し・ 少し帖質）

13 灰褐色土層（褐色口多く含む仄白粒含C 少し粘笛）
1く 灰茶色土暑（U分沈a 粘土 • 砂＝ 5： 5) 
95 砿色土層（負灰色む渇色粒多く含む土器小片次化窃少量含む）
16 紅分沈囚層（北常に硬質）
17 仄胃色砂質層は＂ E色ブロック（大）召色プロック（大）多く含む）
18 灰色帖土層
19 冑灰色砂日土層
20 灰青褐色け賃土雇（じ分沈a負灰色ブロック（大）含む）
21 灰色帖土層
22 門仄褐色砂日土層（仄白色フロック（大）含む 註分沈管）
（底i!iil；；胃灰色砂＋情層）

第12図 125SD016土府断面実測図 （1/60)
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幅約7.3m、深さ約2.2mを測り、断面形態は逆台形を呈している。堆積土層の第8層

以下で砂爵と粘土囮の交互堆梢が認められ、複数回の流水・滞水状況を示している。

また、上部岡にあたる第 1府から第8屑までは、 L字状の区画空間内部から流れ込む

ような堆積状況を示し、黄灰色プロック土を多く内包する土層が存在することから、

空間内部に土塁状の施設が存在していた可能性も考慮される。

出土迫物には土器片、青磁片、白磁片などが出土しているが、第3層中から胎土目 l, 1 

5cm 

を有する唐津皿片、第 8屑以下より小野正敏分類の青花E群碗片が出土する他、最下第13図 125S0016函り実測図(1/4)

層中から華南三彩水注片（第13図）なども出土している。これらの出土迫物の様相から、 16世紀末には最終的に

機能を停止したものと推定される。

125SX026 

1258D016の確認ラインから約 lm東に位置する土坑である。南北約0.65m、東西約0.5m、現存深度約0.6mを

測り、平面プランは楕円形を呈している。埋土は暗褐色土の単一土屑である。出土迫物には常滑産甕片、東播系

須恵器甕口縁部、土器片などがある。出土した常滑産甕片は13世紀中葉前後に編年されるものである。

以上の三つの辿構が第 1文化而における主要な辿構であるが、各迫構間には帰属年代にヒアタスが存在する。

現状で確認できる125SD016の規模が最終段階のものであるとすると、この溝により区画された囲繰空間が、 13

世紀段階から存在し、周囲の区画施設が16世紀末において最も規模の大きな形状に掘り直されたと推定される。

それが125SD016の機能停止に伴い廃絶したものと考えられよう。これらの区画施設は方形に区画された居宅等

に伴う可能性が考えられる。

．
 

X=25.100 

X=25.120 

Y=59, 

Y=59、030

..... 

※ただし、 S0016は第 1文化面に帰属するものである。

0 5m 
綸•,.... -----, 

第14図遺構平面図（第2文化面） （1/300) 
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L=6.50m 
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茶灰色土
（出色土りを多量に含C)

次仄仏色土
（じ分多く含み非常に硬い）

次仄色妙＋及出褐色ゆ質土

昭貨灰色シルト1!11土
（は分を多く含む）

昭灰色妙”土

1 硬日 昭灰茶褐色砂日土層 遺窃．垣土片．ば化りを夏入

2 飲日昭茶黒褐色土層ややしま）がある

3 炊質 茶凧灰褐色土層茶褐色プロック復量涅入

4 飲賃 喝黒灰褐色土磨 マンガンn．氏化ウを少●混入
泥氏日粘臼あり

飲質 茶黒色士層 淡灰負8色シルト曰土層を少●滉入
飲賃 昭茶灰黒色土雇

飲質 茶灰黒色土層 淡灰負8色シルト質士フロック(2cm大）少●況入

飲質 昭黒茶褐色土層茶召色のブロックが辺入

汝灰貸臼色シルト臼ブロック(2~5ao大）を少量混入

9 硬日 淡灰白色シルト質ブロック

10 飲日 茶灰黒色土＋昭黒茶褐色土の混土暦

灰出白色シルト臼ブロック土(2~10cm大）を多●滉入

11 飲日 凩茶渇色土層灰貸色シルト臼ブロック(2cm大）を少•

12 飲質茶召色土層 しまりがある

13 砂日 昭黒茶褐色土層 ややしまりがある

層下部に灰拉白色シルトフロック(5cm大）を中●；E入

14 飲質 茶芯色土(5,,,大）と黒茶褐色土の混土層

灰負白色シルトプロック土(2~4m大）の滉入
15 飲1!! 昭茶褐色土層 やや砧笠あり

L=6.50m 16 飲質黒褐色土・褐色土の混土書
ー 灰白色・赤貨仄色シルト質土位を微●混入

17 砂質昭褐茶色土層粘質昭黒褐色士と赤賛灰e色シルト111ブロック
（知大）を多lilに混入

18 硬賃通黒褐茶色土層黒膏灰色土のブロックを混入

；；頂2分の固8

19 飲賃黒灰茶色土層司灰胃ほ色シルト日フロック混入 しよi)がない

20 帖質 唱灰褐色土層司灰膏ほ色シルト貧ブロック(5a,大）

貫色砂旨土混入

21 も質咀黒仄褐色土層 しまりがないポソポソしている

22 軟臼喝砿屯茶色土層粘性がありしまっている

23 飲賃明茶褐色土層マンガンむがQらnる
29 飲質 灰負白色シルト質土・昭褐色土の滉土ブロック

25 飲臼昭茶褐色土＋黒茶褐色土の混土層帖Eあり

26 飲羹喝茶褐色土層マンガンm微量涅入 しまりがわる
27 軟日茶褐色土層昭褐色土＋茶褐色士の況士層

マンガンむと灰黄8色シルト質土を少●混入

28 硬質 赤貨灰白色シルト臼土のブロック 昭茶褐色土のプロック混入（惚●）

29 赤貨灰臼色シルト質＋昭茶褐色土との混土層(28よりしよりがない）

30 砂笠仄膏白色砂日土 シルト日土のブロック 明黒茶褐色土を辺入

砂の固召

31 砂質 明灰爾白色砂只土・シルト質土のブロック

昭黒茶褐色土を微量況入 鉄分の固む

30'飲臼 昭茶褐色土層 淡責灰白砂毀土を涅入 U分の固l'I B9lめリ

2m 

第15図 125SE020平面 ・断面 ・土府断面実測図 (1/60)
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第2文化面

第2文化而は、125SX050直下において確認される。検出

辿構には中世段階の上坑、井戸跡、弥生時代終オ＜～占柑時

代初碩に比定される竪穴住居跡などがある。 また、調杏区

西壁際において古代の井戸跡を検出している。当該部分は、

125SX050が存在しないため、水rn耕作士直下において確認

されるが、時期的に第 2文化而に帰属するものである。

125SE020 

調査区の東側部分で検出された井戸跡である。検出而で

の直径約3.5m、現存深炭約2.8mを測る。水溜部にIIII物を埋閻する構造を有する。水溜部に設四された曲物は、

第16図 125SE020水溜部検出状況

径約60cm、高さ20cmのものを＝段重ねたものであり、 「釈に1射じ合わせている。底板は存在しない。曲物上端部

周囲に粘土を貼り、その 卜に冷人の礫を敷き詰めている。

土）i.,iの断而観察の結果から、次のような井戸構造の変造が想定される。第 1段階は、索掘りの井戸であり、井
．．． 

戸埋こI：中位に認められるエ グリ は‘',I時の水位線を示している。この段階の水溜構造は明確でないが、第 2段階に

据えられる1111物を使｝Tlした水溜部の下端と蔽深底而までの11ilにレベル差が存在し、この部分が第 1段階の水溜部

であった可能性が高い。水溜部は 1：部と同様に索掘りであったと推定される。第2段階は、水溜部にrill物を埋誼

する段階である。上部には井筒が設ii’會＇！され、周囲には表込め」：が充取される。 蚊終的には、井筒の上部は抜かれ、

埋め戻されるため、）1:筒の」：部構造はイ＜明であるが、水溜部と同様の曲物が重ねられていた可能性もある。さら

に、井戸の機能仰l上時には、数1IIIの掘り返しの尖施を経て、埋め戻される。また、堆柏埋土の最上IPiは、125SX

050と同一の堆柏士が允損されており、本辿構の蚊終埋め戻

しが125SX050の施行時であることを示している。つまり、

第 2文化而の中での蔽新の追h'りである 11J能性が闊いといえ

る。

出土辿物には、 L師虹ヒ器の他、和泉型瓦器椀、輸入陶

磁器などがあり、これらの辿物様相から、12世紀中頃～後

半前後の所脂時期が想定され、 125SX050が施行される13世

紀には完全にl免絶したものと推定される。

125SE102 

125SE102は125SD016の西側に位洲し、 125S0016に切ら

れている。平而プランは、円形であったと推定される。椎

定される追構直径は約3.5m、深さは約2.4m、i政ド部に）1：形

に組んだ木枠が追存していた。井戸枠は井戸底に直接iiりか

れており、縦約0.3m、横約1.8m、1ばさ約0.05mの板材4枚

を） 1••形に糾み合せるものである 。 ） 1·戸枠内部には腐食した

木片が認められるため、当初井戸枠は 2段以 1：菫ねて使用

されていたと推定されるが、 断而 1•Jviの観察から） 1：J i／兌絶

時に井戸枠の抜き取りが行われたと推疋される。）1：戸底に

は頸部が折れた長頸函が中心よりやや束にずれた位ii’ヽ｛に据

i: 
第17図 125SE102井戸枠検出状況

．
 

第18図 125SH075完掘状況

大分市埋蔵文化財調杏年報 17



第19図 125SD016検出状況 （南方向から）

えられた状態で出土した。この長頸遥は出土状

況から井戸が造られた際に埋置された可能性も

考えられる。さらには、完形の土師器胚、木製

櫛などが出土している。これらの辿物から125S

E102は9世紀前半の所産と推定される。

竪穴住居跡に関しては 7+a基を確認してい

る。いずれも弥生時代後期から古墳時代初頭に

比定されるものである。125SH050、125SH250

のように埋土内に辿物を内包するものも少なか

らず存在する。検出した住居跡の殆どが方形あ

るいは隅丸方形プランを呈するものであり、4

本の主柱を配i性する。住居構造の上で特徴的な

のは、住居床而の中央やや南よりに配四される

i

／

ー

l

|
ー．

Y=59.020 Y=59.060 

X=25.180 

X=25.160 

I -[_l―-

—I— l― l―ー爪I□
X=25,140 

X=25.120 

X=25.100 

゜
20m 

第20図 下郡遠跡群第97• 125次調査区位置図

ふたつの柱穴である。両者は、地床炉の南側に位i習し、長胤l方向を揃えて約40cmのIBJI隔をもって並置される。 12

5SH075、125SH250に顕箸な例として確認されているが、いずれも貼床除去後あるいはその途中での確認である

ため、これらが確実に貼床上而から構築されていたのかどうかは判断できていない。

さて、澗査区で注目される点のひとつに125SD016がある。125SD016は本調否区でし字状に屈曲し、南北から

東方向へ展開することが判明した。最終廃絶時期はおよそ16世紀末に比定される。第20図は平成9年度に調査を

実施した下郡辿跡群第97次調蒼と第125次調査の位四関係を示したものである。第97次調杏区では、125SD016と

類似した東西方向の溝状辿構が確認されている。南北方向の様相は、大部分が現迅と重なるため、詳細は不明で

あるが、道路下には、溝状の掘り込みの存在が確認されており、東西溝に接続して、南方向へ屈曲する可能性が

高い。これらの点と両調査区との位置関係から、125SD016と接続すると考えられ、そこには幅約7mの溝に囲

まれた方形に区画された空間が確認される。その推定規模は、溝内法で約90m、溝外法で104mを測る巨大なも

のである。文中でも触れたように、防御性を強く感じさせるこの空間は居館1具l辿の空間である可能性が高いとい

えよ う。区画空聞内部の辿構状況の把握が今後の大きな課題と言える。 （坪根）
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II下郡遺跡群第126次調査 F区P,-8~10地点

調査面積 1,150吋 調査期間 2000.04.21~00.11.29 
地域 A 調査担当 坪根伸也 ・荻 幸二 • 宮田 剛 ・羽田野裕之

今次の調益は、大分市立下郡小学校建設に伴う事前調直の一環とし

て実施したものである。校舎部分の調西については、すでに下郡辿跡

群第115次調査として平成11年度に実施した。グランドその他に関し

ては、盛土により辿構保存が図られることになり、そのため盛土擁壁

の設四の必要が生じた。今次の調杏は、この擁壁設洲部分を中心に、

盛土保存が困難な駐車場部分等を対象とした。そのため、工事スケジュー

ルとの調挫の結果、下記日程と面栢により調否を実施することになっ

た。

A地点 657 rn' 00.04.21-00.08.10 

B地点 129 rn' 00.08.01 -00.08.02 

C地点 114.5m2 00.08.10-00.08.22 

D地点 84 m' 00.08.17-00.08.24 

E地点 165m' 00.11.27-00.11.29 

第21図 調査地点位置図

以下には、各調杏地点の概要について記述する。

A地点

調査対象地域の南西部分に位i競する調蒼区である。当該

地は、駐車場の建設が予定された地点に相当し、そのため、

今次の調査の中で最大規模の調査而柏となっている。

調査の結果、表土下の標高約5mの地点において辿構を

確認することができた。検出辿構には竪穴住居跡、掘立柱

建物跡、井・戸跡、溝状辿椛、柱穴などがあり、辿構の帰屈

年代としては、弥生時代、古墳時代、古代のものがある。

弥生時代のものには、竪穴住居跡4枯、 土坑4枯がある。

国

第22図 126ASE057完掘状況

126ASH002、126ASH008は弥生時代終末期～古瑣時代初頭に比定される堅穴住居跡である。前者は、コーナー

部分のみの検出であり、調査時にはその規模を明らかにすることはできなかった。床而には長方形プランを呈す

る土坑を有する。126ASH008は一辺が約4mを測る方形プランの竪穴住居跡である。住居の股土中にかなり広

範な分布を示す炭化物、炭化材が認められた。住居床而中央には、土坑が配置され、住居北西部と東部の中央部

分には二つのベント状辿構が配散される。前者のベット状辿構は、地山を削り出 して造られるが、後者は緑灰褐

色の砂質士により形成されている。 4枯の主柱穴を有している。

126ASH026は一辺が約5mを測る方形の竪穴住居跡である。住居埋没途中の毅士内に土器臼料を多枯に内包

する。中央部に炉と推定される掘り込みが存在し、中央部には貼床の痕跡が部分的に追存する。

126ASH050は4.5mX3.5mの長方形プランを呈する竪穴辿構である。中央に柱穴が配され、竪穴の内側四隅に

大分市埋蔵文化財調．ft年報 l9



Y=59,268 

d 

゜

。

A
 

X=25,080 

規模の小さな柱穴が構築される。竪穴内からは、弥生時代中期に比定される賓

料が出土し、この竪穴の所産時期もこれらの土器資料により示される年代、す

なわち弥生時代1―I1期として大過ないであろう。

126ASH072は調査区北側に位置する竪穴住居跡である。調査対象範囲のI具1係

から、 一部分の掘り下げを実施したのみであり、詳細は不明であるが、検出部

分から推定される規校は、 一辺約 6m程度の方形プランを呈する堅穴住居跡と

考えられる。上部埋土から比較的土器がまとまって出士しており、これらの士

器から弥生時代後期後詔前後の所涯と推定される。

X=25.060 

古墳時代の辿構には、掘立柱建物跡がある。

126ASB053は、 21廿]xl I廿lと推定される掘立柱建物跡である。柱穴には拳大

の礫が数個充隕されている。

古代の辿構には、多数の土坑の他、井戸跡l基、溝数条がある。

126ASE057は、調杏区のほぼ中央に位置する井戸跡である。検出而での平而

プランは、略五角形を呈しており、井戸構築時の足場と推定されるテラスが数

段形成され、 二段日のテラスよりも下位は一辺約2mの方形プランを呈する。

検出而から約 lm下位には、水溜部上部の木枠が辿存し、その外側には衷込め

土が充坦されている。検出而から井戸底までの深さは約2.3mを測る。

水溜部北東角の木枠外側の裏込め土中から土師器坪の完存品が出士した他、

水溜部が若干埋められた後に埋i役されたと推定される土師器杯2点と謀色土器

A頬婉 l点が出土している。これらの辿物から本井戸の帰／函年代は、 9世紀中

頃前後と推定される。

,0← X=25,040 

B地点

小学校建設予定地の北東角にあたる部分である。

調杏の結果、表土を除去すると黄茶褐色を呈する基盤土柄が表土下において，

あるいは人為的な堆禎土（整地土か）を

挟んで検出され、この土l阿上而において

少屈のピット、溝状辿構などを検出する

Y=59、276

0
,
 

10m 

最も北側に位if,'する第 1調杏区では、

ほぱ中央を「辛i北に展開する126SX004を

境として東西に段差が存在する。現在は

第23図 A地点遺構配置図(1/400)客土により平均化が図られているが、明

らかに東側は西側よりも低い。これは調

杏対象地区の東側に旧河道が存在するという LI然地形に成因するもので 「
• ・か 芯

あり 、調杏区東側に認められた人為的な堆禎土もこの地形閑境の改変を |9ら
竺名亡3

意図したものと考えられる。追構はこの人為的な堆柏土の上下而で確認

することができ、明らかに複数の文化而の存在を示唆している。

第24図 C地点西側調査区全景（東方向から）

20大分市埋蔵文化財澗香年報



Y=59,280 "'.=59,300 Y =59.320 y;59、360

第115次調査地点

第126次調査
B地点

X=25,220 

X=25.200 

X=25.180 

X=25.160 

X=25.140 

X=25.120 

X=25.100 ．
 

A
 X=25,080 

第126次調否
D地点

第126次調否A地点
X=25,060 

X=25.040 

第126次調査
E地点

ロ
X=25.020 

゜
50m 

第25図 下郡遺跡群第115• 126次調査地点位置図
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C地点

小学校建設予定地の南辺西側に位iiりする調卦区である。

調在の結果、調査対象区のほぼ全域において逍構を確認

し、溝状辿構、照穴迫構、柱穴等を検出した。126CSX010

は西側に設定した調杏区のほぼ中央で検出した竪穴辿構で

ある。辿構全容の把握は困難であるが、辿存部から推定さ

れる形状は略方形になるものとtiii定される。約20cmの似さ

の貼床により床而を形成し、床而には126CSX017、]26CSX

018、126CSX019が構築される。なかでも126CSX019内には

、元形複元の可能な土師器資料が辿巣されている。これらの
第26図 126CSX019遺物出土状況

探料は、床而近くから出土するものの、周辺部の賓料については、若干床而から将いており、いわゆる凸レンズ

状の堆柏を示すことから、126CSX019機能時のものではなく、 126CSX019あるいは、126CSX010の）兌絶直後に

一括）免染されたものと判断される臼料群である。 出七臼料は、占坦時代前期の特徴を示し、当該辿構の帰屈年代

もほぼこれらの上器賓料に示される時期のものであると判断される。

第28図には、 126CSX019出土土器の一部を掲載しているが、出土土器には、 土師器他、g位の他、1HIl9:':i、 ミ

ニチュア上器、高杯などがある。いずれの七器も弥生時代の在地色をほぼ払拭し、器内面のヘラケズリによる成

形や、球形化した胴部形状などに新来の布留式系十．器の影脚を示している。また、126CSX019を付堺施設とし

て持つ126CSX010の埋土内からも、高杯や士師器勢訊などの破片賓料が出土しているが、形態的には126CSX019

出十．賓料と大きな差異はなく 、126CSX010の埋没に際しても大きな時間経過を伴っていない点を示唆している。

A
 

鸞X~7

- L=5.00m 

表土 L=5.50m 

0 lm 

1 灰茶色土（鉄分を含む水田屈）
2 暗茶灰色士（焼士 ・炭化物を含み淡黄灰色粒子を多く含む）
3 暗茶灰色土（焼土 ・炭化物 ・土器片を含む 2よりも茶色強く、きめ細かい） ］SX010埋土
4 暗茶灰褐色土（焼土 ・炭化物を含み砂が混じる）
5 暗茶灰褐色土（小石、灰褐色土プロックを含む）
6 暗黒茶灰色土 （焼士 ・炭化物を含み土器を多く含む） ー SX019埋土
7 暗茶灰色土（焼土、土器片、小石、茶褐色土粒、暗黄灰褐色砂臼土プロックを含む）
8 暗黄灰褐色土（焼土、炭化物 暗茶灰褐色土プロックを含む）

第27図 遺構 (126CSX019)平面 ・断面、南壁土府断面実測図 (1/40)
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第28図 126CSX019出土遺物実測図 (1/4)

D地区

調査対象地域の東南部に位置する調査区である。

安定地盤は存在するが、迫構の密度は高くない。調査の結果、柱穴、井戸跡等を確認した。井戸跡に関しては、

今回の調査区が細長いトレンチ状を呈している点、一定深度以下については、掘削が及ぶことなく、現状で保存

が図られる点を考慮し、検出面から約0.8mの地点で掘り下げを中止しており、完掘は行っていない。この段階

までの堆積土屑を観察すると、裏込め土の存在が確認でき、堆積埋土も人為的な埋め戻しによると推定される状

況を示すことから、井戸跡と判断した。上部埋土からは、土師器杯や緑釉陶器片などが出土し、おおよそ 9世紀

中頃には埋没したことが知られる。

E地区

C地区の東側に位置する調査区である。擁壁設置部分とその内側に調査区を設定し、調査を実施した。調査の

結果、いずれの部分においても、表土下には泥炭土屑が存在し、安定地盤は存在しない。既往の周辺調査におい

て確認されている調査対象地の東側に展開する泥沼地が当該地点まで延びていることを今回の調査結果は示して

いる。 （坪根）

大分市埋蔵文化財調沓年報 23



III下郡遺跡群第127次調査 I区q~s-13• 14地点
調査面積 840m' 調査期間 2000.10.22~01.03.30 
地域 A 調査担当 永松正大・坪根伸也・早田利宏・羽田野裕之・横山 歩

今次の調査は、下郡土地区画賂理事業の街路建設に伴うものである。

調査は、街路をはさみ、第127調査区（東）と第127-W調査区（西）

に分けて実施した。

調森の結果、近也以降の水田／呂直下から、弥生、古瑣、古代、中也

の各時代の辿構が確認された。

竪穴住居跡は、切り合いが著しいのものを含めl7iんが検出された。

その内時期が判明する住居跡は、 6基 (SHlOO• 140 • 240 • 260 • 290 • 

350 • 380)で、すべて隅丸方形の辿構プランを持つ。SH260は二本柱、

SH380は四本柱の土柱穴をもつと考えられ、ともに弥生中期末～後期

前葉の迎が出土し、炉跡、灰溜土坑は確認できなかった。

第29図調査地点位置図

SH140は、長方形プラン（約4mX2.6m)で、 主柱穴は二本である。 貼床而で灰溜土坑と不明土坑を検出し、

灰溜土坑内には焼士の堆柏が見られた。出土辿物は弥生後期後砥に比定される。

SI-1350は平而5.6X4.8mの規模を持ち、貼床直上で弥生時代後期終末～古り1時代初頭に比定される複合口緑弱、

壺、高坪、甕、ミニチュア七器が破損し、悦棄された状況で出土しており、住居1兌絶段階の廃菓行為と思われる。

埋土中には、炭化物や焼土の堆柏も見られるなど、焼失住居的様相も窺える。IL1i/未而には住居内のやや東よ りに

灰溜土坑が確認できた。貼床除去後、地山を掘り込むイ涌定形土坑が検出され、IL1i/未と同じ埋土をもつ土坑で、 ド

郡辿跡群の竪穴住居跡でみられる特徴である。

SHlOOは井戸跡 (SE030)に切られ、4世紀末段階の小型丸底壺が出土している。SH240• 290は、住届北収

にカマドが付くもので、廃絶時の祭祀行為に伴う辿物等は確認出来なかった。両辿構とも、主柱穴は四木である。

SH290から、61lt紀中頃以降に比定される匪片が出士している。

井戸跡は、5基 (S8030• 040 • 170 • 220 • 310)検出された。

SE030は、埋七中から企救型甕片 (8世紀中頃～）やII音文を施した都城系土師器 (8世紀前半）が出上してい

る。SE040は、 日河観察から井筒をもつものと想定された。埋土中からは龍泉窯系1'i"磁 (l-5b類）、糸切り上

師器坑（14世紀1jii‘|£)、瓦器椀が出土し、14世紀前‘|＿屯以降と考えられる。」ー．而で1澳畠硲 (ST060)が検出された

が、辿物の出」：がなく時期は不明。 SE170は、調牡区北で検出され、SI-1260を切っている。掘り方は索掘りで、

旧水位点と思われる部分が快られており、水の没食作川に

よる崩落と思われる。 ヒ屁観察でも崩落土と思われるlf4が

みられる。更に、iii落した後掘り返しを蚊低 1回はしてい

るとみられ、一．度1」のiii浴後、自然堆柏する中で辿物等の

廃菓がなされていたと想起される。辿物は、＇）が生後期終末

～古培初頭の複合叫麟や蕊甕が出土し、当該期に機能 1,1 

していた井戸と想定できる。

掘立柱建物跡は、3棟 (SB015• 090 • 120)を検出した。 ;.... 

SB015 • 090は、主軋I方向が類似しており、同時期と考え！

られる。 SB015は4WJ x 4 HI] (3.8m x 4.2m)で、またS8090

24大分市埋蔵文化財淵介年報

第30図調査区全景 （北方向から）
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第31図 遺構配置図 (1/400)

は1間X4間（3.3mX5.2m)でSE040を覆うように柱穴が配置していることから、 SE040の覆屋の可能性も考え

られる。

SB120は、 3間X4間（柱間5.lmX8.2m)で、掘り方は0.5~1.0mと大きい。出土迫物が破片資料で、僅少で

あり時期比定はできていない。

溝状迪構8D011• 012が東西方向に平行して延びており、空間地に辿構が少ないことから道路状迫構が想定さ

れるが、確定には至らない。備前焼拙鉢（16世紀代）、糸切り底土師器坪、須恵器杯身（小田編年1V期）が出土

しており、中世の範賭に収まるものと思われる。

大分市埋蔵文化財調査年報 25
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第32図 SE170完掘状況 第33図 SE350遺物出土状況 （南方向から）

SD130は、調査区東に位it'1,し、北に対し西に振る形で南北方向に延びる溝状辿構である。 lii非れは自然堆栢を呈

し、検出面からの深さは約 lmであり、逆台形状の断而形が考えられる。追物は糸切り土師器杯、中国産im-i・磁碗、

瓦器婉が出土しており、14~15世紀代と想定される。

土坑SX105は、調査区ほほ中央に位置し、SB120を切っている。平而長方形プランで、長軸1.4m、短軸l.Om

で、検出面から床而までの深さ は約0.8mである。検出時において、地山プロ ック土の況入がみられ、土罰観察

においても不柩合が確認できることから、迫構内施設をもつものと思われる。土堀硲との認識に袖づいて調査を

行ったが、確証を褐るには至らず、土壌サンプルの分析結果をまちたい。

以上が、下郡辿跡群第127次調歪の主要辿構に楳1しての概要である。

今回の調査では、調益方法の不統一による調査不足の而は否めない。全体のデータにおいて記録保存は出来て

おり、今後の報告魯作成において、検討し修正してい くものである。第127次調森では、弥生、古瑣時代の竪穴

住居跡を多数検出し、巣落の展開の上で新知見を得る ことが出来た。また、第127-W淵査区西側では、西に向

かって傾斜が始まるともに、竪穴住居跡も手前で終息し、更なる西への展開はみられない。濶仕地の周囲は、微

高地となっていることから、第127-W調壺区は集浴の西限と考えられる。第127次調西区北側で確認された弥

生時代終末～古培時初頭の井戸跡は、類例が少なく重要な発見といえる。旧水位点も把掘でき、古閑境の解明も

可能になると思われる。中世においては、SD130やSB015• 090、SE040などl剥辿すると思われる辿構群を確認で

きた。下郡辿跡群第125次調在において中世城館の堀が確認されるなど、今後下郡辿跡群においても中世辿跡の

解明は、大友氏楳l辿辿跡と共に重要性を持つと考えられる。 （永松）
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IV下郡遺跡群第129次調査 E区k-14地点

調査面積 約33m'
地域 A

調査期間 2000.10.26~00.10.27 
調査担当 坪根伸也 ・羽田野裕之

今次の調査地点は下郡辿跡群E区k-14地、点に相当する。南下郡公

園のトイレ浄化槽設；性に伴う事前調査として夷施した。表土から約 l

mの厚さで堆柏する客土を除去すると暗黄茶掲色土の基盤土ltiを確認

することができる。検出辿構はすべてこの暗黄掲色土貯上面で確認さ

れる。確認標高は約4.4mであり、隣接する調杏区（第71• 76次）での

確認標高約5.0mとは大きな差異がある。これは暗黄茶褐色土上部が大

きく後世の削平を受けているためと考えられ、さらに、調査区北西側

の約半分についても大きく撹乱を受けており、検出辿構の辿存状態は

総じて良好ではない。
.¥¥ -~(;;舌:--·l_-ugヨ'―;,'/J、．．．．．＝
第34図調査地点位置図

129SX001 

129SX001は調査区南東壁側隅で検出された七坑状の追構である。東側が調査区外に存するため、全体の規模

や形状は不明である。検出面での規模は2.0+am x0.5+ am、深さ0.4mをillljる。辿構内堆禎土は 2陀からなる。

いずれもレンズ状に堆禎しており堆栢埋土は自然堆柏によるものと思われる。出土辿物は、概して少なく 、陶磁

器、その他土器片等が出土している。出士した陶磁器には唐津焼と思われるllllの口縁部や陶胎染付の碗等がある。

このような出土辿物からこの辿構は18世紀前半頃の所産と考えられる。1

129SX002 

129SX002は調西区東側に位四し129SX001にl;IJられているため全体の規模や形状は不明だが、辿存する部分か
I 

ら推定される形状は楕円形の長土坑になるものと想定される。検出i(iirの規模は長径l.Om、短径0.7m、深さ0.2

mを測る。址柏嬰Iこは、暗茶褐色士の単ー1fiである。出土辿物 ］ 
Y=24,845 

には、喪の底部や口緑部、高杯の破片等がある。肥の口縁部は

直立した口緑部の外而下位に二条の刻目突帯をもつものであり、

いわゆる下城式班形土器の特徴を具備している。これらの追物

からこの辿構は、弥生時代前期末から中期中頃のものと考えら

れる。

129SD003 

129SD003は調査区中央に位置し、主軸をN-27°-Eにとる溝

状迫構である。溝のヒ部が削平されているため全体の規模や形

状は不明である。辿構下部で土坑が三翡辿なる状態で確認でき

る。それらの土坑は検出而での幅0.3mを測り、現状での深さ

は、土坑の最も深い部分で0.4mを測る。辿構内堆柏土は 3昭i

からなる。すべてレンズ状に堆柏しており堆梢埋七は自然堆柏

と考えられる。出土辿物は、土師器破片や陶磁器「I縁部、その

他土器片等が出土している。出土した陶磁器の口緑部は、 中国

．
 

X=59.340 

゜l第35図遺構配置図 (1/200)
5m 
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百花のJlllになるものと思われるが象Ill)ヤのため詳細は不明である。以上の出土迫物の状況から厳密な時期比定は行

えないが、戦国期前後の所産である可能性が考えられる。

その他、ピッ トが2碁調歪区南東側に検出されたが、今回の調査区内ではこれらのピッ トと周りの辿構との関

辿を明らかにすることはできなかった。ピッ トから辿物は出土していない。

今回の調査では弥生時代、戦厨期 （？）・近世と時代輻のある追構が検出されたが、隣接する調査区所見（第

71 • 76 • 100次）との関辿から時代別に次のようなことが考えられる。

弥生時代では、隣接する調査区 （第71• 76 • 100次）において中期の貯蔵穴（第71• 76次）が多く検出されて

おり、それらは隅査区内で円状に分布している。第129次調査区で確認されたsxoozは、これらの貯蔵穴と時期

的に近接する ものであることから、深い1具I辿性が示唆される。

戦国期では、隣接する調壺区（第71• 76 • 100次）において16世紀代前後の時期と考えられる土師器埋納坑、 l

6世紀後半の可能性がある土堀経（第7L次）、井戸跡、溝状迫構等が確認されている。第129次調否区で確認され

た溝状辿構は、これらの辿構と時期的に近接するものであり関辿が注目される。

以上のように第129次調歪で確認された辿構は、隣接する調否区（第71• 76 • 100次）の辿構と所産時期の上で

深い1具l辿性を有することが考えられるが、今後近辺の調査によって遺跡間のより詳細な関辿性が明らかになるこ

とを期待したい。 （羽田野）

北壁 ¥b 束壁

1 昭茶渇色土（鉄分 ・マンガンを多く含む）
2 灰茶褐色土（鉄分 ・マンガンを多く含む漸移層）
3 明茶渇色士 (S0003埋土）
4 11/l茶渇色土（昭黄茶褐色土プロックを少し含む） （SXOOl埋土）
5 暗黄茶渇色土 （鋲分 ・マンガンを多く含む ・地山）
6 暗灰茶渇色土 (SXOOl埋土）
7 昭灰茶褐色土（暗黄茶渇色土プロックを少し含む） （SXOOl埋土）
8 昭茶褐色土（訣分 ・マンガンを多く含む ・炭化物を少し含む） d

 

客土 西壁 l._=5.00m 

1 暗茶褐色土（鉄分 ・マンガンを多く含む） 文コリ 地山
4 暗茶裕色土（昭黄茶褐色土プロックを少し含む）
6 昭灰茶褐色土
7 暗灰茶渇色土（昭黄茶褐色土プ0ックを少し含む）
8 昭茶褐色土 （鉄分 ・マンガンを多く含む ・炭化物を少し含む）
9 暗灰茶褐色土（鉄分 ・マンガンを多く含む ・枯性が弱く明灰茶氾色砂質土プロックを多く含む）
10 暗灰茶褐色土（鉄分 ・マンガンを多く含む ・枯性が強い）
11 暗黄茶褐色土（鉄分 ・マンガンを多く含む ・地山） （8～91訳SD003埋土）

O 1m 
’ ’  

第36図 北側SD003～束側～南側SD003までの壁面土庖断面図 (1/60)
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v下郡遺跡群第130次調査 D区n• o-16 • 17地点
調査面積 212m2 

地域 A

調査期間 2000.11.10~00.12.08 

調査担当 坪根伸也 ・羽田野裕之

今次の調査は ド郡地区土地区両幣理事梨に伴う区画街路築造の事前

濶杏として実施した。

澗査対象地域は、L字状を呈するが、屈1ll1部を中心とする部分は、

現在の水道管、 ド水百をはじめとする多くの埋，没行の付設に伴う大規

模な撹乱穴が存在しており、湖杏対象範囲から除外した。そのため、

調杏区は第40図に示すような―．つの調査区に分かれることになり、北

側に位四する調牡区をA調査区、西側に位置するものをB調杏区とし

て濶杏を行った。

以下に各調査区の主要な調西成果について記述する。

第37図調査地点位置図

A調査区

南北に長い調西I~である。大規模な撹乱穴が認められる南側を除く部分において、 土坑、溝状辿構、 道路状迫

構などを検出した。いずれも近世以降に比定されるものである。

131ASX001は調西区の北端において検出した十．坑である。長柑il.6lm、短軸0.9mの桁円形プランを呈し、現

存深炭は0.4mを測る。土坑内には．馬と考えられる動物骨が一体分埋葬されていた。 出十辿物が少なく 、厳密な

所胚時期は不明であるが、切り合い関係をt=iする周辺辿構との関辿から、181It紀後半以降のものであることは明

らかである。 昌
溝状辿横には130ASX015、130ASX019、130ASX027、130ASX036などがある。いずれも濶森区を南西方向か

ら北東方向へ斜走する溝状辿構であり、その）j向は当地に以前存在したILJ追方阿に一致する。さ らに、これらの

溝の南方向には辿構が希五りな空間があり、これらの溝状辿構が道路側溝であ った可能性を示唆している。これら

の•Ji紋に呼応するように調査I区の南西壁而には版築状の土lI?i堆禎が確認される。しかし 、 各r,l'tに確実に対応する

ような状況では検出されておらず、上柄の堆梢状況から130ASX015埋没後に構築されたものであると判断され

る。いずれにしても、この部分が長期間にわたり、道路として踏襲されてき

たII]能性は高く、これらの溝状辿構が、道路に伴うものである 11J能性は闘い

と推定される。詳細については、 今後の周辺、特に旧道路の延長線上の調•ft

成果に期するところが大きいといえよう。

ちなみに、調介区北側のほぼ中央、 130ASX005の Iー．部付近を東西方向に分

布する版築状の追構の存在が確認されている (130ASX050)。南北両訂とも

に撹乱穴により欠失するため、規模や正確な方向は不明であるが、これにつ

いても迫路状追構の可能性を考9．俎しておく 必＇炭 があろう。

B調査区

本謁査区では近世に比定される辿構がt疫を占めた。以 ド、個々の迫構に

関してその概略を出す。

第38図 A調査区全景（北方向から）
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Y=59, lf 

第130次A調歪区 レSX036
X=25.4( 

X=25、:

第39図 B調査区全景（東方向から）

A
 
第130次B調査区

Y=59. 130 
Y=59.140 Y=59, 150 

D023 
：： ＾°戸亨v--<-:.J内lH、こ ll ¥ :.9・ 1ヽ ・，.、・.、./.、1s0024

'7 

I—X= 25.370 
0 5m 
9 9 9 

第40図 遺構配謹図 （1/300)

井戸跡（130BSE007)は調査区中央で確認された。検出而での径約2.Om、深さ約1.7mを測る。断而形状は、

下部に向かうほど緩やかに窄まる様相が見受けられるが、堕而の崩蕗などの状況が想定されたため、底面までの

掘り下げを断念した。

土貯観察の結果から、裏込め土の存在が認められ、中位1日以下からは井筒を確認した。平而プランは約0.7m

の方形を呈し、四隅に径約O.lmの加工された竹柱を配i役し、それよりやや小規模の同一素材柱で側面を構成す

る。

井戸跡からの出土辿物には陶磁器、瓦、櫛等があり、出土陶磁器には陶胎染付碗破片などの出土が認められ、

この辿構の帰屈時期を概ね18世紀中頃～後半と推定することができる。

調査区東側に於いて硲堀2基(130BSX019• 020)を確認した。両辿構は撹乱穴の底而において検出され、そ

の上部は既に削平を受けており辿存状態は良好ではない。130BSX019は径約 lm、深さ0.45mをillljる。土腔観察
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の結果から、辿構両咄而には裏込めの状況が石取され、

さらに、東側底而に於いて、早桶の底材、及び側材が認

められた。部分的ではあるが、人骨の出上も確認されて

おり、本辿構が硲堀であることを示している。なお、

師器小片が出土しているものの小片のため時期決定には

至っていない。

130BSX020は019に先行する硲堀である。辿構の南側

が淵仕区外に存しているためその全容を明確にすること

は出米なかった。現状での直径約Jmで、椎定で‘ド而1リ

形を呈すると思われる。深さ約0.45mで、 130BSX019と

同様に出込め土が認められた。また、

同様に早桶と推定される部材や人1'-i・

片も確認されている。この点から、

130BSXOl9と020は若干の先後関係

は認められるものの、その性格や所

産時期に大差ないものと推定される。

130BSD027は調森区東端で検出し、

辿構の大半が調否区外に展開する。

現状での福約2m、深さ約0.6m、-1:・

軸方位はN-68°-Wを測る。土罰糾

察の結果から、下柄に於いて粘質十

が認められ、滞水していた状況が推

定される。

1 •. 

第41図

．ヽ．ー 、

e.己`―・• ー ·-

30BSE007検出状況（北方向から）

• •‘. 

A
 

冒
L=5.00m 

今回の調否では調ft区が挟小であ

り、逍構の全容を判IIJlするには至ら

なかったが、下郡辿跡群の近世集沿

状況の一端を窺う成果を示すことが

できたといえよう。なかでも、特布

すべき点としては130BSE007の発見

があろう。 これは、本辿跡群のこれ

までの近世集落調歪事例の中でも検

出事例のない構造をもつものであり、

このような井戸跡を有する屋敷構造

の解明などが今後の課迎となる。

（坪根 ・羽田野）

·················•••••••••••••••••••••• 

0 50cm 
← - 9 

第42図 130BSE007平面・断面実測図（1/30)
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VI 下郡遺跡群第13 1次調査 G区n•o- 2•3地点

調査面積 442m2 調査期間 2000.12.07~00.02.12 
地域 A 調査担当 坪根伸也

調査は下郡地区土地区画整理｝各地工事事業に伴い実施した。調査対

象は442m2であるが、本調査地点は第70次濶査と第119次調沓地点と一

部重複しており、そのため、実質的な調杏対象部分はL字形の恥状に

迫存する部分がその調査対象となった。また、調査対象区の全域には

近現代の撹乱穴が無数に存在する。

調査の結果、澗査対象範囲の西側には、焼土、淡黄色土粒を含む暗

黄茶色上により構成される整地9円 (13lSX250)が存在し、この I;ltiに

よりふたつの文化而が形成されていることが明らかとなった。東側部

分については、調西区の東縁に沿ってIR誼が存在し、これにレベルを

揃えるようにすでに地下げが実施されており、調査区東壁から西へ約

6mの地点から131SX250は存在しない。

第 1文化面

第43図 調査地点位置図

131SX250ヒ而で確認される辿構群、および調歪区東側の辿構群により構成されるものである。

131SX250は、現存する貯匝は良好な部分で0.24mを測り、埋」：：中に染付片や拙鉢片などを含む。出土する染

付片等の特徴から19世紀初頭以降の格地lciであると判断される。

131SX250の上而からは、近現代の撹乱穴とともに、無数の住穴、土坑、井戸跡などが検出されるが、いずれ

も時期的に19世紀初頭を遡るものはなく 、131SX250の帰l函年代を示唆している。検出される柱穴に建物配四を

想定させるような規則的な配列は確認されていない。

さて、この第 1文化面に帰屈すると考えられる辿構で特徴的なのが、131SX250の東側、つまり、旧道面に沿っ

た位四にl良聞する辿構群である。

131SX250は、131SX207付近を境に存在せず、その東側に低位而を形成するが、この部分に131SX200が存在

する。131SX200は溝状の辿構 （131SX192)に囲まれた空間に上を允朋し、土間状に仕上げたもので、充坦土は

約0.3mのli"i/!,£を有する。これを囲む131SXl92は断面U字形を宦し、蚊大幅

は0.85mを測る。染付片、火鉢片などが出 1：： しており、19世紀半ば以降の所

産と考えられる。

調在区の東側に南北方向に存在した11:1道が、いかなる時期まで遡りえるか

についての考古学的な物証は現状ではない。 しかしながら、他地点 （第76次

調査等）の道路淵否初見では、少な くとも18世紀段階までは遡り得るといっ

た状況が石取され、また、明治期の ド郡地区の果殆分布と、本道路が当該期マ

の北下郡地区と南ド郡地区を結ぶじ災道路のひとつであ ったという伝承等か

らも本地点の道路が同様な時期所,2作となる可能性は高いと考えられる。

このような状況を閑沓まえるならば、今日検出した第 1文化l面の辿構群は、

迫路に而した 1/JJ口に存在する十」廿l状の空間とその奥に展聞する 1|•ー．活空間を示

しているものと推定されよう。

椎定される奥行きの空間は、 l3LSX099までの約20mが想定される。
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第44図 調査区全景（南策器分を稟方向から）
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第45図

※トーン部は近現代の撹乱

遺構配置図 （第1文化面） （1/200) 

第2文化面

131SX250直下に存在する辿構群により構成される。

調杏区の東側に関しては、地下げによりすでに辿構は欠失し、都合西側でのみの確認となっている。

検出辿構には、大きく近世と弥生時代1|1期の2時期のものがある。

近世の辿構には、井戸跡、土坑 、溝状辿構などがあり、 131SE150に付随する辿構であると椎定される。

弥生II、1f代の辿構には円形の土坑群(131SX172、131SX177、131SX182)がある。

131SX172は、西側の一部を131SE150により切られている。約1.5mI前後の規模の桁1リ形プランを呈し、現存

深度約0.52mを測る。底而には焼土が認められ、被熱脹跡も認められることから、使川時に火が焚かれたことが

判る。その後底面中央には暗灰茶色土により貼床がなされ、周囲には幅約0.2mの溝が巡るような構造となる。

・溝内には焼上塊が堆梢し、 ll,1il未上而には卜城式班形」．．器、脚付鉢破片などが比較的まとまって出土した。 IIff灰茶

色I:が埋土となるが、焼土、炭化物、黄灰色土プロック

などを含んでおり、人為的に埋め戻された可能性が高い。

弥生時代中期中栄前後の所産となるものである。貯蔵穴

国

として機能していたと考えられる。 （坪根）

第46図 131SX172遺物出土状況
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洲下郡遺跡群第132次調査 J区q-9地点

調査面積 188nf 調査期間 2001.01.22~01.03.30 
地域 A 調査担当 永松正大 ・早田利宏 ・羽田野裕之 ・横山歩

今次の調査は、街路建設に伴う確認調査で、下郡辿跡群第125次調

査区の南東にあたる。調五は、重機による表土下0.4mまで盛土を除去

し、近世～近代段階の柑各地腔上而で検出作業を行った。その結果、多

数のピット、掘立柱建物跡を確認した。

SBOlOは、 1 |ij•J x2問 (2.0mx 3.8m)で、北に対し西に振っている。

柱穴の径は0.7mであり、深さは0.3mを測る。出土辿物は破片貧料で、

時期は不明である。

近世～近代段階の柩地腔 (SX020)除去後に溝状辿構SD025上枢iま

で掘り下げた。SD025は、東西に延びる堀であり、迫構中央部付近に

約1.0m幅の南北ベルトを設定し、東側と西側に分割した形で、埋土の 第47図 調査地点位置図

状況を確認しながら人力による掘り下げを行った。SD025は、検出長は東西約23m、検出直品は南北約7mを計り、

辿構北側のプランは調資区外に延びるものと思われ、南側は撹乱により掘削を受け、辿構プランは更に南に広がっ

ていたと考えられる。中央付近の南北ペルト、調査区東壁及び西墜の土貯観察を行い、埋没過程の所見を得るこ

とが出来た。SD025は、地山を逆台形状に掘り込み、断面形状は箱堀形を呈す。地山の砂IMの、水性作用による

堆柏状況と、グライ化l団も見られることから、滞水・流水に伴う自然堆禎土の掘り返しが認められる。最下／晋部

の暗黒灰褐茶色泥四土中にほほ一体分の人骨を良好な状態で検出したが、埋葬辿構は検出できていない。最下l晋

部では、備前焼拙鉢片（乗岡編年IV期）、京都系土師器

(16世紀後菜～）、糸切り土師器が出七し、掘削時期も当

該期に比定できると思われる。床而から0.4m程埋没した

後、上J~iではラミナ堆柏（鉄分の沈沿）や、 また水平堆

栢が見られ、その水平堆栢が数回にわたってなされてい

ることなど、極めて不賂合な状況が確認でき、堀、溝以

外の機能も考えられる。その水平堆栢後、北側からの暗

茶褐色土と地山の黄灰色シルト質プロックの混入土が、

大屈に流れ込んでいる状況が認められる。下郡辿跡群第

125次調壺においても、地山プッロクi昆入の土肘が確認

されており、内部施設（土塁？）の想定がなされている。

混入土Jftiの上部では、南側の堆栢では、乖直状に立ち上

がる土l日が見られ、柏土状堆稲も観察でき、人為的な堆

栢が行われたものと思われる。混入土の 日円では、近世 1、.

磁器（コンニャク印判）、京焼風陶器、土師質土器等の

近世段階(18世紀後半以降）の辿物が出土している。そ

れ以外に、弥生時代後期終末の複合□緑盗や甕、古瀬戸

壺(12~13世紀代）、酋白磁合子、巾国1惰胄磁碗（I-

1 b頌）、中国産白磁碗（上田分類Fl洋）、鉄釉陶器、鉄

滓、フイゴの羽口が出土している。

34大分市埋祓文化財課杏年報

第48図調査区全景

第49図 ST140検出状況
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第50図追構配置図 （1/400)

SD025に切られる形で、溢坑 (ST140)が検出された。長軸を南北に向け、約 1m xo.7~0.9mの長方形プラ

ンを有している。人骨は溶解しているものの、埋葬形態は判別でき屈肢した横臥葬と思われる。また、土師質土

器婉、糸切り土師器杯が各一個体、ほぼ完形品で確認できた。土師質土器碗は、口径5.6cm、底径4.0cm、器高3.6

cmで、底部は貼付高台で、高台が退化している。外而はケズリ調賂、内而は斜め方向のナデ上げ調整がなされて

いる。糸切り土師器は、口径が12.2cm、底径6.1cm、器高2.4cm、器厚 2mmで非常に薄手に作られており、また

「lill化」が顧著にみられる探料である。また、婉とlIIIのセッ ト関係を持つなど、中世の様相が明確に認められる。

土師質土器婉、糸切り土師器の年代観、SD025に切られる点から16世紀中頃～後半の迫構と思われる。

今回の調資では、中世期の堀を確認し、方向性や埋没過程に新所見が得られた。第125次調査において、堀の

南西隅と考えられ部分を想定しており、 今回の調森により堀が東に延びることが確認でき、堀の南西隅が確定で

きた。また、埋没過程では、第125次調壺とは異なる様相が認められ、埋没後の利用において差逃があるものと

考えられる。また、ST140出土の土師質土器椀、糸切り土師器は、その特徴において注目される賢料といえる。

（永松）
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V1II横尾遺跡群第79次調査 D-4 • 6地点（東中尾遺跡）
調査面積 約1,700対 調査期間 2000.06.05~00.08.30
地域 E 調査担当 塩地濶ー ・ 奥村義貨 • 田中 貨

調査地は大野川の支流 ・乙律川左店に広がる鶴鮒丘陵上の標高約31

m地点に位閻し、 乙津川に向けてIJf.Jnする1}廿析谷の南側に隣接する。

調査の結果、弥生士器片を含む黒掲色十Jr1iを基盤而として弥生時代～

近代にかけての辿構群を検出した。

以下に各時代の様相についてまとめる。

弥生時代

開析谷を挟んだ北側には当該期の環淡集浴である多武尾辿跡が所在

しているため、関辿辿構の発見が期待されたが、弥生時代後期前政頃

の柱穴が散見される程度で顧著な逍構は展1)肌lしていない。 言
第51図調査地点位置図

古代

9世紀後半代の辿構が展聞する。 ‘1,1該期の逍構としては道路状

辿構と木棺ふ社が確認されている。

道路状辿構 (79SF185)については嬰多しく 切り合った柱穴がほ

ぼ平行して2列に構築されたもので、現状でL字状に折れ,11,がる。

密染する柱穴列の幅は約3mを測り、 その窄I::lには当該期の辿

構は存在していない。

L字状に折れ,11,がる地点の南北両側の柱穴 (79SX135• 140)に

は柱抜き取り後に 1一．師器の坪がJ•II！納されてい る。（第53 • 541~1) 

このような祝象については古代直追をはじめとした珀路状辿構

の交差点や三差路の路而中央部に認められる十．器埋納行為との関

辿が注目される。 第52図調査区全景（南方向から）

また、重複した柱穴群には一定ht斜め方向に必し込まれたものが認められ、屈1111部外側における柱穴の密集度

が他地点に比べ址ii：沿であることも石過できない現線である。

出土した土師器の法絨については前者 （第57|区|4)が「l径13.0cm、器高3.4cmを測る。底部は丸底気味で、底
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第54図 79SX140遺物出土状況 （西方向から）
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第55図遺構配證図 (1/400)

部から体部にかけて緩やかに立ち上がる。

後者（第57図5)は口径12.9cm、器高4.7cm、底径8.2cmを測る。底部は平底を呈し、口縁部まで外傾しながら

直線的に立ち上がる。

このような道路状遺構については福岡県小郡市上岩田辿跡や佐賀県神埼町塚原遺跡などで類例が認められるも

のである。

本調査地点の西側一帯には良質な粘土附が分布しており、これまでの調査によって 9世紀代を中心として粘土

採掘が行われていたことが判明している。

また、本調査地の北側や南東部には乙津川に向けて開口する開析谷が存在しており、物資の運搬をはじめとし

た水上交通との関連も想定しておきたい。
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今回発見された木棺硲 (79ST050)は土師器杯2点と刀子l点を供献し、円礫を棺台として使用したと考えら

れるものである。

供献された土師器については棺薔の朽廃に伴って落下したものと判断されるため、 本来は棺上にi筐かれていた

と推測される。

出土した土師器の法拍については第57図2が口径12.9cm、器高3.8cm、底径7.7cm、同図3が口径12.8cm、器高4.

8cm、底径6.9cmを測る。

この木棺器については先述した道路状辿構の屍絶段階に

造営されたと考えられる泊硲であり（第57図2• 3)、大宰

府周辺の坦硲においても同様な事象が指摘されている。

このような現象については柑硲の立地を規制した「炭葬

令」皇都条にある「凡泉部及道路側近。 並不得葬理。」の条

文とのI紺辿が示唆されており、注目される見解である。

この見解は当該辿構の位四付けを行うことは勿論のこと、

当時の景観を復元する上で貨重な手がかりとなるものと考

えられるため、今後は当該地区が「喪葬令」の影押下にあっ 第56図 79ST050遺物出土状況 （北方向から）

たかどうか、さらには当該辿構が条文にある道路の規定に該当するか否かという問遁を併艇しながら、周辺調査

を実施していく必要があろう。

中世

16世紀代の辿構がJ及聞する。当該期の迫構としては掘り込み地業、掘立柱建物跡、溝状迫構などが確認されて

いる。

掘り込み地業 (79SX090• 160) 

については調査区南東部に隣接す SD040出土

る第64次調査において検出された

大形の掘り込み (64SX015) と同

ーのものであり 、迫構の性格につ

いては断定できていないものの、

今回の調査によって16世紀前半～

中頃にかけて埋め戻されたことが

判明した。

この掘り込み地業を基盤而とし

て掘立柱建物跡 (798B100)が構築

されている。

2 X 4間の南北棟であり 、16世

紀後半に比定される。

溝状辿構については掘立柱建物

跡の西側において検出された南北

溝 （79SD040)が相当し、建物跡の

主軸方向とほぼ一致する。

複数回の掘り返しが認められ、

38大分市埋蔵文化財調代年報
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最終的には16世紀末頃に埋没したと判断される。

出土迫物には京都系土師器皿をはじめ、朝鮮王朝産白磁碗（第57図l)や中国磁仕窯産三彩鉢小片などが認め

られる。

朝鮮王朝産白磁碗については、高台径5.8cmを測る。内面見込み部分には砂目跡が 1箇所残存する。また、畳

付けにも砂目跡が認められるが、ほぼ全面に砂が付着しているため、目跡の数は確定できない。

一方、中国磁仕窯産三彩鉢については二次被熱による変色が認められる。鎌倉時代に比定される追物と判断さ

れ、混入迫物の可能性は否定できないものの、現状では威信財として伝世した辿物の可能性も残しておきたい。

この溝状迫構は第81次調査の報告で詳述するが、方形館の西側外郭施設と考えられるもので、第81次調査で検

出された東西溝と一連の遺構と判断されることから、当地一帯に半町規模の方形館跡の存在が想定される。

横尾迫跡が所在する鶴崎丘陵上には猪野・中原遺跡や猪野新土井辿跡をはじめとする半町規模の方形館跡が連

立して存在し、共通する現象として朝鮮王朝産陶磁器の出土が指摘されている。

また、愛媛県松山市に所在する伊予国守護河野氏の居城・湯築城跡の調査では家臣の階層に応じて出土陶磁器

の様相が異なることが判明しており、朝鮮王朝産陶磁器が出土する地区がほぼ上級武士居住区に相当するという

極めて重要な所見が提示されている。

この鶴崎丘陵一帯は中世高田庄に比定されている地域であり、南北朝時代には大友氏の所領となった荘園にあ

たることから、今回確認された16世紀代の辿構群については大友家臣団によって構築された可能性が示唆される。

方形館跡の全貌解明をはじめ、今後の調査が大いに期待される。 （塩地）
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IX横尾遺跡群第80次調査 A-20-l• B-1ー［地点（東中尾遺跡）

調査面積 約2,442m2 調査期間 2000.07.07~00.10.05 
地域 E 調査担当 塩地潤ー ・ 奥村義費 • 田中 賞

調査地点は大野川の支流、乙津川の左岸に沿って南北方向に延びる

鶴崎丘陵の様高32m~34m地点にあたり、丘陵の東側へ開□する開析
谷につながる、緩やかな傾斜而に位附している。

今回の調査は大分市描尾土地区画柩理事業による街路及び宅地造成

に伴う事前調査として実施されたものである。

これまでの周辺調査における調査結果により、この一幣には良質な

粘土屁が広がっていることが判明しており、その粘土を採掘したと考

えられる平安時代の土坑群が密巣して検出されている。

また、時期は若干異なるものの須恵器窯や土器焼成坑が分布してい

る地区にあたる。

調査の結果、粘土採掘坑をはじめ、地柄横転迫構や中世

の溝状辿構及び土器埋納辿構、さらに、近世の井戸跡や溝

状辿構などが検出された。

地貯横転辿構はこ の調査区で 3碁確認された。SX052に

は弥生土器小片が含ま れていることから弥生時代以降に比

定される ものである。

SX038は辿物が含まれてはいないものの、SX052の堆禎

状況と類似しているため同時期のものであると考えられる。

第58図 調査地点位置図

また、 SX017はアカホヤの堆柏が確認できないことから、

縄文前期以前の地）i叶横転辿構である可能性が想定される。 第59図 調査区全景 （東方向から）

さらに、今回粘土採掘坑とした土坑を3基検出した。

これらは調西区の南側に分布しており、北側では確認されていない。周辺調否においてもこの調査区に近づく

につれ、次第に減少している市が確認されており、この地点が上坑の北限と推定される。

以下にその概要をまとめる。

SX040は平而形状についてはイヽ定円形、断面形状については床而中央部を作業而として、周辺を掘り窪めたよ

うな形状を呈し、直径1.7m、深さ0.7mを測る。土lr'iは大きく 31日に分ける ことができる。

第60図 SX040完掘状況（東方向から）

40大分市埋蔵文化財濶代年報

第61図 SX040土陪断面 （北方向から）
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第62図遺構配置図（1/400)

上屑は黒色土、中屑はプロック土混じりの細かいレンズ状堆積土、下屑は大きめの黄白・灰白粘質プロック土

を多く含む褐色粘質土屑に分けられる。

土屑観察からは、まず良質な粘土を採掘後に廃土による埋め戻しが行われ、さらにその周辺に残されたと考え

られる廃土が流れ込む。そして、最終的には長期的な自然堆積によって黒色土が形成されたと推定される。 SX

045 • 050についても同様である。

今回検出された粘土採掘抗からの出土迫物は皆無であり、時期比定は不可能であるが、周辺調査では先述のプ

ロック土上面において9世紀前半代～10世紀前半代に比定される完形の黒色土器椀や土師器杯が置かれる場合が

あり、当該迫構の年代についてもその範略に収まると考えられる。

また、この状況と符合するように、迪構には単独のもの、 2つ以上の遺構が重複しているもの、切り合いが確

認されていないものが存在する。

2つ以上重複しているものは、ある程度時間をおいて掘り返されたものであり、切り合いが確認されていない

ものについては期間を置かずに隣接地を掘り下げた後に埋まったものと考えられる。

さらに、これまでの研究成果により、「このような土坑群の検出される遺構が土師器、須恵器、瓦陶兼業など

大分市埋蔵文化財調査年報 41
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1 淡黒茶褐色土
,. 昭茶灰渇色土

2 淡焦仄渇色土
3 明茶灰褐色シル
4 焦茶渇色シルト
4' 灰焦褐色士
5 昭灰黒褐色土
6 昭黒褐色土
6' 昭灰黒渇色
7 淡茶灰渇色士
7' 灰貧白色土
8 鯰白灰色フロッ
9 昭照灰褐色士
9. 灰屈渇色土
10 昭灰臼色土
10・ 貨白灰色土
11 淡褐色土

：；悶盟魯ラロック土 二〕ー地山崩溶土

[ l鬱言］ 也＆淑し土

18 笥渇色土
19 位褐色枯質土
20 青灰白色枯土

lm 

゜
第63図 SX040平面・断面・土陪断面実測図（1/40)

の盛んな地域にあり、そこでの生産活動の盛衰が土堀群の時期に反映されている。」（註1)ことが指摘されてお

り、当該地区の状況と も適合する。

以上のことから、これらの土坑については平安前期の粘土採掘坑とする蔽然性は極めて高いと判断される。

一説では、これらの土坑を分布や辿物の出土状況から土堀経と位iIv1＇づける場合があるが 、少なからず当該辿跡出

土の土坑群については、その形状ならびに辿物出土状況により硲と比定することは困難と考える。

土器埋納辿枯 (SX015)は平面隅丸長方形を呈し、長柚1.1m、短軸0.7m、深さ 5cmを測る土坑の北側に土師

器坪が埋納されたものである。出土辿物の帰屈年代より16世紀前半に比定される。

中世溝状辿構 (SD035)は輻l.lm、深さ0.2mを測り、東西に湾曲しながら延ぴる溝である。

水路利用の痕跡はなく、区画溝であると考えられる。

辿物は瓦囲の脚片、歪片が出土しており、14世紀代に比定される。

また、SD055• 065はこの溝に重複している（新旧関係については古い方から SD055 • 065→SD035)が時期

は不明である。

近世溝状迫梢（SD025)は幡2.4m、深さ0.4mを測り、閥査区の南端を東西に横断する。

土貯観察より、一回の掘り返しが確認できる。追物としては肥前磁器丸碗、波佐見蛇の目釉剥ぎJill、備前焼拙

42大分市埋蔵文化財調杏年報



鉢などが出土しており、 18世紀後半に比定される。

調査区のすぐ南側には同じ湾曲を描いた旧道が今も通っており、少なくとも18世紀後半からの地割が現在も踏製

されていることが分かる。

8D075は幅1.2m、深さO.lmを測る溝である。水路利用の痕跡は見られず、区画溝と考えられる。

近世井戸跡 (SE070)は直径3.3mを測り、平面円形を呈する。

作業の安全性を確保しながら、深さ3.4m地点まで掘り下げを行った。土層観察から素掘りの井戸跡と考えら

れ、最低一回の掘り返しが考えられる。

出士した波佐見蛇の目釉剥ぎ皿などの帰属年代から最終埋没時は溝と同時期の18世紀後半に比定される。

また、井戸中段テラスに柱穴が約1.5m間隔で四隅に配置されている。柱穴はすべて内傾して掘られており、

水汲み施設の存在が想定される。

今回の調査における成果としては、粘土採掘坑の北限が推定できたということである。

ただし、調査区の北側においても粘土層が確認され、粘土層自体はまだ北側に広がっている可能性が高い。

今後は地質学的調査を含め、粘土屈の広がりと粘土採掘坑との関係を考える必要がある。

（田中・塩地）

参考文献

註1 京嶋 覚 1995「群集土城の再評価ー集団墓説への批判ー」『大阪府埋蔵文化財協会研究紀要3』

財団法人大阪府埋蔵文化財協会

．
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x横尾遺跡群第81次調査 D-2 • 4地点（東中尾遺跡）
調査面積 約744ボ 調査期間 2000.09.30~00.11.02
地域 E 調査担当 塩地濶ー ・ 奥村義貴 • 田中 凶

調査地は大野川下流左岸に広がる鶴崎丘陵の一角、標高約31mの舌

状台地に位四し、北側の谷に向かって緩やかに傾斜している。これま

でに周辺では多くの調査が行われている。

澗杏の結果、梨石辿構、 土器埋納辿構、掘立柱建物跡、溝状辿構、

地陀横転辿構などが確認された。

今回の調査では 7碁の地阿横転辿構を検出したが、埋土にアカホヤ

を含むものと、含まないものの 2種類が存在する。 SX033• 034 • 041 • 

042の被終埋土は集石包含腔と同一のものであり、その下阿にはアカ

ホヤの堆梢が見られない。 SX009にはアカホヤの堆柏が認められ、そ

の下屁が巣石包含柄と同一である。また、SX032には両者の堆禎が確

認できない。これはアカホヤ降下後に削平され、その後に形成さ

れたものと考えている。事実、調査区の土貯観察においてもアカ

ホヤの堆柏は認められず、削平が確認される。さらに、SX049は

調査区外に広がるため最終埋土は不明である。

以上の事からSX033• 034 • 041 • 042がアカホヤ降下以前に出米

たもの、 SX009• 032はそれ以降のものであり、その中でもSX032

が一番新しい地府横転辿構であると考えられる。さらに、アカホ

ヤを含むものには前述の第80次調資で確認された地lr?i横転辿構

(SX052)のように辿物（弥生土器片）が出土する場合がある。

調査区西側で確認された集石辿構 (SX022)は黒茶出色プロッ

ク土柄内（集石包含貯）にすべて含まれている。この果石包含柄

は調査区西側の緩やかな傾斜地の一部にしか認められず、果石辿

構以外の追構が確認された胚の下屁にあたる。この巣石包

含柄はSX032を除くアカホヤを含まない地侶描転辿構の被

終埋土と同じであり、アカホヤ降下以前の埋土であると考

えられる。

また、谷を挟む北側で実施された第75次調査ではこの土

／晋から抑型文土器が出土しており、今回確認された梨石辿

構 (SX022)は縄文早期のものと比定される。

第64図 調査地点位置図

第65図 調査区全景（南方向から）

さらに、今回確認されたすべての石がかなりの被熱を受

けているため、当初、炉跡ではないかと考えられたが、石

が全而被熱を受けており、その中には下面の方が強い被熱
第66図 81SX022集石出土状況 （南方向から）

を受けているものがある事や集石の置かれていた而が被熱を受けていない事などから、これらは他の場所で使用

された可能性が高いと考えられる。

また、今回確認された集石は平面長方形プランをなしており、この渠石は廃菜されたものとは考えがたい。

さらに、果石の中には、は じけているものや割れているものも多く 、その割れ口がかなりの被熱を受けている

44大分市埋祓文化財淵査年報
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第67図 遺構配置図（1/300)

ことから、少なくとも 2回以上使用された事が分かる。

以上のことから、これらの石は使い捨てではなく、何度も繰り返し使用されていたと判断され、次回使用する

ために置かれたものと想定される。

SX050は土師器杯を埋納した辿構であり、墳募の可能性が高い。その土師器は大野郡野津町八里合遺跡の一石

五輪塔下から出土した土師器に類似しており、 そ

の五輪塔の年代〔弘安八年 (1285）〕から13世紀後

半に比定されるものである。

掘立柱建物跡は 3棟確認した。 8B015は1間x

2間の東西棟で柱の抜き取り痕が認められた。

出土辿物は皆無であり、時期は不明である。 SB

055は調査区外に広がるため規模は不明であるが、

体部から一定の器厚で口縁部まで立ち上がる土師

器口縁部片が 1点出土しているため、 14世紀～16

世紀までに比定されるものである。

8B035は1間X 3間の南北棟で一部に柱痕も認

められ、半数の柱穴の掘り方が平面四角形を成し
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第68図
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81SX054平面実測図 (1/60)
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ている。追物は中国染付碗E群と柱痕から土錘が出土しており、 16世紀中頃の建物跡であると考えられる。

さらに、建物ではないが、土坑 (SX054)を中心として周りにピットが集中している場所が存在する。

土坑とピットとの関係は不明であるが、全体が隅丸長方形をなして分布しており、何らかの施設であると考え

られる。現段階での用途は不明である。迫物は土坑から土師器蓋の小破片が出土しており、古代に比定される可

能性がある。

溝状辿構は8条確認した。 SD004• 006 • 020は南北に、 SD002• 003 • 005 • 010 • 014は東西方向に延びており、

周辺調査で確認された溝状迪構と平行あるいは直行するものである。これらは16世紀末～幕末までのもので重複

して存在する。その中でも東西溝の8D005からは乗岡分類（乗岡2000)による近世1-b期（註1)の備前焼鉢、

京都系土師器皿、中国染付皿C群、朝鮮王朝産雑釉陶器が出土していることから、 16世紀末に比定される迫構と

考えられる。

これは本調査区南での第79次調査で確認された南北溝と時期ならびに、出土迪物の様相も一致しており、一連

の溝であると判断できる。現状で南北50m以上、東西60m以上を測ると想定される。

これら溝で区画された空間には戦国期に比定される掘立柱建物跡が認められ（註2)、区画の規模や、出土遺

物の様相から半町規模の館跡の存在が想定される。（註3)

今回確認された集石迫構は、横尾の台地上で初めて検出されたの縄文時代の迪構であり、それを含む包含層

（黒茶褐色プロック土）が谷の周辺に広がっているものと考えられる。

今後の調査によって、縄文時代の遺構が確認される可能性が高く、大変注目される。また、今回想定できた館

跡の全容も明らかにする必要がある。 （奥村・塩地）

参考文献

註l 乗岡 実 2000「備前焼播鉢の編年について」

『第3回中近世備前焼研究会資料』中近世備前焼研究会

註2 平成12年度に実施した横尾辿跡群第79次調査において検出されたものである。

註3 小柳和宏 1994「鎮西における居館の出現と展開一豊後大友氏一族を中心として一」

『城と館を掘る•読む一古代から中世ヘー』山川出版社

塩地澗ー 2000「豊後府内出土の貿易陶磁器」

『城館出土の貿易陶磁器一織豊前夜西国大名と貿易ー』日本貿易陶磁研究会
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XI 横尾遺跡群第82次調査 D-35 • 40地点 （東中尾遺跡）
調査面積

地域 E
約2,140rrf 調査期間

調査担当

2000.10.10~01.10.30 
塩地 ・ 奥村 ・ 佐藤 • 松尾 ・ 小住 • 田中

調査地は大分市大字横尾字江又に位閻し、大野川ド流左岸に沿って

南北方向に延びる鶴崎丘陵東端の尾根上先端部にあたる標高約8~13 

mの緩やかな傾斜地に所在する。本調査区の東側には全国的にも箸名

な横尾貝塚が存在し、これまでの調点によって縄文時代前期と中期の

貝柄が形成され、前者ではヤマ ト、ンジミ 、後者ではハマグリが主体と

なることが解明されている。

また、貝腔中ならびにその下位において埋葬逍構も存在し、さらに

その下l門には押型文土器が出土する縄文時代早期の包含／晋が確認され

ている。

調否は、大分市横尾土地区画柩理事業に伴う緊急発掘調査として平

成12年10月10日から実施してきたものである。
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生活迅路確保のため調査区を 3ヶ所に分けて行った今回の調査では、縄文時代早期～中世にかけての辿構群が

検出された。

その中でも北側のA区については大野川支流、乙律川に向けて開口する開析谷の一角に位置し、調査の結果、

3而もの文化面が確認された。

翌13年9月12日から国匝補助による市内辿跡確認糾杏（第82-2次調査）

月30日まで実施した。

として継続する こととなり、同年10

B・C区については貝塚に近い位岡に存在するため辿跡の広がりが期待されたが、後世の造成により地形がか

なり改変されており、縄文時代の辿構としては、前期の土坑2基と、後期の包含/f'iを確認したに和まった。

以下に各時代の様相についてまとめる。

国

【l】第1而(14世紀後半以降） ~14世紀後半に比定される堆梢十ーを枯盤而とする辿構群。

14世紀後半に比定される堆栢士から掘り込まれた溝状辿構を確認した。溝幡約2m、深さ約1mを測り、f凋査

区の中央部を南北に縦断している。

溝状辿構の性格については現状でば判断てきないものの、区画t，件の可能性が想定される。

この溝状辿構の基盤而となる堆柏 l::/f1には古代 ・中世の追物と共に大i,lの縄文上器や石器が含まれており、一

第70図 ｀ 遺物出土状況 （北方向から） 第71図

」

ドングリ貯蔵穴群完掘状況 （東方向から）
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部に不整合な堆柏状況が認められることから、この段階において大規模な掘り返しや造成が行われたものと考え

られる。

【2】第2面（細文時代後期前薬） ～グライ土l~iを基盤而とする辿構群。

縄文時代後期前敢に比定される第2而からはドングリ貯蔵穴6基と土坑2基が確認された。

貯蔵穴は、平面不正円形を呈しているものが多く、規模は直径約 1~3mまで様々である。土陪観察の結果か

ら、 ドングリが出土した6基のうち 4晶は機能μ;i止後に

埋没したものと考えられる。

出土したドングリは取り残しと判断されるもので、埋

土は砂虹土とシル ト四土が細かなレンズ状堆柏を呈す。

残り 2基についてはドングリを貯蔵した状態で廃梨もし

くは忘れ去られ、そのまま埋没したものと考えられる。

今回検出された貯蔵穴群は低湿地の初水を利用した堅

果類貯蔵穴である。 ピ贔
ら':•..

これらの保存方法については貯蔵穴にドングリを直接図i薗

もしくは編み物に入れ、その上部を木の菜や木材で股い、 第73図 ドングリ出土状況 （西方向から）

礫で押さえるという西日本各地のドングリ貯蔵穴との共通点を見出すことができる。掘り返しの痕跡も認められ、

複数回の使用が窺える。

出土したドングリはこれまでのところ全てアク抜きを必要としないイチイガシであり、本辿跡でのドングリ貯

蔵穴群は、短期間の生貯蔵をH的としたものと考えられる。

なお、 2韮の土坑に関しては貯蔵穴群が機能している段階で存在していたものであるが、初水ならびに滞水府

まで掘削が及んでおらず、堅果類の出土は認められていない。

埋土はシルト囮士と砂囲土を基調とする事から貯蔵穴としては機能していなかったと判断されるが、その性格

については現状では理解できていない。

さらにA区調西区内の東側に位置する（第82-2次）調歪では、ド ングリ貯蔵穴群が検出されたグライ土陀を

基盤而として土坑3基を確認した。堅果類の出土は認められなかったが、当該期に比定される辿構群の広がりが

示唆される。

国

【3】第3而（縄文時代早期） ～アカホヤならびに砂柄の下位にあたる泥炭陀中において検出された辿構群。

ドングリ貯蔵穴群を検出したグライ土I1，，，iを掘り進めた結果、アカホヤ火山灰貯が確認された。アカホヤは南九

州の鬼界カルデラの大哨火によって約6300年前に降下したことが判明している広域火山灰である。

本調査区において確認されたアカホヤ火山灰柄は淡黄灰色シルト質士を呈す。部分的なグラ イ化により分／図し

ているが、不純物が少ないことや酸化が認められないことから降下後まもなく沼底に沈んで堆柏したものと考え

られる。アカホヤが一般的に見受けられる赤黄色を理していないのは、本調森地点が谷部にあたることから、沼

地に沈殿し、空気から遮断されて酸化しなかったものと考えられる。現状で0.4~0.6111の堆柏が認められる。

また、調査区中央七柄一帯において砂府の不賂合な堆栢が確認された。これは一部にアカホヤ火山灰を包み込

んでいることから、アカホヤ降下後の液状化現象による噴砂の痕跡と考えられる。これは調査区中央土lf'iにおい

てのみ確認されるものであり、他の地点では認められない。

さらに、アカホヤ火山灰lf'iに潜り込む砂貯の上而レペルがほぼ一定であることも特争すべき点である。

この現象は、アカホヤ降下後一時期の沼底がこの而であることを示唆している可能性が考えられる。その上陀
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第74図 調査区中央断面土府（西方向から）

第76図 丸木材に施された切り込み （西方向から）

第75図 82SX080出土状況（北方向から）

第77図 82SX070出土状況 （南方向から）

に沈殿したアカホヤが堆栢していることから、今回確認された液状化現象についてはアカホヤ降下後あまり時間

をおかない段階で起きた地震によるものである可能性が高いと考えられる。

アカホヤ火山灰貯からの出土辿物は皆無であるが、下貯の砂l晋からは縄文時代早期末～前期初頭に比定されて

いる条痕文士器深鉢片（高栢分穎の轟 1.もしくは2式）が出土している。

また、アカホヤ火山灰！門ならびに砂／門の下位において泥炭lf'iを確認した。このli"iからは建築部材などを含む加

工部材を利用して形成された水場の辿構 (82SX080)が検出され、水場の辿構内部と考えられる地点から石器の

索材である姫島産黒曜石がカゴに収納された状態で出土した。(82SX070)

水場の辿構を形成する主要な部材については2本確認でき、それらが北西側に向かって、コの字状に開く形で

配四されている。これら 2本の部材は調西区南側で検出された角材風の部材と、調査区東側で確認された丸木材

によって構成され、部材を固定していたと考えられる杭を周辺で3本確認している。泥炭陀からは、カ シ・セン

ダン等の有機辿物が出土し、縄文時代早期末～前期初頭に比定されている条痕文土器片が2点確認されている。

この水場の辿構については現状で水さらし場としての可能性と作業場もしくは足均としての可能性を想定して

いる。前者については丸木材の股木部分に人為的な切り込みが認められ、取水もしくは排水に使用された可能性

が示唆される。しかしながら、ここで問迎となる現象として水出の辿構を形成する部材間に、1行水の機能を果た

す事が困難と考えられる程のレペル差が存在する事が指摘される。先述した液状化現象にみられる後世の変動に

よる影脚とも考えられ、今後検討を要する。後者については丸木材下半部に伐採後の二次的な負荷によるものと

考えられる平坦面が確認されていることを根拠とするものであり、 当地点においてカゴに収納された状態で出土

した黒曜石との関辿が注目される。

これら 2つの可能性については、縄文人の栢極的な低湿地への働きかけを示唆するものであると考えられ、今

後の調査が期待される。
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第78図 82SX080実測図（1/60)

(a)俎築部材

水場の辿構を枯'i成する部材において、南側の部材につい

ては俎築部材の二次利用と考えられる。部材は長さ約3.4m、

一辺約18cmであ り、部材の東側は角材風の1JILl＿ー．が施されて

いる。その西側には直径3~5  cmを計る円形の穴が、 現状•­

で6ヶ所確認できる。これらには段彫りが施されているも

のも確認できるが、人為的に掘り込むには困難な個所にも

円形の穴が存在することから、全ての穴が人工的なもので

あるのかは再検討を要する。

今回発見された建築部材は、竪穴住居の建材の可能性が

指摘されているものであり、縄文時代早期における高炭な． 第79図 建築部材近景（北方向から）

加工技術の存在を明確に示唆すると共に、建物構造を解き明かす極めて重要な賓料と考えられるものである。

(b)カゴに収納された黙II祉石 (82SX070)

この水場の辿構内部からは黒曜石が密集した状態で出十した。

出土した黒II祉石は大分原姫島産のものであり、現状で観察でき る限り、象Il片と石核によって構成されている。

これら黒1附石の周囲には編まれた硲もしくは樹／文が確認できることから、カゴに収納された状態で埋没したと判
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断されるものである。出土状況については意図的な埋置か、偶発的なものかは判断できてないが、泥炭層中にお

いて掘り方については確認されなかった。

また、現段階で確認できるカゴの編み方は「1本超え 1本潜り 1本送り」による網代編みである。

今回の発見は、石器素材の保管方法を明確に示すものであり、長野県下諏訪町一の釜遺跡において指摘された

所見を実証する資料として高く評価できるものであることは勿論のこと、産地からの運搬状況を推定される貴重

な資料である。

まとめ

今回の調査によって横尾貝塚周辺に縄文時代の生業関連辿構の存在が明らかとなった。

また、住居空間についても谷部に廃棄された大量の縄文土器や石器の出土状況から、貝塚に隣接した谷部南側

斜面地に想定され、貝塚周辺に縄文集落が展開している可能性は極めて高いと考えられる。

さらに、アカホヤ火山灰眉の下層から発見された縄文時代早期に比定される追構群については縄文人の生活ス

タイルの確立という重大な問題を解き明かす鍵となり得るものであり、横尾貝塚一帯は縄文集落の解明をはじめ、

劇的な環境の変化に適応した生業の分化や定住化の実態を検証・復元し得る極めて重要なモデルゾーンと判断さ

れる。これらの残存状態は極めて良好であり、今後の調査の進展が大いに期待される。

（塩地・奥村・小住）
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XII辻古墳群

調査面積 2,370吋 調査期間 2000.03.02~00.09.08 
地域 G 調査担当 姫野公徳 ・高畠 豊

辻古墳群は、 国指定史跡氾塚古柑の前方部付近か ら ）·J•生川河口部に

向かって北東方向に延びる尾根の先端部に立地している。

従来、箱式石棺を主体とする古瑣等が周知されていたが、平成7年

度に坂ノ市土地区画柩理事業に伴って実施された試掘 ・確認｛調査によ

り新たに埴輪を伴う大規模な周溝が検出され、 大型の古泊も存在する

ことが明らかになった。

今回の調杏は、試掘 ・確認謁査と同じく 区画幣理事業に伴う道路建

設等に伴って実施したもので、すでに検出されていた 2基の古坦に関

わる辿構を完掘したほか、新たに、近世の溝や柱穴群等を確認した。

また、発掘濶査結果と、地籍図および過去に撮彩された空中写貞をあ

わせて検討し、古培の柑形の推定も行う ことができた。

以下、辿構別に記述する。

辻 1号堺

第80図 調査地点位置図

ッ‘

ここ

, .*{• [ ]. 
・・剛鳳

泊丘の盛土は完全に削平されており、 さらに瑣丘の北

半分は道路およびJR日豊本線や道路等によ って削られ

ていた。また、主体部の痕跡を示す糾堀あるいは石棺の

破片等は検出できなかった。このため、今回の発掘調杏

では、半円形に巡る周溝の残存部分を全て調杏したのみ

にとどま った。周溝は、幅4.5~7.0m、深さl.Om~1.5

mで断而は台形状を堪し、瑣1そ部分の複元直径（内径）は

約26mと推定された。

第81図 調査区全禄空中写真

周溝の埋十．中からは人頭大の1月礫が多1心に出土してお

り、瑣丘から転洛した社石と推定される。これらの円礫

を石材別に見ると、結晶片岩（緑泥片岩）と石炎がほと

んどを占めている。礫の大きさ以外についてはfu塚古柑
の凶石と共通しており、基本的には在地で採取されたも

のと推定される。

また、周溝からは盗形埴輪 ・家形埴輪等の形象埴輪、

円筒埴輪、朝顔形埴輪等、埴輪が多紺に出土した。

このうち蓋形埴輪 （第86図）は立ち飾り部 (1~4)お 第82図 1号瑣全景（南西方向から）

よび笠部 ・台部 (5 • 6)ともに多数出土しており、少なくとも10個体以上はあるものと考えられる。立ち飾り

部の文様は二本の沈線により鯖状の弧線を多数描くものであり、軸受け部や笠部には突帯が認められないなど、

盗形埴輪としてはかなり退化した型式に属するものである。円筒埴輪（第87図）は外面に典型的なB種ヨコハケ

が認められるものを主体とするが、 8のように突帯がかなり低く退化 しているものも認められる。また、口緑端

部に突帯がつくもの (9) も少屈ながら認められた。
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これらの埴輪には黒斑が認められず、明らかに

還元炎焼成と認められるものを含んでいることか

ら、害窯焼成によるものと判断できる。さらに、

円筒埴輪および蓋形埴輪の型式学的な特徴から判 ＼ 

断すると 5世紀後半～末にかけての時期に位置づ

けることができよう。

周溝埋土の土屑を観察すると厚さ10cmほどの黒

色土囮が認められるが（第84図）、この土層中には

古代～中世にかけての遺物も包含されており、こ

の屑および直下に多星の円礫（葺石）が包含され

ている。従って、 1号墳は中世以前に墳丘封土が

かなり崩落するとともに普石が転落し、その後、

徐々に周溝が埋積しながら土壌の黒色化が進んだ

ものと推定される。後述するが、周溝が完全に埋

め立てられるのは、近世以降であった可能性が高

し‘o

検出された周溝の平面プランに注意すると、周

溝の内側のラインは円形を描くのに対し、外側は

調査区北西端付近で直線的に北に延ぴており、こ

の古墳の墳形が通常の円墳ではないことが示唆さ

れた。そこで、調査地点付近の区画整理以前の地

籍図と空中写真を合わせて検討した結果、興味深

い事実が判明した。明治21(1888年）年作成の地

7
 

8
 

m
 
c
 ゜
9

2

 ゜
．
 
第87図 1号墳周溝出土円筒埴輪実測図 (1/4)

籍図と今回の遺構配置図の厳密な位置比定までには至っていないが、概ね第88図のような位置関係になるものと

思われる。この地籍図をみると、今回周溝が検出された地点付近は、明冶21年当時山林もしくは畑であったが、

ここから北側に向かう方形の地割が延びており、全体として前方後円状の地割になっていたことがわかる。（網

掛部A) しかし、この地割は、その一部（方形部分）が今回検出された周溝の外側ラインに対応しており、墳丘

部分には対応していないように思われる。一方、 1948年の空中写真および1962年の空中写真でも前方後円形の地

割が確認できるが、地籍図に見られるよりも大きな地普llとして確認できる。これは、第88図における Bの部分に

対応しているものと推定される。但し、今回検出された周溝のプランからみて、網掛部Bは、 1号墳の墳丘十周

溝の範囲よりもやや東側に広いと考えられる。このようなことから、今のところ第88図中の a-bを結ぶライン

付近を前方部の前端部もしくは前方部前側の周溝外端部とするような前方後円墳であった可能性を考えておきた

い。この場合、周溝幅を含めた全長は50m以上に及ぶものと推定される。

いずれにせよ、辻 1号墳は前方部を北に向けた前方後円墳であった可能性が高いといえる。本地域においては、

亀塚古墳、大在古墳に後続する首長墓であった可能性が考えられよう。

辻2号瑣

平成7年度の確認調査の際、箱式石棺からなる主体部の発掘調査が行われている。今回の発掘調査では新たに

主体部の西側から南側にかけて、周溝と考えられる溝状辿構が検出された。この追構は確認調査の際に「祭祀土

坑」とされたものと同一と考えられるが、今回の発掘調査により、 L字形に屈曲していることが判明し、石棺の
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第88図 明治21年地籍図及び調査区位翌図 （1/1500)

50m 

第89図 1948年撮影空中写真

第90図 1962年撮影空中写真

周囲を囲統する周溝の一部であると判断された。周溝の東端部は収束しており、これより東側は後世に削平され

たものと思われる。培丘は検出できなかったが、周溝から推定すると一辺8m~10mの方墳もしくは方形坦と推

定される。周溝からは多州の土器が出土しており、土器の型式学的な特徴から、

される。

2号瑣の築造は4世紀代と推定

近世の遺構

1号坦の周辺や瑣丘跡、周溝埋土上、ならびに調査区南側の2段の平坦地では、多数の溝

状辿構 ・柱穴が検出され、井戸跡も 1翡検出されている。これらのうち、溝についてはいず

れも18世紀以降のものであることが判明しており、柱穴についても迫物は佃少ながら、その

多くは近世以降のものである可能性が高い。り＇i丘 跡に掘削された溝状辿構SD002およびSDO

03は19世紀前半に埋没したものであることが確認されており、

の削平がかなり進んでいた ものと推定される。

なお、 SD002からは焼継文字を有する磁器碗が出土している

この時期までには 1号瑣墳丘

（第91図）。高台内に「里

:

R

 

第91図
S0002出土遺物実測図(1/3)

嘉増」と判読できる

文字が朱書きされており、この付近の近世村名（里村）および、所有者の人名と推定される。 （高畠）
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館跡第6次調査

調査面積 283m' 
地域 A

調査期間 2000.05.16~01.03.30 
調査担当 塔恥光司 ・上野淳也 ・小住武史

当調査は、 2地点に分けて行った（第94図参照）。調査地点の名称

は、南側をA地点、北側をB地点と設定した。調査地点の而栢は、そ

れぞれA地点約205m¥B地点約78m2で合計約283rrfを測る。

調査区は、推定大友氏館跡のほぼ中央部分に位附する。現状で、標

高が周辺地形より50cm程高い状況にある。大分市史に掲載された「戦

国期の府内復原想定図」は、「府内古図」と明治初碩の地籍図を組み

合わせて想定されたものであるが、この地籍図を参照すると、この商

まりの部分が、周囲にコの字状の地割を巡らせていたことが把握され

る。実際、発掘調査における陪位学的成果では、高まり部分が宅地、

周囲のコの字状地割が江戸初期～昭和30年代の使用期間が見られる水

田であったことが判明し、土地利用方法に差異が認められる。

A地点

第92図調査地点位置図

A地点は、東西サプトレンチを設定し、土柄観察A-A'（第3図参照）により複数の賂地l芭を確認した。賂地

陀i群は、 lm程の厚みを持ち、土貯観察において、盛土賂地の存在した段階が確認された。貯序を概念的に整理

すると、柱状図（第93図）のようになる。 表土刑は、撹乱l~i（①l呂）と昭和30年代の整地l日（②柄）により構成

される。次の暗褐茶色砂四土貯は、ソフトIEi（③枢i)とハー ド］行（④柄）に分l呂が可能である。ハード陪iは、京

都系土師器Jillを含む16世紀後半以降の柩地府であると考えられる。茶灰色粘質土Jをi（⑤R)は、上面で京都系土

師器を出土する辿構が検出される15世紀末～16世紀前半の乎が地地業屑 (SX009)で、灰褐色砂質土屁 (SX038• 

⑥貯）に閲しては、 茶灰色粘四土］門に付随する盛土柑と地地業のための基盤改良地業である可能性が考えられる整

地J団である。茶灰色粘質土ll'!'iにおいては、レベル上の制駈（第95図 34柄と45柄）も確認され、盛土地業が行わ

れていることが判明した。玉砂利を含む灰色砂陪（⑦倍）と灰色粘四土柄（⑧陀）は、賂地陀と、その上面に敷

かれた施設と考えられ、出土土師器や青磁、備前焼拙鉢から、 14世紀後半～15世紀の時期に比定される。灰色粘

四土思（⑧貯）に関しては、掘り込整地による地業柄である可能性が考えられ、貯下（椋高4.4~4.2m)におい

て検出される礫敷きの長土坑 (SX015)をはじめとする辿構群（辿構内含土 ・⑨貯）からは14世紀後半～15世紀

中頃に比定される土師器群が出土している。従って、掘り込地業の上限に関しては、 15世紀前半～中頃の可能性

を考えられる。なお、地山而は、最も高い所で標高4.4mを測る。

A地点において、検出された辿構としては、盛土地業の下段と推定される地点において、16世紀中頃～後半の

溝状辿構 (SX018)と、それに切られる16世紀前半～中頃代の長土坑 (SX030)が確認された。これらの辿構は、

区画性を示唆するものと考えられる。従って、この区画性を示す辿構の直複状況は、この盛土が16世紀中頃～後

半までは確実に踏躯して使用されていることを示す。また、士貯断面観察により、最古と思われる水田府直下に

若干の近世辿物を含むものの胎土目段階の唐津系陶器や瀬戸美濃産陶器llllなどの16世紀末葉の辿物を含むJ凶 (5.

6筋）が確認できるため、 16世紀末菜の土陀が存在していた可能性も考えられる。

B地点

B地点も、 南北サプトレンチを設定し土貯1視察により、A地区とレベル ・土烈共に互換性のあるi各地状況が確

認されている。

58大分市埋蔵文化財閥杏年報



注目されるのは、 B地点で確認された礫の詰った土坑群である。この辿構群は、東西を軸に 3山駐が、南北を削l

に2Jふとそれぞれが東西軸 ・南北軸に並ぶ。東西3枯には、直径10cm程の桁円礫が、南北2基には長軸20~30cm

の角礫 ・ 桁円礫 • 石臼片が詰まっていた。また、東西 3 基には、 いずれも廃絶期に帰屈すると考えられる 16世紀

中頃に比定される京都系土師器皿の砕片が上面に池＜堆柏している状況で大屈に検出された。

大友氏館跡内出土土師器について

大友氏館跡第6次調査区からは、多数の土師器が出土した。その土師器群の帰属する屈位や文化而を}ft位学的

に検証することによって、今後の中世土器研究に有効な指標となると思われた。勿論、賂地）日という辿構の性格

から、特に一括性の問凶に1呉lしては留愁が必要である。よって、大まかな土師器の頬型化と、帰屈する辿梱検出

而の上下を明らかにすることによって、9晋位的関係から、年代的な相迩、そして、おおまかな土器組成の変造を

明らかにすることを試みた。なお、今回の提示賢料に関しては、破片臼料が多く 、反転復元が可能なものをでき

る限り提ポしたものである。よって、厳密な法凩の計測には適さない賢料が大半を占めるのが現状である。

第6次調歪区における挫地）晋辿構を、文化而との関辿の中で柱状図を参照しながら挫理すると、「（新） 第 1

面→④柄→第 2 而→⑤lr'i • ⑥附→第 3 面→⑦柄→第 4 而→⑧}\vi ・ ⑨腔→第 5 而 （旧）」の順に新旧関係が把掘さ

れる。

時期的には、柄位1其1係から大きく 2つの様相に区分される。 1様相は、盛土幣地以後のIl.. If期に帰屈する出土土

師器群の狩料である。lr'i位的に、SX009(19~34) • SX038 (17 • 18) • SX070 (38~40) • SX075 (35~37)の

賓料群に分けられる。 IJ 様相は、盛上賂地以前の時期に帰／函する出上土師器査料である。 }~（立的に、 SX045 (10 • 

A群

①陪

②陪

I表土 ①

―
②
 

③屑 暗褐茶色砂質土 （ソフ ト）

④層 暗褐茶色砂牲土（ハー ド）

⑤層茶灰色粘質土 (SX009)

⑥府灰褐色砂質土 (SX038)

⑦層灰色砂

⑧陪灰色粘質土

⑨府遺構内含土

地山A 黄褐色粘牲土

地山B 灰色シルト土

③

―

④

 

⑦
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゜第93図 第6次調査区出土土師器基本層序対応表（1/12)
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第94図 遺構配腔図（第2面） （1/250) 
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第95図 A地点サプトレンチ土陪図 （1/100)
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11 • 14~16) • SX060 (6~9 • 13) • SX065とSX020(1 • 2) • SX015 (3) • SX016 (4) • SX046 (5)の

資料群に分けられる。 SX016資料には、 14世紀後半に比定される備前焼揺鉢資料を伴う。これらの資料に、層位

学的検討を加えると、盛土整地以後に京都系土師器が出現することが確認される。以上のように、各陪および文

化面に帰属する土師器を眉序に基づき整序することにより、ある程度の土器組成の変遷傾向を読み取ることが可

能であると考えた。以下、各整地層と各文化面に帰属関係を検証する。

まず、各屈位・文化面に帰属する土師器を形状に基づき整理すると、以下のように大別できる。

A群 ロクロ（回転台）成形で、在地系のものと考えられ、比較的厚手で口径：底径の比率差が開かないもの

B群 ロクロ成形で、従来の在地系のものとは異なり、比較的薄手で口径：底径の比率差が開くもの

C群 いわゆる京都系土師器を指し、手捏ねという製作技術の点において、全く異系列に列するもの

A群に関しては、鎌倉から室町時代へと連なる在地の系譜にのる土師器群であると考えられ、第4面において、

やや内湾気味であった体部が、第3面前後から外反気味に開き体部下半を丸く収めるようになる。⑤屑・⑥屑以

後は、体部下半にケズリ風ロクロ回転ナデ調整を施すようになる。

B群に関しては、 SX046→SX016→SX038→SX009→SX040• SX050と確実に器高を減ずる傾向が窺われる。

B群は、器壁が薄く、その成形には熟練したエ人の存在と共に回転速度の速いロクロの使用が窺われ、基本的に

粘土柱から挽き出す成形法であると考えられる。なお、右回転ロクロによる成形品しか確認されないA群に対し

て、 B群には一定量の左回転ロクロによる成形品が確認される。更に注目すべきなのは、⑤履出土B群土師器

(25~34)である。技術的に同分類に属するものと考えられるが、その組成中に耳皿を持ち、複数の法呈に分化

していたことが窺われる。また、 3面を境に、器高が減ずる傾向が見られ、⑤・⑥層以降は、器種上「皿化」を

為している点が注目される。便宜上、この「皿化」を成し遂げたグループをB-2群とする。一方、 A群土師器

にも、器高が減じたものが少凪含まれる。 A群土師器が、 B群土師器を意識したものと解釈することもできる。

しかし、 B群も内面に溝状の調整痕が確認される段階（41~48)になると、器面調整や形状に京都系土師器の影

響を受けるようになる。このグループを8-3群とする。

c群土師器は、いわゆる京都系土師器を指す。京都系土師器は、儀礼に伴った、或はそれを背景とした導入が
考えられ、器種上は「皿」で、法最も分化した状態で導入されたものと考えられる。しかし、 5屑ではB群内に

おいて、既に「皿化」、法址分化をある程度達成しつつある状況が把握できるため、或は儀礼の導入が先んずる

可能性も考えられる。

以上、土器形状に基づき 3群に大別した。各群単位は、今後、製作技術の系列ごとに更に細分が可能である。

年代的には、 2面上層の④層からは、染付碗E群・皿E群が確実に出土するという事実から、今回の提示資料

は、 14世紀後半～16世紀末葉という年代幅の中で、相対的な時期決定をおこなうことができる。この年代幅の中

で、大友氏館跡として機能していた期間の限定が急務である。盛土整地以後は、土師器の大呈廃棄状況が確認さ

れるため、館跡として機能していたことは確実であると考えられる。現状では、盛土整地時期を15世紀末葉～16

世紀初頭の年代幅をもって考えている。問題は、それ以下の層位、第4面•第5面の機能・時期判定が肝要である。

貿易陶磁では、中国産染付碗E群が最も多く出土し、次いで染付皿E群、同B1群、白磁E1群という順序で

ある。注目される貿易陶磁としては、小破片のみではあるが、華南三彩水注をはじめ素三彩袋物、赤絵大皿・碗、

青白磁梅瓶、青白磁合子、青白磁水注など威信財的要素の強い容器類の出土が注目される。他にも、龍泉窯系青

磁碗B1 • B 4 群、白磁 E2 群、中国産染付碗B•C群、中国産染付皿 B 2群、粉青沙器、絵唐津、折縁ソギ皿、

瓦質土器等が出土している。 （上野）

．
 

大分市埋蔵文化財調査年報 61



XIV大友氏館跡第 7次調査

調査面積 121対 調査期間 2000.07.13~01.03.30 

地域 A 調査担当 塔恥光司 ・上野淳也 ・小住武史

第 7次調歪区は、推定大友氏館跡北限の北西部分に位置する。調査 圧羞豆
面稲は、 121ポを測る。現地表而（およそ籾記i5.0m)より約2mの間

は、旧建物の基礎の掘り上げ時等の撹乱陪がみられた。辿物包含／芭自

体は、水田の被下面（マンガン昭）が標高3.8mで確認されるため、本

来はこの標高で辿構の検出ができるものと考えられる。なお、地山検

出レベルは、およそ標高3.0mである。

調査地点内からは、東西方向に平行して延びる 6条の溝辿構が検出

された（第97図）。北側から順に、SD041• SD040 • SD035 • SD006 • 

SD033 • SD050と辿構番号を付している。 調査区西側に位置する •SD

035 • SD0061WのSX018も溝辿構である可能性がある。

北側のSD041• SD040 • SD035の3条の溝は、その切り合い状況によ

第96図調査地点位置図

り、南側から順次北側へ移築される状況が把梱される。すなわち、（旧） SD035→SD040→SD041（新）という

新旧関係が認められる。 SD035は、断面V字形状を呈する。南側に地山直上に灰色土を版築状の工法で積み上げ

た積土遺構が付随していたようで、溝内には南側から灰色シルト囲土の流れ込みが確認された。S0035は、機能

停止時期に人為的に埋め立てられると同時に整地地業が行われたようで、整地面直上でS0040に付随する積土遺

構が築かれる。SD035からの出土辿物は、僅少で細片が多いため時期特定には至っていない。なお、 SD006はS

X018に切られることが分かっている。 SD040は辿存状態が良好ではなかったが、断面はV字形状を呈する。南

側に砂囲土と粘到土を交互に柏み菫ねた稲土辿構が確認されている。 溝内には、禎土辿構の存在する南側から砂

烈土の流れ込みが確認された。また、溝底には排水機能の痕跡と思われる百灰色砂が確認される。追物は、16世

紀の所産と考えられる少紙の土師器が確認されている。 SD041は、断面V字形状を呈し、多くの辿物と多屈の礫

が詰った状態で検出された。出土迫物から、蚊終埋没時期は16世紀後半に比定される。

また、南側のSD006• SD033 • SD050の3条の溝辿構も同様に（旧） SD050→SD033→SD006（新）の順に切

り合い関係が認められる。 SD050は、断而V字形状を呈する。溝内には、灰色ヽンルト質土の堆禎が確認された。

機能停止時期に、人為的に埋め立てられたようである。なお、 SD050は、出土辿物が僅少で、時期特定には至っ

ていない。SD033は、上而プランの大半がSD006と重複する為、辿物が少鼠で埋没時期が不明瞭ではあるが、出

土土師器から16世紀には存在していたものと考えている。溝断而は、V字形状を呈する。 SD006は、調査区西側

で、溝が途切れる状況が確認された。溝の断而は、 V字形状を呈する。埋没状況は、その上昭i部を砂 ・地山プロッ

クを大凪に含む褐茶色土によ って人為的に埋められており、下府部には自然堆栢侶が確認されている。溝底付近

には、 16世紀後半代の辿物群が確認されている。

土陪において辿続面としては確認されていないが、北側のSD041• SD040 • SD035と南側のSD006• SD033 • S 

D050は、それぞれ SD041とSD006、SD040とSD033、S0050とSD035が、断而形状や堆柏状況、迫物出土状況

などで共通する部分が多く、切り合いによる変造過程においても一致する為、本来、 二条で一対として機能して

いたことが推察される。すなわち、SD041• SD006→SD040 • SD033→SD050 • SD035といった対関係で変造過

程が想定される。

調査区南墜の東西セクションにおいては、 3筋の整地leiが確認された。上府から順に、水田J図、①貯、②1晋、

③貯として解説を続ける。各府の検出レベルは、最上貯（①屁）上面が削平を受けているため暫定で標高約3.8
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゜

mとなるが、続いて②IFi上而が標高約3.6m、③貯上面

が標高約3.5mを測る。②／図・③尼間には、蔀い地山プ

ロックを含む間府が部分的に確認できる。②腔は、淡茶

灰色粘質土を10cmの匝みで賂地腔が形成される。②貯の

上而から掘り込まれる炭を多屈に含むSK027• SK028か

らは、京都系土師器の砕片が出土しており、②腔の幣地

年代は16世紀後半以降と判断される。②陀は、上胴が近

世以降の水田庖で下而は標高3.8m付近において確認で

き、若干の削平を受けているが、現状で暗樹灰色砂質土

が10cmの駆みで検出されている。この貯上而から掘り込

まれるSX005の自然堆禎貯からは、京都系土師器が出土

している。

貿易陶磁に関しては、 白磁 D群 • E 2 I詳、中国産染付

碗E群、その他、東南アジア産、中国南部産と思われる

焼締陶器や施釉陶器、龍泉窯青磁1V類、訂磁稜華llll、野

白磁梅瓶、五彩袋物、責釉陶器が出土している。（上野）

5m 

X=25.460 

国

Y=57.724 

第97図遺構配置図 (1/100)
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xv大友氏館跡第8次調査
調査面積 60m' 

地域 A

調査期間 2000.08.29~01.03.30 
調査担当 塔恥光司 ・上野淳也 ・小住武史

第 8次調査区は、推定大友氏館跡の中央からやや西側の地点に設定

した。大友氏館跡第 2• 5次調査地点に近接することから、井戸等の

居住空間を示す辿構が検出されることが期待された。調査而柏は、約

60m2である。

調壺においては，造成土とそれ以前の標高約4.2m付近で検出される

昭和30年代以前の水田耕作柄を除いた直後に、 16世紀後半～17世紀初

頭の辿物を含む迫構検出面が確認された。 しかし、この而においては、

不定形プランのグライ屈的溜り状辿構の確認ができたのみである。こ

の所見に関しては、第 2次調査の調査所見との整合性が確認できた。

芦園は比竪勁追ム瓢
·5.6—-

しかし、この而における不定形の溜り状辿構の掘り下げ時に16世紀代 第98図調査地点位置図

の土師器や中国産染付 ．胎土目唐津や瀬戸 ・美磁陶器とともに江戸II寺代の辿物も出土する。したがって、これら

の追物が、辿構の形成時なのか、水田開墾 ・耕作時の混入品であるのかを半l]断することはできなかった。大友氏

除国後、早い段階で水旧化していたこと も予測されるが、この面における不定形の溜り状辿構の形成が水Ill|}F]墾

の影評によるものなのか、それとも水田l)f.]墾以前のものであるのかを明瞭に してゆくことで16世紀末菜における

賂地地業の存在を究明出来る と考えられる。可能性としては、織燐期の乎各地地業柄の存在が考えられる。

平面プランにおいてSK004を切るSK003からは、 16世紀後半代に比定される京都系土師器が出土する。SK003

以西は、辿構密度が高く、明瞭な柩地1芭は確認できなかった。SK004からは、16世紀前半代に比定される京都系

土師器が出土している。

今回の調森所見においては、16世紀前半と後半の辿構が同一検出而において確認されたわけであるが、この所

見は、第 2• 5次調杏の成果である、東へ行くほど整地が池くなるという所見を支持する現象である可能性も考

えられる。或は、第2• 5次調査区の所見と同様に16世紀後半の整地地業を行うに当たって、翡盤地業としての

削平地業を行っている可能性も考えなければならない。 （上野）

夏

Y=57、724

u
 

。X=25.384 5m 

第99図遺構配置図 （1/100)
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XVI大友氏館跡第 9次調査

調査面積 6.5 n:f 調査期間 2000.02.08~00.03.30 
地域 A 調査担当 塔恥光司 ・上野淳也 ・小住武史

第9次謁森地点は、推定大友館の北東地点に設定した。北側外祁線 ら茄裂且は巳〗墨翌国図豆□孔丑逍国
に近接することから、区画性を示す辿構の検出が期待された。調杏と

しては、時1廿1的な制限から、1本のトレンチを設定した。調脊而梢は、

約6.5対である（第103図参照）。

辿構としては、調資区北側において、掘り込みを伴う砂混土/1v1によ

る硬化而SX004を検出した（第102図 ・ 13/~）。この硬化面は、溝埋め

立て時の地梨痕跡である可能性が考えられる。また、硬化而に切りこ

む16世紀末蹂に比定される埋納辿構SX007が確認されている。SX007

は、人碩大の礫の下に、 京都系土師器を伏せた状態で埋納したもので

ある。平而プラン上の切り合い関係で最古となるのは、南北に走る溝

状迫構SX003である。

第101図lは、 SX007出土の京都系土師器で、完形品である。口径は12.2

cmを測る。2は、辿構検出時に検出した中国甘沼染付である。16世紀後半代

の製品と考えられる。 （塔~:.し ・ 上野）

第100図 調査地点位置図

SX007出土遺物 遺構検出時出土遺物

こ ＿ 1

ー

゜
10cm 

第101図 出土遺物実測図 (1/3) 
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Y=57,816 

第102図 調査区西側壁土層図（1/120)

X=25.41 

国

『 l,IIII-m

第103図遺構配置図 (1/100)
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XVII上野伏友館（上原館）跡第4次調査

調査面積 20nf 調査期間 2000.04.17~00.04.25 
地域 A 調査担当 河野史郎 ・小住武史 ・羽田野裕之

上野大友館（上原館）跡は、 上野丘陵の東北部に位置する四方に土器

を巡らす南北156m、東西112~130mを測る方形館で、北西隅に30mほ

どの枡形状の虎口を有する堅固な構造が知られている。

調査は、館西面の土墓上における個人住宅の建設に伴い行われた。

当該地区は、宅地造成に伴って既に土塁が消失していたことから、ト

レンチによる断面調査を行い、造成時の削平の影聘を受けなかったで

あろう土媒基底部の土貯断而図の記録を目的とした。

調査の結果、土塁の基底部は、想像以上に良好に残存しており、複

数の栢み土の単位の存在や、土盤下l習からは、古代の辿物群を伴う包

含屁が確認された。

以下、特に土塁の柏み土に関する所見を中心に調査の概要を記す。

第104図 調査地点位置図

土星の梢み土の単位は、 ①黄灰色粘土系の土による斜め方向の栢み土で、拳大から人頭大まで大小の礫が混入

する一見に他の2つの柏み土との区別が可能なもの。②黒色土と黄灰色粘土による版築状の並行柏み土。③同じ

く黒色土と黄灰色粘土による斜め方向の栢み土。大きく 3種存在する。この中で柏土② ・③については、共に堅

く締まった禎み方や、上面に黄灰色粘土（地山土）下而に黒色土（耕作土）が配される状況等共通の栢み土が観

られることからほぱ同時期の土盤の梢み土の迩いとみることができる。 一方、最上而に観られる①については、

比較的荒く 、柏土② ・③を靱うかたちで存在することから時期を迎えた土星の改修痕跡と考えたい。

土益栢土中より出土した辿物については、概して少なく時期を決定づけるような迫物は無かった。唯一、栢み

土③中より胄磁碗が出土している。この青磁は、上田分類のB-W類にあたるもので、やや幅広の線描蓮弁文に、

蓮弁剣頭が蓮弁としての単位を意識しないで施される。

以上、今回検出された土盤の利lみ土の時期について

は、柏み土①については、 平成ll年炭に行われた調資

所見から16世紀後半に、栢み土② • ③については、四

磁碗の年代観から15世紀後半～16世紀前半代を考えた

い。 （河野）

了胃
’~ 

゜
10cm 

第105図 積み土③中より出土した青磁実測図 (1/3)

E 

L=29凸迎

表土

L=28.00m 

w 

土塁積土

゜
2m 

第106図土塁土陪断面図 (1/80)
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調否地

国

第107図 上野大友館（上原館）跡

第108図

．、

土塁土庖断面写真（①②租み土）

全体地形図及び調査地点位置図

第109図

伍

土塁土庖断面写真（②③積み土）
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XVIll上野伏友館（上原館）跡第 5次調査

調査面積 60.70m' 調査期間 2000.11.27~00.12.12 
地域 A 調査担当 諮岐和夫 ・後藤典幸

昨年度に引き続き、平成12年度公共下水道中央処理区上野丘西2637

号線汚水雨水施設工事に伴う発掘調査である。

この館跡は、上野台地上の北端部に南北156m、東西112~130mの四

方を土塁で囲まれ、北西隅に桝形状の虎口をもつ構造のもので、その

外側には空堀が備わっていたことが周知されている。

しかし、調杏歴が無いまま、平成4年度に、初めて南西隅の土益を

公園化するための調査を実施した。

調査については、土屁断面梢査の調査であったが、土盤の幅17mで

高さは構築而から現状2.5mの規模を確認した。

疇の観察によれば軟’近黒色から土即の丁玲｛な版築がみられ版築内 第110図 調査地点位置図

に礫を混入する柄もあった。

昨年度の調査では、 3ヶ所の調査区を調森した。まず、東西土塁地区の調査は梱部であるが土盤の脹跡を示す

斜堆栢が確認された。つぎに、南北土盤地区は七捏の土9晋断面が確認され、土星の構築方法は掘り込んでから盛

土を行う形状をとっていたことが確認できた。また、館内部地区の調査では、まとまった柱穴群が確認されてお

り、柱穴内に扁平な石を礎盤として使用しているものなどがあり、建物跡の性格を考える上で興味深いものになっ

た。 5世紀初碩～1i1i菜にかかわる古墳時代の辿構（溝状辿構又は住居跡）も確認されている。また、西側士益上

に2軒の個人住宅を姓築するため調壺を実施した。

以上のように過去4回の調査で土益構築方法や館内部の様子を知る上で直重な探料を得ることが出来た。

今回の調査は、館内北側の調査で南北道路北側（輻95cm • 長さ 46m) 部分を第 1 調査区、東西里道東側幅 (85

cm・長さ20m)部分を第2調査区とした。特に狭い調査区であったが、調査而柏は約6lm'程を発掘調杏した。

第1調査区では、水道昏やガス管等の埋設掘削溝のため、大きく改変されており、追構の追存状況は非常に悪

かったが柱穴群と北側隅に土塁の翡礎と思われる内祁部の追構を確認した。

士塁迫構は、既に上部は削平されており、コンクリート舗装道路而から約0.3m~0.4m直下で辿構を確認され

た。台地北端部より約18mほど南側へ標高27.90mの位i性に40cm前後の大形自然礫を使用した、石垣状に前1fliを

整え野而栢みに梢み上げており、土盤内部の土9¥vi堆柏は多屈の自然礫を混人した必褐色系と黒掲色系の粘質七を

交互に10貯ほど版築状に柏み上げられていた。この基底而は標高27.60mの平坦I面を示しており、前回調杏の掘

り込み地業を行い土星を造る方法とは巽なる様相を示している。

辿物については、小破片のため時期の確定は出米なかったが、 辛う じ て ，’;•磁片が 1 点出土しており、この辿物

から15世紀～16世紀に比定される時期と思われる。

また、この土塩辿構直下のほぼ同じ位四で、掘り方が東西方向である、古代の溝と思われる辿構が確認された

ので、 一部辿構の掘り下げを実施した。

この辿構の掘り方の状況は、北側に向かって掘られており、黒褐色土9日が堆栢しており、この中より土師器の

坪 ・高台付坪 ・須恵器の大形喪片 ・緑釉陶器片（京都系）等か出土した。辿物からみて時期の設定は、9世紀後

半～10世紀に比定されるものであった。

その他の辿構としては、狭い調査区の中央付近から南側の方に柱穴群が広がっており、建物跡等が窺える。

第2調査区では、東側の方に自然地形が傾斜しており、建物跡の存在が窺える柱穴群については調杏区の西側
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に集中していた。また、調査区の中央付近では、平而形が桁円形を呈する土坑が確認できた。土坑の規模は、狭

い調査区のため全容は不明であるが、短軸（東西）の幅 lm ・深さ約0.2mを測る。この辿構からは、古代の土

師器坪が1点出土した。

以上のように、館の構築以前の古代の辿構が存在しており、また、上野丘陵上の泡王llIl辿跡（旧あけぼの学園

跡地）で器後国府と1呉l辿づける辿構 ・建物跡が確認されており、古代の辿構の広がりを窺い知ることが出来る。

（附岐）
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第111図 第 1調査区北側土塁および古代溝状遺構実測図 (1/50)

第112図第1調査区 第113図 第2調査区
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XIX中世大友府内町跡第6次調査

調査面積 1,600rri' 調査期間 2001.01.19~01.04.30 
地域 A 調査担当 塔恥光司 ・坪根伸也

今次の調査は、 葬祭場建設に伴う事前調査として実施した。昭和62 -- " i ----•--. I 
年に作成された 「戦国時代府内復原想定図」によれば、今回の調査対 ）大 分Il
象地域は徳治元 (1306)年建立された椎定万寿寺跡の南而地域に位置 ，芯＂亡］
している。 鼻•~I
調査の結果、奈良時代から中世末期さ らには近世におよふ辿構 ・辿

物が確認され、現状で5段階におよぶ辿構の変造を想定する ことがで

きる。以下には各段階の概要について略述する。

第 1期 8世紀から 9世紀
旦

井戸跡 l基、土堀 l基を確認した。井戸跡 （SE297)はヒ部に簡便 第114図 調査地点位置図

な石組みを行い、 水溜部に曲物と思われる筒状の木製品を埋硲する構造をもつ。井戸跡、土堀とも8世紀後菜か

ら末菜に比定されるものであるが、出土追物の中には、中世辿構埋土に混在する状況で、越州窯肖磁碗底部破片、

9世紀に位置づけられる土師器杯などが一定斌出土しており、近隣に当該期の辿構が存在する可能性は高い。こ

れまでの中世大友城下町跡の調杏においてもこれらの時期の辿物の出士は知られてが、辿構は確認されておらず、

今回の発見が初例とな った。

第 II期 14世紀

一辺約30mの方形区画が形成される。この区画の北辺に位誼する

溝状迫構 (SD043)は現深度2.0m、輻3.0mの規模を有し、断而v
字形を呈する巨大なものである。このSD043は晶盤土陀が砂質土で

あることもあり、その恒常的維持は困難であ ったと考えられ、埋没

するたびに掘り返されている。そのうち溝様態としての改修は行わ

れないよう になり、辿続した長土坑 (SX023• SX035等）を配四す

る形状に変化する。

この段階の特徴的なものとして、SX270をはじめとする区画内南 ＇←‘

東部分の大規模な掘り込み跡がある。これは、同一地点を数十回掘

り返し、埋め戻すと いう もので、その具体的な性格については現状 t
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では不明であるがランダムな掘り痕は、土取りを目的とした掘り込 第115図 調査区全景 （北方向から）

み跡である可能性を想起させる。この段階の出 1：：追物が蚊も多く、

土師器坪 ・小皿 ・＋．師器鍋 ・瓦片 （鬼瓦含む）・古瀬戸 （おろしllll• 

瓶）・輸入陶磁器 （，＇t白磁梅瓶 ・龍泉窯百磁碗 l-5類 ・枢府系白

磁碗）・滑石加工品 ・畿内産土師器 ・常滑焼肥など多彩な内容を有

している。特に広域流通品が多い点が注意される段階である。

第Ill期 15世紀から16世紀中葉

SX012 • 072 • 133 • 134 • 138などが相当する。
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第116図井戸跡 (SE297)完掘状況
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第117図 遺構配證図 (1/400)
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第118図 出土瓦拓影 （1/3)
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第119図 瓦出土状況 第120図溝 （SDO10)完掘状況

基本的な地芯llプラ ンは前代のものを踏襲する。調西区内には、東西輻約20mの区画が設けられ、これを南北方

向に区切る小区画が設けられる。この区両も東西方向の区画プランについてはII期で認められたものを踏製する。

第II期に機能していたSD043は完全に埋没している。

第w期 16世紀後葉から末葉

迫構埋土に京都系土師器llllを内包するようになり、これまでの区画を大きく改変する段階である。深さが2m

近くあるような深い区画溝を掘削する。溝の配置から想定すると幅約12mの空間が、北上するに従い段階的に幅

を狭めていくかのような状況を石取することができる。この段階の辿構埋土はほぽ共通した特徴をもち、暗茶掲

色上を翡調として、小礫を多数含むものによって構成される。埋土観察から、i凶終段階には瞬時に埋め戻された

状況が想定されるが、当該辿構も砂烈性の強い基盤土に掘り込まれていることから、辿構の恒常的な維持には困

難が伴う状況にあったことが想定される。iii：柏埋土の状況からは流水、あるいは滞水した痕跡は認められず、溝

底レペル、辿構の非連続性などから水路等の用途は想定し難く 、また、溝の断面形状が薬研状の堀跡を想起させ

る点は、その機能に高い防御性を想定させるものである。所産時期に関しては堆梢埋上内出土辿物から16世紀末

葉と推定され、溝の推定機能とともに、 この溝掘削経緯に天正14(1586)年の数薩戦争との関辿が留意される。

出土辿物には、京都系土師器JIil ・ 中国廿花片 ・ ベトナム陶器蓋 • 朝鮮陶磁 ・ 備前焼薬研 ・ 備前焼拙鉢 ・ 不明匹

銅製品 ・ 朱占き文字入り天目碗（「大口口」と判読） ・ 茶人れ片 • 石門片などがある 。

薗

第V期 18世紀中葉から後葉以降

第JV期に辿続すると考えられる追構 ・迫物は認められず基本的に江戸時代中期まで空白期間が続く 。江戸時代

中期以降は水m化が進んだとみられ、数枚の水田腔から当該期の辿物の出土が認められる。

以上が今回の調杏における主要な成果であるが、各期の時問変造の中で注目されるのは、戦国末に認められる

都市プランの大枠が、少なくとも、今回の調杏対象地点でみる限り、遅くとも14世紀段階には成吃していた可能

性を指摘できた点をあげることができよう。ただし、「府内復原想定図」で推定されている万寿寺の南限は今回

の調査地点の北方に位置しており、創建時期に近接する東西溝 (SD046)が今次の調仮地点で確認されている点

を考1，俎すると、）＆本的な地割を踏製しながらも寺域の縮小あるいは移動があったと推定されよう。

出土辿物に関しては、その大半を瓦が占め、今回の調杏地点が推定万寿寺隣接地であるという位散的な位相を

よく示している。瓦の多くには被熱痕を認めるものも多く 、火災等による被災に伴い廃菜されたものと推定され

る。調査地から瓦とともに出土する多く の 日没地もまた、出土瓦の帰屈する建物跡に付随するものであると考え

られる。 （坪根）
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xx府内城・城下町跡第14次調査
調査面積 330rrf 調査期間 2000.08.07~00.10.09 
地域 A 調査担当 讃岐和夫 ・池追千太郎 ・塩地潤ー ・河野史郎

の文化面が確，

特に、近世府内城下町の「竹IIITI l 

ては、江戸初期～硲末に至る複数時J

化而からは、 建物辿構 •井戸跡 ・ 埋知俎研 · 果仁I叫柑i • 火火処埋垣研

等が検出された。中でも特に火災処狸土坑については、買保3年の大

調査の結果、近 ・現代の旅館跡に関わる建物礎石から、近世府内城 ―←叩 llLli11 J6_  lJa芭可恥炉お忠
下町の「竹町」及び「笠和町」の関辿辿構、更に城下町形成以前とな ［予筐狐疇記躙
る16世紀後半代の溝又は自然地形の落ちと考えられる心構まての複数 り：`冒置彗璽『響

惚された。 ー及び「笠和町」のI麟辿辿構につい賃麟疇鳳

り99.L：・の：：竺戸： 、：こ，門［I:言讐＂］門〗誓誓じ叶
り[1い

火に比定される火災処理土坑をはじめとする複数回に亘る火災の痕跡 塁置閏嘉召：息胃＇嘉贔羞~g 1ij祖
第121図 調査地点位置図

理辿構と文献上の火災記録との賂合作業が必要となる。更に、近1lt府内城下町形成段階の状況を示す、17世紀初

が認められている。今後、出土辿物等の検討により、これらの火災処

頭段階の辿構も検出されている。このことは、大分市史に記載されている「竹町」は、当初公共用地の保留地と

なっていたとの記述に対して、ある程度の迫構が形成されていた事実を示すものであり、注目される成果である。

近世城下Ill-「以前となる16世紀後半代の辿構については、溝又は自然地形の落ちと考えられる辿構が確認されて

いるが、中世段階の府内の中心部である現在の元町 ・錦lllf• 顧徳IIIT-、間の状況が近年の発掘調査の成果で明 らか

になっている中で、当時の笠和郷となる中世府内町の周辺部一帯の状況を知る上で凶重な成果となっている。

Y=56,580 Y=56,590 
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゜
5m 

第122図 遺構配笠図第1面 (1/200)
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第123図第1遺構面完掘状況 第124図 最終遺構面完掘状況

第125図 SE250土唇断面 第126図 SK212土陀断面

匿
•I ー`、
1

＇ 

第127図 S212出土遺物
「竹町米差」

第128図 S719出土遺物
「安政十二歳一久庚申二月下旬」

出七辿物に関しては、「竹Ill［米差」との焼継文字が確認される肥前磁器の他）d1しの近世陶磁器類、16世紀後‘I-<

～末段階の京都系土師器等がある。特に前者については、「竹llIT」の比定作業は勿論、焼き継ぎ職人の動向を知

る上で凶重な資料とな った。 後者については、中世末～近世へと変造するぶ部系土師器の形態を知る上で此重な

臼料とな った。この他中世末段階の輸人陶磁器碩、近世初頭の国産陶磁器煩等今後の辿物幣Pl！の成果が期待され

るところである。 （河野）
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XXI中安遺跡第 3次調査

調査面積 6000nf調査期間 2000.04.17~2000.06.13 
地域 F 調査担当 讃岐和夫 ・姫野公徳 •宮田 剛 ・奥村義貸 • 田中 貨

当辿跡は、大分市の東部大在地区にあたる、標高40mほどの城原面

丘陵上に所在している。調査は、都市計画道路の横塚一久土線建設に

伴うもので、平成10年11月から途中、一時中断しながら平成12年 6月

で調査を完了した。調蒼区は道路路線のため、東西に長く約6,000対に

ついて調査を実施した。その結果については、弥生時代から近世まで

の複合辿跡であることが、辿構 ・迫物等から確認された。

当辿跡で代表的な迫構としては、古代の評術から郡術に移行する時

期の7世紀後半から 8世紀後半にかけての大型掘立柱建物跡群である。

これらの建物跡は大きく 3時期の変遷が認められた。

ここで特兜される辿構としては、第2期である 8世紀初頭の大型掘
第129図調査地点位置図

ン`

立建物跡群の並びと大型の井戸跡である。辿構は西側に四脚門を持ち南北40m以上、東西30m以上で口の字形に

囲まれた官術的な辿構配骰を持つもので、淘部郡価の様相を示していることは重要な所見である。

これら古代の辿構については、すでに前年度の年報で概要報告をしているところであるため、今回の報告につ

いては、掘り下げを実施した古培時代の竪穴住居跡の年報概要報告である。

竪穴住居跡は完掘していないものと、6基の不明なものも含めて約30基ほどが調査区の西側と一部東側に梨中

して所在していることが確認された。竪穴住居跡の辿存状況は後世の削平や古代の朋と地等で良好ではなかった。

竪穴住居跡群の時期変造については切り合い1其l係や出土辿物等により 6世紀前半～ 7世紀以降の 4段階につい

て判断できた。

最初に 6世紀前半の竪穴住居跡群の所在数については、 7基ほどが調査区西側で確認されており、その住居跡

群の一部を把握してみると、まずS1588住居跡の規模については、 5.4m x 5.6m (30.24 rr1りを測る。形状は方形

を呈している。住居跡内は4本柱で壁溝を廻らしている。主軸方向はN-24°-Wである。辿物は須恵器杯 ・土師

器甕 ・小形丸底壺 ・紡錘車等が散乱した状況で出土している。この住居跡は6世紀中頃のS510住居跡と切り合

い関係がある。前半の住居跡の中では大型の規模であった。

小型の住居跡については、8世紀前半の大型井戸で切られたS630住居跡がある。住居跡の規模については、 3.

8m X 4 m (15. 2 m')を測り、形状は方形を呈している。ほぼ主軸を東西方向に向いている。

以上のことから、 6世紀前半の住居跡群について、まとめてみると住居跡の一辺については平均で5m以下の

大きさを測る。住居跡内部については炉跡を施している。追物については住居跡内に廃菜した状況で出土してい

る。また、前半の住居跡群の配四状況には特徴があり、直径40.0mの大きさで中央部に空間地を持ち弧を描く 様

に住居跡が配四されている様子がみられた。

次に 6世紀中頃の竪穴住居跡の所在数については6翡ほどが確認されている。S1245住居跡の規模については、

5 m x 5 m (25対）を測る。形状は隅丸方形を呈している。住居跡内には4本柱で壁溝を廻らしている。主軸方

向はN-5°-Wである。辿物は土師器肥 ・杯等がl免菓された状況で出土している。この住居跡の規模とほぼ内容

が同じS262住居跡も存在している。

また住居跡の規模が小型化する S443住居跡では、 4.2mX4.lm (17.22rr1')の規模を測る。形状は隅丸方形を

呈している。住居跡内は 4本柱で壁溝を廻らしており、主軸方向はN-43°-Wである。南西側の柱問には長方形

(1.6m X0.6m)の灰溜土坑跡と思われる辿構が掘られていた。これとほぼ同じ規模をもつ住居跡としては、 S5
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10住居跡がある。この住居跡はS1588住居跡と切り合い関係にある。切り合いのある床面一部を貼り床にして平

坦面を保っていた。また 2基分だけが調査区東側の離れた場所に所在しており、完掘したS870住居跡の規模に

ついては、 4.lmX3.7m (15.17nf)を測る。形状は方形を呈している。主軸はN-50°-Eである。住居跡内は 4

本柱で壁溝を廻らしていた。

6世紀中頃の住居跡の特徴をまとめてみると、一部を除き 6世紀前半の住居跡配置を踏襲する形で弧を描きな

がら配置している。住居跡の形状は大方のものが隅丸方形を呈している。住居跡内は4本柱で壁溝を廻らしてお

り、灰溜土坑が施されている。追物については廃棄された状況で出土していた。

6世紀後半の竪穴住居跡については、調査区西側の標高の高い場所で弧を描きながら等間隔で4基ほどが所在

している。まづ最初に大型の住居跡である S445住居跡については、 6.2mx 6.4m (39.68nf)を測る規模である。

形状は方形を呈している。主軸方向はN-60°-Wである。住居跡内は 4本柱で壁溝を廻らしており、北側部分に

は間仕切り跡の溝が掘られていた。

また北西壁面側の中央部付近で備え付けのカマドが設置されており、カマドの規模については、焚口部の入口

には幅10cm~15cmの角柱を立て両側の袖部として使用している。焚口の幅は約50cmを測る。カマド内部は支脚を

施した痕跡がある。焚口部分の床面は非常に硬く焼締っており、常時使用されていることが窺える。

またS155住居跡では建て替えを行っており、住居跡の規模が6.4mx 6.6m (42.24対）の大きさから 6m X6.4 

m (38.4ポ）と南西壁面をそのままにして北東側を縮少していることが窺える。北西壁面側には備え付けのカマ

ドが設置している。間仕切り跡の溝も掘られていた。次にS990住居跡については、調査区の制限により南側部

分が完掘出来なかったので、住居跡の残り部分についての追存状況を確認すると、住居跡の南西壁面をそのまま

にして北東壁面部分を4.7mから5.5mへと拡張していることが窺えた。この住居跡の形状は方形を呈していると

思われる。主軸方向はN-37°-Wである。住居跡内は壁溝を廻らしており、 4本柱と思われる。壁溝内部には小

杭を打ち込んだ小さい穴の痕跡が残っており、壁等を立てる為の杭と思われる。住居跡の北西壁面部に備え付け

のカマドを設置している。カマドについては、焚口の入口部には緑泥片岩を両側に袖石として使用しており、カ

マド内部の支脚部分には土師器の丸底壺を転用していた。カマドの周りに土師器の甕形土器が集中していた。

この住居跡とほぼ同じ規模と思われる S444住居跡については、 4.6mX5.6m (25.76nf)の規模を測る。形状

は方形を呈している。主軸方向はN-12°-Wである。住居跡内には4本柱で壁溝を廻らしており、東壁面部分が

一部0.8mほどが拡張されていた。

以上のように、 6世紀後半の竪穴住居跡の特徴については、西側と北西側の壁面部分に備え付けカマドが施設

されている。住居跡の規模については、大型化しており、この時期に集中して住居跡の建て替えが行われている。

迫物も多く廃棄された状況で出土していた。

7世紀以降の住居跡群については、 6世紀代の住居跡群の様に弧を描きながらの配置状況とは全く異なる様相

がみられた。住居跡の配置状況は調査区の西側に2基、中央よりに 2基、東側に 6基が散らばるように所在して

いた。

住居跡の規模については、平均的に一辺が3m~4m前後(10.89対～13.69nf)の形状は小型の方形を呈して

いる。また主柱については2本柱であった。

7世紀以降の住居跡は小型化しており、主柱は4本から 2本へと変化している。

以上の様に 4時期の竪穴住居跡は 7世紀前半で姿を消しており、その後は掘立柱建物跡群へと移り変わってお

り、規格制のある並びを持つ評術・郡術へと変遷していくことが窺えた。

その他の遺構については、土城募3基（古代 1・中世2)、中世の掘立建物跡14基、近世以降の溝状迫構等が

みられた。 （讃岐）

．
 

大分市埋蔵文化財調査年報 77



第130図 S510住居跡（南方向から）
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第131図 S870住居跡（北方向から）

S1690 
S701 

忍
•• S445 ¥S 

戸S己2S267
S1245 

S955 _S1586 
3 : a : 

S1260 

匡］

⑥、• S630
• •‘ 

S510紐 S1588

ちS1646 芯
S262 

叡 S404

Q S1669 
S1670 

9。 0 S1645 J
 a

b
c
□
 

6c前半
6c中頃
6c後半
7c以降

で窓•9
”
7
 

.

.

.
 

,
 .

.
 9

,
 

．ヽ
‘.

、

[

.

.

.

.

 

0

9
 ..
 

4
 

‘‘
 ..

..
、

ー

、

ぃ

●

・

＇ 

•
C
ゞ

u

.

.
 
-̀

•
o
,
.

、
•

し
．

り
•
^

‘‘ 
.. 
`
 .. 

.
,

., 

が

・

・

・

5

.

.

.

.

”

●

 

i

.

.; 

.. 

-
.
ン
f・＂

.

.

.

.

.

 

9

', 

.

.

 
f
 

.. 

、

ぅ

Q

'
9C

、

J

•

9

. 

.

.
 

•C.

.

.. 

-

.

.
 9
 

心．

．
．
．
．
 

5

>

。

2,i-̀
:
[
．
．
．
 

涸

....,.
"co .
.
.
.

.

.

.

.
 :、
3

・
ベ
応
．
’

~

]
＇
vゞ
即

ざ
．．．5
．
心
寄
．
口
，

5

．
『
・
応
？
，

`

]

.]

。

]
、

.
i
〉
・

'

]

し

．．
 

｀
1

．ご
ギ
{
J
^

＼
．
』

．．

．

 

ふ

塵

:]:.._、

..
 
-

・＇

，
 

'

・
 

．^ 

.̂ •

9 

．

｀
 

.

.
 

」

9

・
・・ジ

T

.

,

、
4a
 
ぇ

鰭
真写中

．
名
1
9
．
ヤ
ぷ
繋

空

．．

景全と図置配跡居住

78大分市埋蔵文化財凋杏年報



第133図 住居跡遺構全景（南西方向から）

第135図 S1425住居跡 （南方向から）

第137図 S445住居跡 カマド状況 （南東方向から）

第139図 S990住居跡 カマド完掘状況（南東方向から）

． 

第134図 S1588住居跡 （南方向から）

第136図 S445住居跡（北西方向から）

国

第138図 S990住居跡 （南東方向から）

第140図 S1669 • 1670住居跡 （北東方向から）
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XX11中安遺跡確認調査

調査面積

地域 G

約62m' 調査期間

調査担当

01.01.09~01.01.17 

玉永光洋 ・羽田野逹郎 ・佐藤孝則

調査地は、大野川右岸に広がる標高約42mの丹生台地城原面にあた

り、｝毎部郡衡政庁跡に比定される中安辿跡に位四する。今回は、平成

12年度に実施した調蓋で確認した真南北方向にL字状に配置され建物

跡群の南北建物跡群の並びに接続する北側隣接地点にあたる。

個人住宅建設に伴う埋蔵文化財の確認調査を平成13年 1月9日～17

日に行った。表土から39cm下の茶黄褐色土 （地山）で辿構而を確認し、

土坑、建物跡の柱穴、近世の構状辿構、柱穴群を検出している。

紀後半の辿構群、賂地腔は確認出来ていない。

以下に主要追構の概略についてまとめる。

8世

・建物跡の柱穴
第141図 調査地点位置図

一基だけ完結していなかった建物プランを埋める柱穴で、柱掘り方は直径lmを測り、柱根は20cmを測る。ま

た、前回の調資では真南北方向の柵列を挟む、 3棟の大型建物跡が確認されていたがこの建物跡に続く 、柵列 ・

大型柱穴群は確認されていない。このため大型建物跡の一辿の並びは、 当調森地点で終わることが考えられる。

• 土坑 (SKOOl)

長軸の長さが1.9mの方形プランである。埋土は、19日が茶色プロック土を含む褐色土貯で、2茫iは、茶色土

屁であった。深さは、 20cm程で、非常に浅い辿構であった。辿物は、1l円から 8世紀前半に比定される須恵器の盗、

土師器片が出士している。また、この辿構は、時期が前回調査で確認されたL字状配置の建物跡群の東而 ・南側

コーナ一部分内側で見つかった土坑 (SX550)と一致し、両迫構とも方位が同じ軸線上であることが認められる。

調歪の結果、東面の南北建物群の並びが続かないことが確認出来た。そのため、郡庁規模が40m前後であった

ことが推測される。また、興味深い所見として、 当調査地から西側方向に建物が展開することを前提とすれば、

両土坑がコーナ一部分に作られ、相似的関係をとることが考えられる。しかし、口の字状配筐かもしくはコの字

状配置になるのかは、西側の調査区外に関係する事項になるため、現調査では特定出来ない。今後の周辺調査の

進展が待たれる。 （羽田野 • 佐藤）

A
 

： 

第142 調査区全景（南方向から）

Y=68,446 

第143図
゜

5m 

遺構配芭図（1/200)
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第144図 確認調査後の第li期遺構配置図(1/400)

第145図 SKOOl検出状況（北方向から）

丸むぶ

第146図 SK001遺物出土状況
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XXIII南金池遺跡第 2次調査

調査面積

地域 A
約8201Tf

今回の調査は、大分駅周辺総合挫備事業の土地区画謡理事業に伴い

実施したものである。調疫地は、上野台地の北側に広がる沖栢地の東

西約100m、南北70mほどの微高地上に存在する。

を旧河川跡などの沖柏低地に囲まれた島状の部分で、東側には谷を挟

んで大友氏館跡のある微高地が存在する。

南金池辿跡第 1次謁査は、今回調蒼区の約100m南側にあり、平成

11年度に調査されている。

南金池辿跡の東側にはデウス幽跡や大友氏館を含む中世大友府内II「I

跡、南側台地上には上野辿跡群、東南約1.8kmには弥生時代中期を中心

とする若宮八幡宮辿跡などが存在する。

調査期間

調査担当

この微高地は周囲

01.01.29~01.03.31 
姫野公徳 ・高畠 燐 • 宮田 剛

第147図 調査地点位置図
調査は、対象地区をl菟土i位き場の関係から便宜的に北側と南側にほぼ二分し、南側を先に掘り上げた後に埋め

戻し、北側の調査を行った。南側 ・北側共に璽機により水田床士貯まで除去した後に辿構検出を行い、以下は手

掘りで上／図の辿構を掘り下げた後、下貯辿構の検出 ・掘り下げを行った。

調査地内は東側が低く、近世以降水田として利用されていたものと考えられる。土府観察では 3枚の水田柄が

あり、最下lfiの水田床土及び水田耕作に伴う溝状辿構 (SD004• 015)の下lt'iからは18世紀後半以降のものと思

われる陶胎染付片や窃永通究（新況永）などが出土した。溝状辿構は数回の掘り返しが観察されるが、大部分は

おおむね 2/けに分1晋でき、下附は 3 枚目の水田府、 上柄は 2 枚目の水田l~iに それぞれ対比できそうである。

3枚目の水田床土JMを除去した後にその下貯から、調

査区東側を中心に南北を基調とする平行する溝状耕作痕

が検出された。明確に辿構に伴う辿物がほとんどないが、

中世期に遡る と思われる糸切り土師阻土器坪片や瓦質土

器片などが少払出土した。水田化される以前の畑耕作痕

と思われる。なお、その南北方向は水田化されても碁本

的に踏嬰されている。

3枚目水田床七9Piの下位には、調査区西側の標高がや

や高い部分を中心に古代の包含罰が認められ、その下位

第148図
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南側調査区全景（南方向から）

には砂質の安定地盤が存在する。古代の主要辿構には、焼土 ・炭混

じり土のある土坑 (SX066)とそれに隣接する土坑 (SX067)、井戸

跡 (SE077)、須恵器坪盗や土師器坪などが梨中して出土した土坑

(SX093)、刀子が出土した士坑 (SX134)などがある。

焼土 ・炭i昆じり土のある土坑 (SX066)は南側調査区の中央付近

に位四し、北側を撹乱に切られているが、長軸1.0m以上、 短軸l.Om、

深さO.lmほどの平而略楕円形を呈すと思われる。上部はやや削平さ

れていて、埋土は炭化物粒や灰を多く 含む黒～黒褐色土である。土

坑底部には被熱痕跡は認められなかったため、焼土 ・炭化物粒 ．灰

混じり土はこの場に1兎菓された可能性がある。 SX066埋土中や隣接
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するSX067埋土中とその周辺からは、総重絨約2kgほどの製塩（焼塩）士器破片が出士した。多くは円筒形を呈し、

口緑を外傾させ、底部はやや尖る丸底の器形で、 二次被熱痕跡が見られるものが多く 、小破片化している （第15

2図 l• 2)。内而には布痕が見られるものもあるが、明瞭に観察されない個体の方が多い。製塩土器の他には企

救型甕や土師器杯や杯蓋破片などが出土し、共伴した杯などから 8世紀末～9世紀前半頃と比定できる。またS

X066とSX067の上部包含柄からは百銅製杓の注口部と思われる破片が出土している（第152図3)。

古代の井戸 (SE077)は南側謁査区の中央やや東よりに位骰し、現代の撹乱および南北方向の溝状耕作痕 (SX

047 • 048)に切られている。 およそ長軸 lITl、短軸0.8m、検出面か

らの深さ1.15mの規模で、水溜部の上部に58X49Xl6cmの大きな石
一亭

が捨てられていた。この石は上部を平坦に幣えられており、礎石建

物の礎石と思われる。井戸1兌梨時に投げ込んだものであろうか。ま

た礎石？のやや下位からは布ti痕のある平瓦片も出土している。水

溜部は奇llり抜きの井戸枠を二重にし、

囲んで、さらに外側には大きめの板材で方形に囲ってあるという―J.

喉な造りのものであった （第149図）。

その外側に半周分だが曲物で

この井戸の廃巣時と思われる

土府中出土の士器は土師器高台付婉で、 8世紀末～ 9世紀初頭と思

われる （第1521忍14• 5)。

須恵器杯盗や土師器胚などが集中して出七した土坑(SX093)はSX第151図 SX093土坑検出状況（南方向から）
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第152図 出土遺物実測図 (3は1/2、その他は1/3)

066 • 067の西南側にあり、長軸2.20m、短軸2.10m、深さ0.16mの不整形を呈す土坑で、その時期は須恵器杯蓋

（第152図6)から 8世紀末～ 9世紀初頭頃と比定できる。

刀子が出土した土坑 (SX134)は北側調査区の南東隅付近にあり、長軸1.80m、短軸1.50m、深さ0.25mの隅

丸長方形を呈す土坑で、西側部分から鉄製刀子が出土した。土器は小破片しか出土していないが、おおむね 8世

紀末～9世紀前半代にほぼおさまるものと思われる。

そのほか調査区北西部を中心に古代の柱穴群が検出されたが、掘立柱建物などは立たなかった。柵列 (SA238)

は中世以降の耕作痕や近代以降の溝状遺構などと基本的に方位が一致するが、伴う迫物がないこと、内部に明確

に同時存在と思われる施設が検出されなかったことから時期は不明である。また迫構は検出されなかったが、縄

文時代晩期のものと思われる粗製深鉢の破片が数点出土している。周囲を旧河川などの低地に囲まれているが、

該期には微高地上は比較的安定していたことが分かる。また、古墳時代後期のものと思われる土師器片も数点出

土している。

迫跡を集中して使い出すのは古代からで、出土迫物の大半は 8世紀末～9世紀前半代にほぼおさまる。建物跡

そのものは検出されなかったが、井戸埋土中から礎石の可能性が高い石や布目痕のある平瓦片が出土した。調査

区の周囲に礎石建物の存在が想定でき、また井戸水溜部の構造も当時としてはかなり丁寧なものと思われる。製

塩土器がかなり多最に出土したSX066は製塩関連迫構の可能性があり、それを中心に焼塩土器がまとまって出土

している点などからも、周囲に官街的もしくは宗教的性格を持つ施設が存在した可能性がある。微高地上でも西

側のより高い部分などを、今後この周囲を調査するときには十分注意すべきであろう。

また時期の明らかな迪構は検出されなかったが、中世に属する迫物も若干出土している。調査地東側のより低

凶日河道を望む部分では辿物からは中世末頃には耕地化し、畑として耕作され、 18世紀後半以降に水田化された

様である。

84大分市埋蔵文化財調査年報
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XXIV長迫遺跡

調査面積 720uf 
地域 A

調査期間 2000.04.13~2000.06.19 
調査担当 池益千太郎 ・佐藤孝則

長辿辿跡は、大分市大字牧字長辿に所在する。地形的には、大分平

野の中央部を北流する大分川と大野川の間に広がる鶴碕台地北縁部の

標高80mの尾根沿いに位四する。

調西の結果、調査区南側に円形の瑣経 (S001) l基、北側に士坑12

基、ピット 6穴を検出した。

坦硲 (S001)は、南北に直径12.0mの円形を有し、その南側と北{llll

には尾根を切断するように輻3.0mの周溝が両側に巡っている。瑣Iその

構築は、最初に斤陵部の北側の広範囲を地表から約0.6m掘り下げ平ら

に削り、さらに瑣丘の原形となるように円形状に削り出しを行ってい

る。上而には、当時の地表｝団である淡黒灰色土柄を10cm程の匝さで確
第153図 調査地点位置図

認している。そしてfli土は、一度削った明黄茶色七の地山土を坦頂部あたりで匝み約0.4mの盛士を施している。

墳丘の梱あたりには複数の柏土を行っているが、（ナっして版築を行っておらず、-1::.ll"iも軟質で締まりがなく突き

固めた状態にはない。このため、風雨によって坦斤

の盛士が流れやすくなっており、周溝が短期間で埋

没している。なお、禎士屁中には、焼上や炭が全1fii

に含まれていることから瑣丘構造に際し、周辺の地

山の削平時に植生していた木を伐採し、その場所で

焼いたものとも考えられる。

主（本部付近は盗掘による堆柏の乱れが確認され、

主体部の人半は破壊されていた。主体部(S100• 101) 

は東西方向に長い七堀の掘り込みで 2)』検出され、

復元輻 lm、長さは2mを超えるもので、掘り込み

は西から東にかけて階段状になっている。壁面には

朱が施されており埋十．も朱を帯びている。追物は皆

無であり、唯一盗掘時の1襄土から鉄製品の剣の破片

と斧が出土している。さ らに調査中、 盗掘穴の設十．

から角閃安山岩の石材の破片が出土しており、これ

にも赤色顔料が付;;~-していることから 、 主（本部は石

蓋土堀給の可能性が高い。

調森区北側には、 12基の土坑が梨中して検出した。

いずれも直径1~2mの規模であり、辿物は皆無で

ある。埋土中に焼土や炭片が混入していることから、

瑣丘が築造された段階もしくはそれ以降の所産と考

えられる。

これ以外に、瑣硲の梢土中に縄文土器片が数十点

出土していることから狩猟採集の場として持ち込ま
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第154図遺構配笠図(1/400)
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れたものと考えられる。

今回の調査で発見された墳募（S001)は、明野丘陵の西側において初めての発見事例となった。

これまで大分市内で調蒼が行われた古瑣の事例を見ると、下ヶ迫古瑣 ・小牧山古培群などがこうした丘陵の尾

根を利用して構築していることが分かっている。主体部は平面形状が1叫丸長方形を呈する土J廣であり、大分市内

ではこれまで類例を見ない。さらに特徴としては、床而の掘り方が段を呈している ことであり、盗掘によ って土

堀の上而は著しく破壊されており上部構造を窺い

知ることはできないが、撹乱貯の中に破砕され

た角閃安山岩の石材片が数十点もの出土が見ら

れる点から石蓋土堀硲の可能性が考えられる。

構築年代については、主体部および主体部周

辺の撹乱屁から鉄斧と鉄剣が出土しているにす

ぎず梢極的に年代の評価を行うことができない。

瑣丘の構築方法としては、坦丘の盛土が版築を

行っていないことやこの地域で一般的に採用さ

れている主体部に箱式石棺を採用していない点

などを兼ね合わせて想定すれば、構築時期はこ

の地域で古瑣が盛行する 4~5世紀代の時期よ

りも古式の様相を呈する。そうしたことから弥

生時代の終わりから古培時代始めにかけて造硲

されたものではないかと考えられる。これにつ

いては、類例資料との比較検討を今後進めてい

かなくてはならないであろう。被葬者は、立地

から推定すると、瑣硲が造られた丘陵眼下の牧

から下郡に広がる染落を統括していた人物を想

定することができよう。

これまで発見されていない地域での瑣硲の発

見は、新たな瑣硲構造など墓制の流れを埋める

狩料として大変貨重な辿跡と言えよう。 （池辿）
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第155図坦墓 (S001)地形図（1/200)

第156図調査区遠景 （西方向から）
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四城南遺跡群第 3次調査（千人塚古墳）

調査面積 約1,700m' 調査期間 2000.08.08~00.11.10 
地域 大字永興 調査担当後藤典幸 • 宮田剛

本辿跡は、大分川左岸の東西に延びる椋高92~84mの永腿台地の上

部平坦面からやや下った南側に舌状に張り出した標高71~61mの緩斜

而」こに位置し，J心盤は阿蘇4火砕流堆梢物である。

平成 9年度に行った確認調歪では、周知の円培と考えられたものが

周溝および坦丘の一部確認により前方後円朋であったことが判明した。

主軸をほぼ南北にとり、前方部は南に向かってあまり1}tlかずなおかつ

短いものである。古埴の調壺は、周溝プランの検出を）＼女優先とし、 ト

レンチによる蚊小限の調西を行い、周溝の輻 ・深さ等の確認に留めた。

残存状況はあまり良くない。また平安時代末頃の木柁硲 l墓や、縄文

時代早期や晩期の辿物を含む包含陪などを確認した。
第158図調査地点位笠図

今回の調査は前回の確認調査結果を受け，保存される後円部瑣丘部分以外の前方部および周溝の全而掘り下げ

および後円部のillllii調査を目的とした。その結果、り't11:規模の若干の修正が認められた。瑣長47m （周溝を含め

56m)、後円部径約30.6m、くびれ部輻12.4m、前方部長16.4m、前方部全面幅約14.8mである。なお東側部分は

脱乱 ・削平が著しく明確なプランを検出できず後円部端も確認されていないため、全て椎定値である。周溝は後

I-':]部西側で輻約 5m、深さ約1.4m、くびれ部付近幅約 6m、深さ約1.5m、前方部（llll幅約 4m、深さ約0.4mであ

る。土腔観察から、後円部側の周溝ではJ-ft丘側からの流れ込みが確認され、下／i''i（黒色粘四上罰）からは虹石と

考えられる大はの礫が確認された。古柑造営後あまり時期がたたない内に荘石は流失したようである。また、調

杏区西側周溝の培丘側で地山を一部削り出した後の1,j~士を確認した。

残存する後1リ部柑丘上に阿蘇熔結凝灰岩製の奇llり抜き式石棺の一部と思われる石材片が残されていた。瑣丘上

部が削平はされているにしても主体部の石至及び石室構築材などは確認されなかったため，石棺直葬であった可

能性がある。

国

今回の調在では、本古団の具体的な時期決定を行うことのできる新たな追物の出上がほとんど認められなかっ

た。しかし前回確認調査で、東側くびれ部付近の周溝底而直上より祭祀に使用され廃棄されたものであろう須恵

器大烈などが検出され、 6世紀中頃以降の須恵器杯身が虹 ー

石を含む/i!iより上柄で出上したことなどから、古瑣の築造

年代は古瑣時代中期末から後期前半ごろ (5世紀末～ 6世

紀前半）の所産で，その後瑣丘表面の丘石が流れたりしな

がらもしばらくの間祭祀などの活動が行われていたもので

あろうと考えられる。

千人塚古瑣は、大分平野内の古墳の空白期を埋め，大分

川流域の周辺占瑣群との辿続性を補強することの出米る極

めて凶重な古柑であり、大分の古代史解lりlにも重要な新探

料と言える。周辺の古墳群を含めこの地域の古代史 上での

重要性があらためて見直されることとなった。 （宮「17)

第159図前方部側周溝検出状況
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闊羽屋・園遺跡確認調査

調査面積 約95.25対調査期間 2000.12.12~00.12.14

地域 A 調査担当 屯永光洋 ・羽田野逹郎 ・佐藤孝則

調査地は大分川の左岸に広がる沖柏平野にあたり、数後国府推定地

の一つである古国府辿跡群に位i役し、平成8什:度に実施し 3棟並んで

介庫跡群が検出された羽困 ・園辿跡第3次調牡地点の北四約35mの位

iii/.にあたり、また真南北を基準とする大型掘立柱建物跡群が検出され

た羽屋井戸辿跡の南東約70mにあたる地点である。調卦は、共同住宅

建設の計画に伴い実施された。

確認された逍構群は、総柱建物跡をはじめとして、溝状辿構、柱穴

群、不定形の辿構群が洋げられる。

以下に各J沙要辿構の概略についてまとめる。

第161図 調査地点位置図

総柱建物跡（S8001)

2問X21/¥Jの愈即跡で、柱掘り）jは直径0.3~0.5mを測り、平而プランは円形を＇肖す 。全ての柱穴で、柱恨を

確認している。柱問は約2mを測る。真南北を指向した方阿性は認められなかった。 建物跡の時期については、

一部柱穴を掘り下げたところ、柱根から須恵器片が埋四された状態で出 1：している。須恵器片が中村氏による陶

邑編年の I.I咆式3段階に相当し、悦絶時期をほぼこの時期と考えている。また、調ft地の北側には「七會子」と

いう小字名が残っており関辿が注Uされる。

溝状遠構（S0001)

輻は約 1m で、深さは約30cmを測り、埋土は淡灰色粘四 I•Jr4 と暗

灰色粘臼土Jr'iの 2Iヤiである。断而形状は緩やかなIIII線を堪す。溝か

らは、辿物が位少の中、古坦時代1i1i半期に考えられる土師器糊が出

|'.しているが、溝はSBOOlとほば‘li・行であり 、さらに周辺淵牡で、

占瑣時代後半の湖が確認されているため、溝の時期については検討

を要する。

第162図 調査区全景（南方向から）
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第163図逍構配匹図（1/200)
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第164図 SB001検出状況 第165図 S8001柱穴遺物出土状況

その他の遺構群

調蒼区内で多数のピット群を検出したが、規則性は確認されず、性格を特定するには至っていない。その他、

切り合いが多く認められる不定形の辿構群は、大半を屯柱埋設時による撹乱で削平されており、また一部掘り下

げを行ったが追物が出土しておらず時期、性格共に不明である。

今回の調歪結果は、6世紀中頃の倉附跡が検出され、ほぼ全而に辿梢が展開していることが確認された。

（羽田野 ・佐藤）
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宮ノ脇迅跡 第4次発掘脳西報告 ！，！追小野郡山紛改良Lli1月辿

郡山東部23 屈戸迅跡（第2次）屈敷添遺跡（第2次）屈敷添逍跡（第3次）小泉山IJIA迫跡（第3次）

郡山市教育委只会 勅郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団

皐grrA逍跡第二次澗在（追構外編）
蒲n古！1t群 ー第6次調ft報告一
音路追跡 一伝蓮花谷太子寺跡発掘甜在報告一

‘li成II年度埋蔵文化財IIi土追物整fll保(i1i業

民Itl宅地造成ll!I辿

郡山市御前南土地区画整理組合 郡山市教育委且会 閲郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団

が1水内逍跡 ー 6• 8 • 9区，1!J杏報告ー 第 11111

郡山市教育委且会

郡山市埋蔵文化財分布調森報告7

いわき市教育委且会 勅いわき市教育文化事業団

中山館跡lIllメ

白岩堀ノ内追跡

下川子[[,~貨穴群

辿郷B追跡

ヒノ台迫跡

茨城県 筑波大学 先史学 ・考古学研究編集委貝会

筑波大学歴史 ・人煩学系

栃木県 足利市教育委員会

.(f日追跡第 l次ftl.lil測在報告，IF

中日向］3り切発掘凋在報告:11

高松逍跡第2次発掘調査報告1F

平成8年度文化財保護年報

平成9年度文化財保護年報

小俣川沿岸追跡群発掘潤森報告•, 1}

南大町迅跡第 1次発掘調在報告，1f

平成10年1且文化114保渡年報

群馬県 高崎市教育委且会

御1iii南土地区画胄fFIPli業1閑辿

中山館跳の逍府

古代流路除と近代窯1Jl-l具1述迫構の淵在 651111 

ぼ地Ji迅いわき浪ir線(i'I府バイバス）埋祓文(t.Jlj団I91V告IV
いわさiii埋磁文化財JIIWVl';

糀文晩期終末 ・中世の逍ff 70冊

箭文時代前期果浴 ・江戸時代屋敷跳の逍代

足利市埋蔵文化財逍fi報告占第34果

足利Ifi埋蔵文化財』府報告iIf第36果

足利市埋祓文化財J.'lfi報告',If第37果

足{llifi埋祓文化財J.'li’i報告書 第38果

足利市埋祓文化財』代報告占第39果

足利市埋祓文化財Jむ丘報告行 第40果

足利市埋蔵文化財J/l代報告＇， I) 第41果

足利市埋蔵文化財，iIlfi報告（1: 第42果

高飴市内辺跡埋蔵文化財 緊急発掘凋仕報告叫9 ，滋姉文化財逍代報告・，1}第167果

響言糀道路改良工・，Jiに伴うi嗅文化財発掘，9.'Jft報告111- ＇：滋市 文化財』介報告，り第168災

訊認 ： 忍t長・vI覧靡祉認彎；祓文化財允Ihi,99,J~:報告内（ 2) '凋鯰;:;了文化財訊i暉；・,1「第169果

譴閾譴｛噂戸覧眉翡歴謡h悶｛ヤ回埋祓文化財11k’li紫報告 暉 市文化麟暉炉t第170染

高崎市遺跡調査会

綿1'i堀米ll'ill遺跡 発掘調ft報告，'f
城下町I]追跡 一宮本（お堀端）地区俊良建築物等整伽’li某に伴う

闊翻鰭り立遷腐如面□第六地区優良紐築物等岬i’li災に伴う
麟文化闊繹i』/j究報告内一
厄町II追 ； ，：：j鉛市西口北第一地区第一種市街地1Ii|;tl免’li業に伴う
埋祓文化財発掘、凋究報告，Ir

硲位1.j辺跳逍介会文化財逍在報告内第76果

,:・:illiili辺跡逍ft会文化財逍在報告書第77果

，；．凶市迅跡晶在会文化財，•ii．行報告書第78集

，埒鯰市辺跳』代会文化財甜百報告，り第79果
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2001 

2000 

2000 

2000 

2000 
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1998 

1999 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1997 

1998 

1998 

1998 

1999 

1999 

1999 
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2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 
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南人類柳lJ孔沖逍跡 変心祈建設に伴う埋祓文化財発掘，凋在報告，If

中人類沖Ill追跡 一浅ItiB軽石埋没水田跡の発掘，J:Jft報告，1f-

千葉県 国立歴史民俗博物館

国立M.史民俗I\り物館研究報1’;• 第83果

国立！！，団史民俗博物館研究報1’;• 第84果

国立l梧史民俗博物館研究報約 第85果

市川市教育委員会

東山E貝塚 ・イゴ塚U塚

高伍市辺跳逍J'i会文化財凋森報告，＇団第 80果

ぷ:itii市迫桃J/lft会文化財淵在報告l'団第81果

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

平成II年度 市川市内逍跳発掘潤仕報告 I91/低記16 • 18 • 51 , 112忍＇（内11回碑・ 19 • 51 • 52地',•ト訊渾加蠍．t恥露四11 • 13地';• 2000 
II<',曲畑1•砥付浴畢fl!li唸凡炉几爵窃2均屯暉l直｀地9ヽ，ぶ坦年1 ●5地‘I

東金市小野山田土地区画整理組合 師山武郡市文化財センター

小野111111迫跡群 l

東京都 閲東京都生涯学習文化財団 束京都埋蔵文化財センター

知 l←I町赤根逍跡 (C地IX'.)

多摩ニュータウン逍跡

多限ニュータウンii'l跡

多限ニュータウン追跡

多l'伐ニュータウン追跡

多収ニュータウン逍跡（lXI版編）

多限ニュータウン迫跡

多l’；だニュータウン逍跡

多麻ニュータウン迅跡

東以部l'I！蔵文化財センクー，l.,lfi報告第90果
東硲都あきるの市 （t維 • ;,;(t見台 ・西龍ヶ崎ji'I跡
八 E(・1liN11396辿跡
一八［和Ii都市J I•両迅路 3 • IV・ 32号線幣伽 ’li渫に伴う，淵行報4;.—

汐留追跡II

東以都八 I:.f市川「l町 1•内人東逍跡

府中市教百委員会 ・府中市遺跡即査会

武祓I141f.fl関辿辿跡，i'Jft報{1;-21

武蔵1,41(.f関連逍跡甜fi報!';•22 武祓

武蔵国J(・fI見1述辿跡，凋代報i'i23・天神町逍粉』,'U消t{';3

武蔵I141(.f関連追跡甜代報¥1/24

武祓I141（・f|対辿追跡，淵代報\1i25 ・ 武蔵国分寺跡，•J,'J代報告 3

武祓I141(.f関連迫跡甜代報('i26

武祓I141(.f伐1述迫跡凋．ft報{1i27 武城国分寺跡，J.'1代報告4

朝II町追跡，淵百報告 I

新潟県 中条町教育委且会

ド町 ・坊城辿跡IV B地、'・'.i，

富山県 閲窃山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

埋祓文化財概要一平成II年9£―

一鉢ヶ谷辺肱一 2000 

一般国道468競（暉卿II央辿即l}かli迅美山地区）2000
新設工＇）iに伴う埋蔵文化財発掘晶代報fi,1:

東京都埋祓文化財センター謁在報告 第S.I災 2000 

Nu939辺~ II 2000 

2000 

東扇都埋蔵文化財センター』介報併 NQ2"7 • 248迫跳 2000 

東点都埋祓文化財センター逍R報告 NQ247 • 248迅~ 2000 

池339辺林 東雌；埋蔵文化財センター』tt報告第82リl2000 

東京都埋祓文化財センター品在報告 第88果 2000 

-Nu520迅枕ー 2001 

一般国道468り（竹都1悶中央辿絡11絣li迅あきる野地区） 2000
新設L•Ii.’li渫地域における埋祓文化IH発掘逍仕報告

東点祁埋蔵文化財センクー讃R報告 第9-i!ll 2001 

1口汐留11物り淋地l勺辺林の逍ti 2000 

一般国道468り（竹都固中央1悶速辿町l妍li.迅川口地区） 2000
面設 1.’li’l渭寧1こおける坪涵文(H甘発掘訊介報告

点j0 ・ 知（•町地域の』介 5 1999 

国分寺跳品代科lif2国府地域の晶fi18南Ji地域の調介21999 

国府地域の』hl9

品0 ・ 屈f•町地域の品66

,Ciれ ・ い（•町地域の』代 7 南東地域のJ,l杜l

国府地域のよ＂代 20

府中市埋蔵文化財逍介報告 第28果

1999 

1999 

1999 

1999 

2000 

都市計画道路i(糾I3 • 4 • 26り録建設に伴う発掘逍i't 2000 

中条町埋蔵文化IHJ』介報告占 2000 

聞ほつ人・滝迅跡 ・地船i逍跡発掘濶虹報告能越i'11l.lJ'li.道建設に伴うJIJ！蔵文化財発掘，,.＇Jfi報街

2000 

2000 

大島町教育委貝会

八塚C追跡

石川県 野々市町教育委員会 野々市町御経塚第二土地区画整理組合

長池キクノハシ逍跡

野々市町教育委員会 野々市町南部土地区画整理組合

|．．林新il遥i跡 ＿1_．．林追跡 1：林テラダ追跡 I;•新Il.：．タ ナカダ追跡

野々市町教育委員会

富樫館跡LI

粟fl!迅跡藤‘囮地区 i,'I金アカ’I・ウ辺跡

、行IJiiキッネヤプ逍跡

92大分市埋蔵文化財謁在年報

民1iil分浪宅地必1』文’li笈に伴う発掘晶代報作（2)

野々 市長御経iむ第二t地区画整刑li業に係る
埋祓文化財允掘』i‘i報告内II

野々 iIik御経J'四第二上地Iヌplij招Fl!'Ji渫に係る
埋絨文化財発掘』ft報，，序l!I→ 

民間1開発に係る埋蔵文化財発掘品介報告，'f
貼道甜谷躙i椋迅路工‘Jiに伴う埋祓文化財
発掘逍斤軋H'i,'f
都市，：t両道路：●：iJd・堀I俎級[’liに伴う
埋祓文化財発掘，iれ代報告，'l

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 



福井県 福井市教育委只会

福井市一．尾野阻ntt 発掘，凋ft報告，It
,:':j柳追跡

i,'/11<古り11洋

柏咄山城跡

山梨県 甲府市教育委且会

史跡武田氏館跡

史跡武Irl氏館跡

史跡武田氏fii跡

岐阜県 垂井町教育委且会 ・三頂大学考古学研究室

及氾Ilq府跡発掘，淵ft報!';・

愛知県 名古屋市教育委員会

，：滋逍跡（第22次 • 第23次） l：島叩j"t1罪‘、.J1lII‘lllI古瑣
桜本町逍跡（扇I]IIIII60 笛地地点 • 第 3 が
,:':j祓逍跡（第2,,次 • 第25次）瑞穂追跡第 5 次）
(f91野町逍跡 （第2次） l l••本町逍跡 （第 II 次）

T惰、＇i追跡（第 I• 2次）

1位むじOO寺跡第7次紐Ii,J打印の概＇炭

尾張元興、『跡第8次発掘，凋代報告，I)

1993 

il'l坊発掘次 r1 狐総合J.~frli笈 Ill 試掘逍j忙報作，り 1998 

中央3-18り線建設に伴う発掘晶行報告，り 1998 

中央3-18り線建設に伴う発掘晶丘報告，'l 1999 

県道1jl府Ill梨椋整備l渫に伴う発揺甜fi報告，1f 2000 

武01神社社務所増築 ・参迅.{j垣改修に伴う!Jl；部Jiifi 2000 

第14次～第31次J.'IJ'消l｛見＇！

埋祓文化財J/ift報；t；,1i33 

埋蔵文化財./,|iHil(';,lf34 

埋蔵文化財，ヽ謁fi報作，1f35 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

ド水道じJiに伴う埋祓文化財発掘，凋が報＜’；• ,I f （ 村JII逍跡5• 6次、名，り1社城一．の）L逍跡II次）

曲瀬戸市埋蔵文化財センター

2000 

Itli字：翌跡 曲勺追椋甜f消防 ll 2000 

翌田市教育委且会

＇（；•長（いわな）追跳 【弥生時代後期の果沿 ・古用後期の果祐と1罪果tn】切IIIII埋蔵文化IIオ発掘，凋{i報告，’t 第15果 2000 

三重県 四日市市教育委貝会

i'iiili谷追跡

巾川迫跡 • 閲I[ 古1/'I ／作

四llt[i(l:れ所跡

1叉福城跳2

般国迫 II]北勢パイパス埋祓文化財発掘，lIlft概＇屁 IV

四日市市遺跡調査会

市場城跡

米Ill逍跡

加屈城跡4 J帥l5li1了む仕設に伴う埋蔵文化11,titll1i,J,'dft報告，1；

滋賀県 滋質梨教育委員会

人1 •F道および（勾i;i111禾ll‘ぷ邸跡

IIIt慰見寺境内地及び周辺地の，1,'J脊

1ガli西1fii• 附手迅湖辺部の、JlJfi

人手迅 ・伝徳）l［家康邸跡

大津市教育委貝会

坂本追跡発掘温代報侶，IF
一般l叫 161i面（西人．il！パイパス）建設に伴う
北111lll追跡発品、~fi報p;,It
一般国迅161号 （西人すl！パイバス）建設に伴う

京都府 城陥市教育委員会

城闊Ii埋蔵文化IIオ，淵ft報作，1ド第38果

京都市文化市民局

）；（都市の文化財

勅長岡京市埋蔵文化財センター

長岡求跡右京第664次 ・神足辺跡発掘湖代報がr

長岡求跡右京第650次 ・ が1 ！逍跡発掘淵代報化•

立命館大学文学部

長野rli宮飴迫跡第 1次～5次淵行概報

四lllfirr,ド国文化財発掘Jifi報岩，1122

四Ildi市埋祓文化財発掘品↓代報告，1124

四IIIIi IIi埋絨文化II-lit掘，晶代報告•，'125

凹LI市Iiijl！祓文化IIlit掘晶介報告§26

四1_1r1i市逍踪』代会文化財品行報告，'IXXI

四II市市追跡，l，'l代会文化11{,1,'lft剖告，'IXXm

四IlrlirIIj3跳，iifi会文化財J.'lt報告，1fXX!I'

特別史株安l：城発Jl,jよ|i［報告5

特別史株安I.:城発掘よ|fi報告6

特別史跡女1：城発掘，i',ft報告10

特別史跳安 l：城跳閃埴柩［前1i哭概要報1~;.,i濯

人:ill1fi埋祓文化財』i'i報告lf(14) 

人•iltifiH拉［文化財J.t(i報告，'f (21) 

尿都市指定 ・登社文化111第18集

長岡京iI沖1！祓文化財J|i’i報告，＇｝ 第18果

長i,Y諒,ti埋祓文化財，↓'ii＇消防，'l 第19集

＼，f．命館大学文学部学芸il．唄程研究報告第91111

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1993 

1996 

2000 

2000 

1992 

1992 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 
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大阪府

兵庫県

国立民族学博物館情報管理施設

国立民族学博物館国内狡料凋査委ii

国立民族学博物館国内賓料，1出在委li

CD-ROM版

CD-ROM版

堺市教育委員会

1.大野寺跡発掘，i,＇j究概要報告
2.堺閃泌都市追跡発掘謁在概悦報告
3.四っ池辺跡発掘調西概要報告

I. 長曽根迫跡発掘淵在概要報告
2.長fl根迫跡発掘淵在概要報告
3.堺日濠都市逍跳発掘調在概要報告
4.堺閃没都市追跡発掘甜在概要報告

l ． 喫四濠hiiTIi追跡発掘調査概災報i';•
2.平成10年1父下水道菅布設」：市に伴う立会，淵在概嬰報告

l．堺閃泌都市追跡立会謁在概悦報告
2．堺閃泌都市追跡立会調杏概疾報告
3．大llll西町迅跡跡発掘調査概要報告

東浅香山追跡発掘i1/j在概要報告v 束浅香山追跡一潤在のまとめ一
長曽根辿跳発掘，l/j査概要報告 ー堺市長曽根土地区画幣J11!’lt災に伴う
発掘湖在 • VI- 「長曽根大溝」の、i打＇t .研究

I.堺閑泌都市追跡発掘調究概嬰報告
2.堺閃淡郡Ii追跡発掘課在概汲報告
3.長＼？恨遺跡免掘甜壺概要報告

豊中市教育委且会

上律島逍跡 第5次発掘甜査報告

豊中市埋祓文化財発掘湖西概災i

高槻市教育委且会

史跡・ 今城塚1i柑

飢上追跡群24

史跡 ・今城塚古l:l'I

高槻市立埋蔵文化財調査センター

安満宮山古J_j'i

貝塚市教育委且会

貝塚寺内町追跡発掘朋在概要

‘Ii.成11年度 (1999年度）

東追跡II、新）1:ノ池逍跡発掘淵脊概＇従

海塚逍跡発掘，況↓介概嬰

八尾市教育委且会

八尾市内迅跡平成II年度発掘辿介報告，If

八尾市内迅跡平成II年度発掘甜究報告，1｝lI

弓削追跡允掘JW代報告；＂

熊取町教育委員会

熊取町追跡1詳発掘淵在概要報告i1f

久保城跡発掘謁在概！炭報告111

七山東追跡発柑i』!ift概要報告1f

大阪大学井ノ 内車塚古墳調査団

今里大塚古柑第3次，1出在概要

大阪大学昼飯大塚古墳発掘調査団

昼飯大塚古tJ’IV

尼崎市教育委貝会

第6次調究

井ノ1和Ii塚古用第3次J/lft概快

平成9年度国1III補助市梨 尼位Iii勺追跡
復ID・復OO‘li災に伴う発掘謁西 概疫報告，＇f
赤穂市教育委只会生涯学習課文化財係

高雄・根心叫祢発掘謁在報告，＇：

加東郡教育委且会

北野 ・焦深追跡 北野 ・神l.u必且跡

上郡町教育委只会・白旗城跡調査委且会

白旗城跡
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乱在報告果19り紅説苦

逍柑報告果20紹説｛！

僻市文化財晶杜概要報告第84111}

堺i「文化財』仕概要報告第85冊

堺市文化財J/l府概要報告第861111

堺市文化財iifi概要報告第871ll}

堺市文化財』仕概要報告第88冊

堺市文化財，1れ杜概嬰報告 第89111}

堺市文化財，潤府概嬰報告第90111}

烈中市文化財逍ft報告占`第41集

翌,,,市文化財，謂在報告1-f第47果

一平成IO年度 • 第 2 次規模確認魂ifi­

器槻市文化財』社概要X.¥¥1

一平成II年度・規校確認団在一

一発掘，l,l代・復元整備1t架報告',1[-

貝凩市埋城文化財胡在報告

貝塚市埋祓文化財品在報告

貝塚ilil'l滋文化財甜仕報告

平成II年度1,11,11補助事業

平成II年度公共）li業

熊l即町埋蔵文化財晶在報告 第33果

熊l即町埋絨文化財晶在報告 第34集

熊取町埋祓文化財逍在報告 第35果

莉肌確認謁代概咲一平成10年度一

尼給市文化財』仕報告第29果

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1997 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

1998 

1998 

1998 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

郷は明碑!i某及び赤穂市硲雄公民館・地区体育館 2000 
iIt設 1？ドに伴う坪祓文化財発掘翡介報は湛

～沌野町北野土地区画整理'Ii渫にかかる潤fi~ 1999 

困指定史坊赤松氏城跡 1998 



畜虹gI奈良国立文化財研究所飛烏資料館
飛鳥池迫跡

飛烏平城京跡保存会

藤原宮跡一木箭一

奈良県教育委員会

奈良縣綜合文化調査報告書吉野川流域道1"l地IM

奈良縣史跡名勝天然記念物調査抄報 第5果

奈良貼史跡名勝天然記念物調在抄報 第6果

昭和三十一年二月 奈良縣史跡名勝天然紀念物淵在抄報第8集

珠城山古頃

奈良縣史跡名勝天然記念物調査抄報 第13果

奈良県文化財調査報告（埋蔵文化財編）第3染

奈良県文化財調査報告（埋蔵文化財編）第4果

昭和36年度 飛烏迫跡調査概報（板蓋宮伝承地）

飛烏迫跡発掘経過報告昭和35年～37年度

奈良県文化財調査報告書（埋蔵文化財編）第6果

奈良県文化財調査報告書（埋蔵文化財民俗汽料）第7果

奈良県文化財調査報告掛（埋蔵文化財編）第8果

奈良県文化財調査報告書（埋蔵文化財編）第9果

藤原宮跡

飛烏宮跡

飛烏宮跡

藤原宮跡

藤原宮跡

藤原宮跡出土木簡概報

マエ塚古坦

菅原寺 一善光寺旧境内緊急発掘調査報告打一

昭和35年3月

昭和35年3月

昭和36年3月

昭和38年3月 ー付奈良県迫跡地名表2-

昭和39年3月

昭和40年3月

昭和41年3月

一昭和41年度調在概嬰一

一昭和41年度 発掘調在概要一

一昭和42年度 発掘凋在概報一

昭和42年度諷在概要

昭和43年度調在概要

昭和43年3月 奈良県文化財閥在報告第10巣

奈良県史跡名勝天然記念物 凋在報告第24果

奈良県文化財調査報告円 第12果

2000 

1968 

1953 

1955 

1955 

1956 

1956 

1960 

1960 

1961 

1962 

1963 

1963 

1964 

1965 

1966 

1967 

1968 

1968 

1969 

1969 

奈良カトリック教会跡の発掘調査 1970 

西隆寺金堂跡発掘調査概報 1970 

都祁村吐山池ノ谷1号泊 奈良市登大路町の瓦窯 発掘調在概要 1970 

緑地保全と古瑣保護 ー中間報告ー 1970 

天理市石上・豊田古墳群I ー天理市石．ト・豊田古柑群発掘調査報告ー 奈良県文化財調在報告打第20染 1975 

飛烏京跡 一昭和49年度発掘調在概報ー 1975 

北葛城群当麻町兵家古瑣群 奈良県史跡名勝天然記念物謁在報告第37染 1978 

二J:山・桜ヶ丘遺跡

奈良山一m

新沢千塚古墳群

新沢千塚古墳群図版一

新沢千塚古墳群図版ニ

一平城京九条大路 県道城廻り線予定地発掘謁在概報 I-

太安絨侶墓

平城京西市跡

見田・大沢古培群

和絹•森本迫跡

平城京左京四条四坊九坪 発掘謁牡報告

東安堵追跡

平城京左京三条二坊三坪 発掘関在報告

平城京左京九条三坊十坪 発掘調査報告ff

藤原京左京二条ー坊・同二条二坊 発掘謁介報告

奈良県史跡名勝天然記念物 調在報告第38冊

平城ニュータウン予定地内遺跡調在概報

奈良県史跡名勝天然記念物 讃在報告第39冊

奈良県史跡名勝天然記念物 巽在報告第39冊

奈良県史跡名勝天然記念物巽在報告第39冊

奈良県史跡名勝天然記念物 謁在報告第43冊

右京八条二坊十二坪の発掘調在

奈良県史跡名勝天然記念物 誤在報告第40冊

奈良県史跡名勝天然記念物 調在報告第45巣

奈良県史跡名勝天然記念物 調在報告第46冊

1979 

1979 

1981 

1981 

1981 

1981 

1981 

1982 

1982 

1983 

1983 

1983 

1984 

1986 

1987 

大分市埋蔵文化財調査年報 95



西隆寺発掘調在報告苔

山口迫跡群

南郷迫跡群 u 

唐古弥生迫跡調査概要

奈良縣教育委員会刊 飛烏京跡

奈良県記念物調査報告発行会

星塚古坑 ー大和国天理市上の庄一

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県史跡名勝犬然記念物謁介報告 第72ffll

奈良県史跡名勝天然記念物譴在報告 第73冊

航空写真実測図一

奈良県史跡名勝天然記念物閥在抄報第7果

1993 

1998 

1999 

1955 

平城京左京三条二坊十三坪 1975 

立野城跡 生駒郡三掘町立野所在中世城郭跡の謁在概報 1975 

天理市石＿K• 豊田古泊群＂ ―天理市石＿L:・既田古柑群発掘誤在報告ー 奈良！＇は文化財閥代報告丹第 27巣 1976 

消水谷古瑣群 一高市群品取町消水谷 1•2•3•4 号項発掘謁在報告ー奈良県文化財閥代報告1f第25果 1976 

平城京右京3条1坊6ノ坪 1976 

斑鳩町瓦塚1号坦発掘調査概報 1976 

宮滝遺跡昭和50年度発掘凋査概報

佐味田狐塚古項 ー付黙石4号旧・小池寺石棺謁介報告一

大福迫跡

新庄火野谷山古頃群

奈良県遺跡淵在概報（第一分fflD1981年度

奈良県追跡調査概報（第二分冊） 1981年度

御所市麻ノ谷 1号項

飛烏・磐余地域の後、終末期古坦と寺院跡

奈良貼文化財逍介報告i’f 第29染

奈良~rし史跡名勝天然記念物 謁在報告第36冊

奈良貼文化財調介報告i1f第31果

奈良県文化財謁介報告i’} 第36果

奈良貼文化財謁介報告内 第39果

1976 

1977 

1978 

1979 

1981 

1981 

1982 

1982 

二J:山北麓石器げ先迫跡の調在 一消風荘第3地点逍跡・滝ヶ谷追跡一 奈良県文化財巽介報告i’f第42染 1984 

三郷町平隆寺 奈良県史跡名勝天然記念物掛在報告第47冊 1984 

櫃原市沼山古団益田池堤 奈良県文化財讃代報告果第48果

奈良県迫跡謁査概報（第二分冊） 1986年度

国道二十四号線埋蔵文化財分布調在報告iIt

広瀬地蔵山経地跡 一奈良県山辺郡山添村広瀬所在の経塚・経地跡一 奈良県文化財盟代報告内第51果

斑鳩藤ノ木古坦概報

樅原市大畑迫跡奈良県文化財調牡報告内第64果

奈良県 口宇陀地域迫跡分布地図

夭理市楢町 福ヶ谷迫跡・白川火葬募群発掘謁代報告i1F

奈良県追跡調在概報 （第一分11ft)

奈良県遺跡謁在概報 （第二分fIIl)

橘寺

南郷追跡群IV

南郷迫跡群V

大和木器行料 I

桜井市奈良県立橿原考古学研究所（編）

櫻井市舞谷5号瑣前庭部 発掘淵介報告

奈良県立橿原考古学研究所三郷町教育委員会

生駒郡 三郷町所在迫跡発掘淵代報告

桜井市教育委員会

安倍寺跡埋蔵文化財発掘謁在概報

閲桜井市文化財協会

桜井市内埋蔵文化財 1997年度 発掘謁代報告ュ、1f1 

桜井市内埋蔵文化財 1999年度 発掘謁介報告` i’fl

御所市教育委員会

奈良県御所市鴨都波追跡一謁代概報＿
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奈良県発掘澁代報告iり 第73果

奈良梨文化財謁代報告1t第80果

奈良県立柑9Jii考古学研究所謁代報告第76冊

奈良県立hl[J氾考古学研究所謁在報告第77冊

樅Ihi考古学研究所研究成果第3冊

1985 

1986 

1987 

1989 

1989 

1992 

1995 

1996 

1998 

1998 

1999 

2000 

2000 

2000 

1987 

1992 

1986 

1998 

2000 

1977 



御所市樋野，1；J-fi／詳

都祁村教育委且会

三陵硲西古J-n
法隆寺

法院寺発掘淵府概報n

法陥寺発掘澗脊概報Ill

斑鳩町教育委員会

斑鳩藤ノ木古柑

斑鳩藤ノ木古柑

川西町教育委貝会 三宅町式下中学校組合

三宅町 1f院逍跡 発掘凋代報告，If

田原本町教育委貝会

1、If(-・鍵追跡

高取町教育委員会 （編） 奈良県立橿原考古学研究所

タニグチ古泊群 （付 タニグチ項硲群） itilti、J.'dft報作

明日香村教育委員会

飛．l.`；，は松塚

和歌山県和歌山市教育委旦会

和歌山市内追跡発掘よ'Jft概報

向和歌山市文化体育振興事業団

史跡和歌山城第19次発掘、悶代概親

心i)l追跡第2次発掘剥代概報

島根県 大田市教育委員会 • 島根梨教育委且会

石見銀111 lwami-Ginzan Silver Mine Site 

旭町教育委負会

ぶj城跡発掘淵．代報告，＇；

岡山県 岡山市教育委員会

岡山市埋祓文化財甜代の概‘屁

造山第2号古柑

仰 Iば：j松城三の丸跡発掘，淵代既咲

人供IIl迅追跡発掘謁府概＇炭

岡山1|i指定I［要文化財 岡1l1d1ヽ＇r．旭束幼It眼1.:.11111.:.1:-？復元報<’;.,'}

倉敷市埋蔵文化財センター

古城池1対，り切

広島県 閲広島市文化財団

大町ヒ九谷逍跡群 ー広島市安佐lYi lメ人•Hlf所（I：一

長）¢逍跡 ー広島rli東区戸坂所（l:一

福山市教育委貝会

新ヽ'J..,l,•tJ'I

福山市教育委員会 オ町茶臼山遺跡発掘調査団

オLLLF茶[_1山追跡

府中市教育委且会

府Llhlirが迫跡5

勅東広島市教育文化振典事業団

由本6り追跡発掘淵代報約，1fI 

Lil鮒2号辺跡免Jfli,V.'J代報告，'f

l・・弘j且跡・荒谷 l:1,1}1せ敷辿跡発掘，9，¥1代報1';,"

文化財論究第 1果

御所,lil'I！蔵文化財，Ahfi報作第1果

一聞lf1157年疫防災 l?liに伴う発掘晶ff-

B/if1158年疫防災l:’liに伴う発掘却＇t及び
収納Ill（建設」：’liに伴う発掘Jlfi

式ド中学校体(i館建設’liliii.l'li’i-

第12次発掘』代概親

1滅10年度 1ltjII道閲発掘』（i
神Iiij辺枕万3次J!j1'i

和歌IlIIli文化体ff振OO'li某1•H』代報告，り第22果

和歌IlIIii文化体fi振OO’li没1•H』fi報｛＇咽第23災

‘I滅 9~II年度．』（t 栃畑谷地ll・出l：谷地区

1980 

1999 

1983 

1984 

1986 

1989 

1990 

1981 

1996 

1972 

2000 

1999 

2000 

2000 

N1'T中国雌卿Irn携•:i:. • 「 I りか1ii誌Ii木 ． n泉寺 1998 
基地屈建設に伴う允掘

1998('じ成lO年度） ー 2000 

付伝T・足古intlil•迅物 2000 

1|i迅，；●：j松14り紛道路改良l?Iiに伴う発掘.J!J(i 2000 

勘lIIli公91111村［．体恥Ii.Iサ建設1:'liに伴う発掘』仕 2000 

i1位Ii埋祓文化財発掘』fi報作第9果

帥11.;iMi文化1UI,11発掘謁(i報告，り第4Ul 

(llllll:f.~,ti文化財HI免掘J|（消li'i ,11 第5果

採1：場1開発に伴う発掘』{Hi!{t,1}

I(9/11hIi埋城文化財よれft報告

文化財センター』fi報代，り第91111

文化財セソクー，乱fi什lit；・，り 第231111

文化114センター，iifi報作，If第251111

2000 

2000 

1999 

1999 

2000 

1999 

2000 

1996 

1999 

2000 

1998 

）こ分市l'I！祓文化財，U/,lf杉I'・報 97



山口県 閲山口梨教育財団 山口県埋蔵文化財センター

I;,I[l.1追跡

束禅寺 ・県山追跡V

山口市教育委且会

八ヶ坪逍跡 ーエ‘li建設に伴う発掘甜在一

小IJ]逍跡 l

神郷大塚追跡II

）く内氏舵跡x（追構n)大内氏逍跡発掘淵西報街XIII

‘、!;\·栄 、'i•

山lhIi内逍跡詳細分布，．J.¥l？t（鋳銭司地区）

束禅、'i:• 曲 1 1辿跡

ド糸ti~辿跡

小／J;(逍跡

防府市教百委且会

敷山・ 末lII;ii恵器紫跡発掘淵代報告

周防国1(•f珈 l！升地区
ー第43• 115 • 49 • 53 • 60 • 65 • 85次淵西一発掘淵在概要 l
、ド成10年1父防J(.f市内追跡発掘，淵介概9炭

柳井市教育委且会

史跡柳）9：茶F11111切打

史跡柳JI’•茶F11 I I,1,rrt 

山口県埋蔵文化財センター ・阿知須町教育委員会

赤迫追跡（C地区）

徳島県 徳島県教育委員会

勝瑞館跡

帥徳島県埋蔵文化財センター

II，与金沿逍跡 ・西谷逍跡

叫i洟淋 ・ t＃米退淋 • 大伯l尚～大俣宇佐追柑 lば遥（U） ・ J＼疇（W） ・ 古1伍讃(U) ・
約11-1賠叫 ・化）貞甜 • 安楽寺谷1t1g召 ・ り補谷西11AM • 松谷遺絣蓬華谷古ltlti( l )

I：佐泊人谷辿跡

イiJI：城ノ内辿跡 石）1：• 神山線地lヌ

金泉寺追跡 ・川端逍跡

マチ追跡

徳島市教育委旦会

徳島1|il.'l滋文化財発掘，11Jft概疫

阿波国J(./跡ft!¥揺訃脊報告

香川県 高松市教百委旦会

高松rIil勺辿跡ftiiii,1!J介

―f/J.ii'.1跡

杵西南西打追跡

1：西IJ;i逍跡附汲仏追跡

宮西 ・一角追跡

川南 ・東追跡

愛媛県 勅愛媛県埋蔵文化財調査センター

{I：古神社跡l'I！祓文化財凋脊報告，It

新池逍跡・IIi場南糾：名跡

史跡 「松山城跡」内貼民館跡地

阿）］迅跡 ・矢[Il八反坪逍跡

湯築城跡

湯築城跡

湯築城跡
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誠 II年度ぼ船暉JFl:I関既1堪道路改良

胃翡闊鵞叫喘導ぶ腿郡唱['Hに什う
湘i』丘毀店

llIlh1i埋蔵文化111』fi郡＇i第 17果

1h1 l1lil'I！絨文化11iよifi報告第56果

lllhliJI壮祓文化IIUれfi報作第57果

lhlhli埋祓文化IIlょ肝代報告第58果

llIIIIIIJII！祓文化IH.軋fi郡'i第66果

llIIIIII埋城文化財』代報11i第72果

llllhIIJII！絨文化II枯ifi郡'i第73果

1111 ldil'I！城文化IH，乱fH報告第74果

lhIhliJII！祓文化財，A，if1i郡'i第75果

防}(.t,lil'I！蔵文化IUJ,J1'i報i'i

防1(.f,Ii埋城文化財』代概要

防が1IIi埋祓文化lHAi(i概要

保／i整侃lt業発掘J,lfi報告，1：

保／i格備1,渫保（牒屯報告，If

1i成II年1郎，し営は1射整侃li渫（担い手fi成刑）に伴う
発掘』(i報告

守』日［勝瑞辺跡東勝地地点
第，次f問掘団fi概＇肛親年 1

2000 

2000 

1992 

1993 

1995 

2000 

1997 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1999 

1999 

2000 

2000 

四1叶縦1'ifI妍li道建設に伴う埋祓文化財発掘讃丘報告占1995

四liif級1'ifl§かli迅建設に伴う埋祓文化財
允掘』仕報作第13災

徳糾，¥l'I！城文化センター 第19果

E’此地）j道{iJt-.神111線迅路改良’li菜に伴う

旦茂姦屈嬰裔贋磁店翡貨孔に伴う

昇蛯斎鼎悲舟製母り嬰乱り且5_[’Iiに伴う
埋城文化財発掘ii代報代，1｝

11・成II年度,:':j松rlil勺追株

特別花，＇紅人ホーム ―さくら花建設に伴う
哩祓文化財允掘週if報告，1:
虚 IIiふれあいlii祉センター勝竹建設に伴う
lI！腎化財発掘出暉告，＇：
太IIlb区第2I：地l:,(_両祭理’li笈に伴う

闘魯森約翡！〗贋君嘉複孔T扉惜肩ぅ
坪祓文化財発掘』代報告

1995 

1995 

1995 

1999 

2000 

1999 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

祁IIiit1両ii路室町新Ill掠埋城文化IH発掘逍仕報告、'l 2000 

一般貼道．Cl坂・輝 l椋ふるさとづくり1月辿迅路整伯` li笑 1999

判暉l'II.1動Ili紐設に伴う埋祓文化財』在報告，暉' 1999 
-f)l)h1i紺Ill-
愛媛i,i又約館の建設に伴う坪祓文化財品fi報告，11 2000 

2000 

迅後公怜1埋蔵文化財よれ代汁防，1!第2分冊 2000 

迅後公1畑I！祓文化財』代報告，1!第3分！111 2000 

道後公園J阻威文化財』i'i報代，'f 第4分1111 2000 



南高）t迫跳 ・森松追跡

迅の谷古J-ft 池の戻逍跡 、ドILiヒ反地追跡

Fl辿跡宮之liii追跡長ii{,(i打逍跡長沢 11サJ't此il<6号J-11

百蒻魯函碕線 綺篇犀り見且蹂t及斐蘭閃復閥追跡 り~Ill人・出口遺跡
矢田平山虹世絡 矢田平山古J-J'! 矢I]1平山追跡

松山市教育委且会・ 曲松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

太山寺経Ill逍跡

古市迅跡 ・1咄i屈辿跡 2 • 3次，凋代

米仕 ・久米地区の追跡Ill

小渕逍跡 3次甜1't-

閲松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

岩崎追跡

今治市教育委貝会

宮ヶ鮒山形逍跡

八町ヒルIll逍跡

四村客fiヶ内追跡第2次甜代地

高橋沿ノi貨追跡II

伊予国分尼、サ追跡

馬越和多地追跡 ・矢田西之汎逍壮跡II

石井•国友追跡
第 1次，凋J'il;{ 第2次，凋在Ii第3次凋西区 第4次，凋代区

市内遺跡試掘確認凋脊報告，11¥llll

市内逍跡試掘確認，1/J在報告•,'nx

松野町教育委凸会

史跡河後森城跡保（社を(ii基本，：I•"’ij

福岡県 福岡県教育委員会

仁右衛l11Ji111追跡 I

船越，：．ilJ;iA逍跡 l

ヒ店）｝；in,}追跡[I

西新町逍跡11

閲北九州市教百文化事業団埋蔵文化財調査室

1'.r・丸）必追跡

脇[[I丸山追跡

心坊逍跡

小紅城跡第3地点下

l_..11逍跡 （C)

ヒ横代逍跡

北方追跡第7次凋仮

丸の内南迅跡

片野逍跡

＇凋槻追跡第 9J也，’.'、i，

堅町追跡第 1地，,,'.i.

高槻逍跡第10地．’・l.i

長野小西III追跡

丸ノ内辿跡

長野フンデ追跡

行正逍跡

福岡市教百委且会

香lfE13追跡 杵1it(t宅地造I戊l..’liに伴う狸蔵文化114允掘哉fi報告
一本文編一

香椎Ai.i'l跡2 印ii:A逍跡群第3次允掘，淵代概＇駐

部本古tft群

四i 靡嬰蘭惰位動II-I彬逍建設に伴う埋祓文化財渕1’t報告料W 2000 
- 61 温閏＼ I・バイパス 2000 
埋財ii，'l tll 

一般国道196り今治バイバス埋蔵文化財晶1’t報佳mv 2000 
一般国道196り今治北道路埋蔵文化財』什報告占 2000 

l~5次謁府 1999 

松1l1rli迅「平）1’・ • 水i/¢綿」 関辿迅跡 2000 

.I2 t久・米3次町足逍敷在逍地桃、米、南住久町米辺町跳辺4跳次。晶南代久地米町迫跳 2000 

松山市文化財』代報告，If 2000 

桧山市文化財，l,j代報1';-,If 1999 

今治市埋祓文化IHJ、,l代報告，1144果 1999 

今治市埋蔵文化IHJ.rn報告内 45果 1999 

今治市埋祓文化財よ巾代報告，'I46果 1999 

今治1illi1祓文化財，閑代報告；1147果 1999 

今治市埋祓文化財湖代報告,'}48果 1999 

今治市埋祓文化財』代報告,'l49果 1999 

今治1ii埋祓文化財』代報告a，'t50果 1999 

今治市埋蔵文化114,lifi報告',’}51果 1999 

今治市埋政文化財J!i代報告，1152果 1999 

2000 

福岡県将羽郡占）1：Illr人字新治所在迅粉のJ.,l代 2000 

福岡貼浮羽郡111.t丸町 ・ 吉Jt•町所在迅株のよ肝代 2000 

2000 

貼立修猷館高校改築’li哭1関係埋祓文化IH逍介報告I 2000 

西鉄弥生が丘1J1地1関係Jift報告 2000 

脇埋祓田漁文港化1財月述発迅掘路』椛ft報侃告Ii業に伴う 2000 

虹営城野団地建設に伴う埋蔵文化財逍i'i報告 2000 

作守衛目敷地のJ.~i'i 2000 

l＇り1|都市小j.991川改修に伴う埋祓文化財の発掘，ll府報告142000 

描代75り綿仕設」：市に伴う埋蔵文化財の発掘J1代報告12000 

小0競馬場スク ンド移築・uliに伴う
埋蔵文化財の発掘逍代報告•,'!

北｝L州市総合述動公I~関係報告

北）L州市lI滋文化11uifi報告内

槻IIl小学校校令紐設に伴うJ!11絨文化財潤代報告

2000 

2000 

2000 

2000 

都市計画道路J.:.I'’lニパ線建設工事に伴う 2000 
埋絨文化財逍jtt報i';.,If

槻田小学校校含建設1:’liに伴う埋祓文化財逍代報告3 2000 

北）L州市総合述勅公園に伴う
l'I滋文化IHの発掘，謂介報告2 2000 

横代75号綜1及II系i'I！祓文化財甜ft報告 2000 

I • 2 • 3区の，AW代 2000 

楠伯否JII rバ泉道路改良lこ‘liに伴う埋祓文化財逍代報告 2000

福岡市埋蔵文化111,li代郡I;.,It第621果

福岡rli埋絨文化IH」'ji忙報告，If第622災

福岡rIi埋祓文化財よliH報告，り第623果

2000 

2000 

2000 
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吉塚祝町 1 吉塚祝町追跡第1次調査の概要
箱崎9・比恵甕棺迫跡
箱崎迫跡群第14次・比恵甕棺迫跡第 1次は掘凋介報告

堅粕4 堅粕遺跡群第9次発掘誨査報告

博多 69 博多迫跡群第103次発掘凋在報告

博多 70 博多105次凋．代の報告

博多 71 博多逍跡群第109次調査報告

関多 72 栂多遺跡群第110次調杏の報告

博多 73 博多遺跡群第113次調査の概要

博多 74 博多迫跡群第112次調査の報告

上月隈遺跡群2 第2次調社報告

J:．月隈遺跡群3 第3次謁在報告

雀居追跡 5 福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調在報告書

東比恵三丁目遺跡

東那珂4 烏田 l

那珂24 那珂迫跡群第64次淵社報告

那珂25 那珂迫跡群第68次謁査報告

福岡市板付周辺追跡謁在報告書第21果

南八幡追跡5 南八幡追跡第9次調杏の概要

笹原2 笹原遺跡群第2次発掘調査概要

麦野c迫跡麦野C迫跡第5次謁在概要
井尻B遺跡7 井尻B追跡群第11次調在の報告

井尻B遺跡8 井尻B追跡群第12次淵森の報告

日佐辿跡 El佐追跡群第 1次調査報告

福岡市埋蔵文化財調在報告晋第624果

福岡市埋蔵文化財調代報告内第625集

福岡市埋蔵文化財調在報告円第626果

福岡市埋蔵文化財調在報告ft第627果

福岡市埋蔵文化財調在報告ff第628果

福岡市埋蔵文化財調在報告iIt第629果

福岡市埋蔵文化財誤在報告内第630果

福岡市埋蔵文化財調在報告i'f第631果

福岡市埋蔵文化財調在報告iり第632渠

福岡市埋蔵文化財讃在報告肝第633果

福岡市埋蔵文化財調在報告iIt第634染

福岡iti埋蔵文化財調在報告i1F第635果

福岡市埋蔵文化財調在報告i'f第636染

福岡市埋蔵文化財調在報告i9第637果

福岡市埋蔵文化財調代報告i’f第638染

福岡市埋蔵文化財調社報告i1f第639染

福岡市埋蔵文化財調在報告i!「第640果

福岡市埋蔵文化財調在報告iI}第641果

福岡市埋蔵文化財乱介報告iif第642果

福岡市埋蔵文化財晶社報告内第643集

福岡市埋蔵文化財調在報告i’}第644果

福岡市埋蔵文化財調在報告i’t第645染

福岡市埋蔵文化財調在報告1}第646染

田島小松浦遺跡第 1次謁森田島A遺跡第 1次調在第2次調介 福岡市埋蔵文化財調在報告内第647果

篇贅盪魯別腐序嬰薗習建竺品闊滋魯贋昇靡昴屈＇l犬迅路、及び
福岡市営地下鉄3号線建設に伴う発掘調在 福岡市埋蔵文化財謁在報告1t}第648果

有田・小田部33 有田迫跡群第189次の謁代 福岡市埋蔵文化財謁在報告内第649果

嘉翫靡翡器嘉靡3吉武圃場整備事業関係賊代報告書6 福岡市埋蔵文化財晶在報告ff第650集

有田・小田部第34果 福岡市埋蔵文化財謁在報告肝第651果

人部X 東入部遺跡群第2次調査報告（2) 福岡市埋蔵文化財謁在報告｛り第652果

内野遺跡ほ場整備JJi業に伴う遺跡群第2• 3次謁在報告 福岡市埋蔵文化財謁在報告iIt第653果

髯塁累轡譴胃数嗅覧覧畑詈惰讐贔゜次・釦狂跡第9次・ 福岡市埋蔵文化財誤在報告)If第654果

周船寺逍跡群3 福岡市埋蔵文化財掛在報告仔第655果

小田c迫跡 福岡市埋蔵文化財謁代報告11f第656果

編閥翌贔晶認醤船醤；こ闊督は醤昇慕喜響し初頭の醐・ 福岡市埋蔵文化財凋在報告itf第657果

井相田c追跡 5 JI：相田C逍跡群第3次発掘謁在報告書 福岡市埋蔵文化財調在報告ff第658果

那珂26 那珂追跡群第71次淵査報告

久留米市教育委員会

神道迫跡第18次凋代

庄島侍屋敷迫跡第4次謁在

筑後国府跡第162• 164次謁査報告

烏飼小学校校庭辿跡

木塚迫跡第5次凋代

今泉迫跡第5次謁在

金丸遺跡

平成11年度 久留米市内追跡群

筑後国府跡平成11年度発掘調資概要報告

山川前田迫跡 国指定天然記念物水縄断柑

甘木市教育委員会

堤当正寺古瑣

100大分市埋蔵文化財調査年報

福岡市埋蔵文化財調在報告i1F第659果

久留米市文化財乱在報告i1F 第154巣

久留米市文化財謁在報告i’t 第155果

久留米市文化財調在報告iり 第156果

久留米市文化財調府報告！「 第157果

久留米市文化財調在報告i’r第158染
久留米市文化財調脊報告内 第159集

久留米市文化財凋在報告円 第160果

久留米市文化財詞在報告；1[ 第161果

久留米市文化財調在報告t'F第162巣

久留米市文化財諷在報告曹 第163果

福岡貼廿木市堤当正寺古情発掘調介報告書
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1999 
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1999 
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2000 

2000 

2000 

2000 
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福嶽城跡

筑後市教育委員会

羽犬塚寺ノ脇遺跡

筑後東部地区迫跡群rn

筑後西部第2地区遺跡群II

筑後西部第2地区追跡群Ill

J:北島花畑遺跡

筑後西部地区迫跡群II

筑後東部地区遺跡群IV

豊前市教育委員会

挟間宮ノード逍跡（追構紺）

豊前市の岩戸神楽

翌前市内追跡分布地図

小郡市教育委員会

三沢古代遺跡2区

西島下1.EI点迫跡・三沢蓮輪遺跡
上岩田遺跡謁査概要
上岩田工業団地造成事業関係埋蔵文化財謁代報告W(1) 
横隈―l：内畑迫跡2 福岡県小郡市横隈所在追跡の淵介報告

寺福憧辿跡福岡県小郡ifi寺福窟所在逍跡の、v,1代

津古片曽葉追跡2区 福岡貼小郡市津古所在追跡の調在

小郡市史編集委員会

大板井遺跡

筑紫野市教育委貝会

国史跡 ．li郎山古瑣

トドキ迫跡II

大宰府条坊跡第123次発掘淵一代

史跡杉塚廃寺

原田地区迫跡群

大坪迫跡

宗像市教育委員会

久原瀧ヶド 福岡県宗像ifi久原1所在迫跡の発掘凋杜報告

太宰府市教育委員会

筑前国分跡 1I 国分寺外郭施設の調西

馬場追跡
九州屯力太宰府変退所建設に伴う埋蔵文化財発掘謁代報告B
大宰府条坊跡XI

大宰府条坊跡xn

大宰府・佐野地区迫跡群1X 前田遺跡群第 8• 9 • 10 • 11次淵代

横岳遺跡 横獄崇福寺跡の調代（迫構編）

大宰府条坊跡XIll 第56次謁在

御笠団Ellth土地周辺逍跡 I 第7• 9・10次謁代

大宰府条坊跡 XIV「市ノ l:」周辺の調資

大宰府条坊跡w 陶磁器分類編
大宰府・佐野地区遺跡群x
佐野地区土地区画整理事業に伴う調資 前田追跡 1次調社（遺跡編）
前原市教育委員会

平原迅跡

那珂川町教育委員会

合政追跡群

中原・ヒナタ遺跡群II

大藪池追跡群、後野・山ノ神前追跡群

福岡県It木市秋月氏関連退跡の調在 2000 

筑後rIi文化財晶在報告第24果 2000 

筑後iii文化財諷在報告第25果 2000 

筑後iii文化財凋在報告第26果 2000 

筑後iii文化財凋査報告第27果 2000 

筑後ili文化財調介報告第28果 2000 

筑後市文化財逍在報告第29!.J! 2000 

筑後iii文化財逍在報告第30染 2000 

貼営lIll場整備巾業に伴う埋蔵文化財発掘讃在報告t1f 2000 

既前神楽人門

小郡IIi文化財調社報告内第131果

小郡iii文化財調在報告内 第141果

小郡rli文化財掛在報告1}第142果

小郡ili文化財謁在報告内第143果

小郡ili文化財調社報告井第144果

小郡r1i文化財品介報告1f第145果

訟J 悶跡Xia区・ XI閃における関辿行料（石的さ ）の閥行報告一

保fi整佃に伴う発掘調介

県九道州建El絣設にIt道伴筑う紫発野掘調I介・報C取告付部

筑紫野rfi文化財諷在報告i’f

史跡整備報告iり

閥筑ー紫原絲野HI市•I：地腎文区化闘田財整潟理饂査庫報ね告繋第に認6伴1 果う皿

宗像rli文化財調代報告1F第48果

太宰I{.fiIiの文化財第40果

太宰lf.filiの文化財第41果

太中I(.hiiの文化財第42果

太＊仰Iiの文化財第43果

太宰府rfiの文化財第44果

太宰府iiiの文化財第45果

太宰府市の文化財第46果

太宰w.fiiiの文化財第47果

太宰府jfiの文化財第48果

太宰府rliの文化財第49果

太宰府rliの文化財第50集

前1恥Ii文化財晶在報告内第70染

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

1995 

1998 

1999 

1999 

2000 

1999 

2000 

1999 

1999 

1999 

1999 

1999 

1999 

1999 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

福岡！＇し筑紫郡那珂川町松木所在追跡群の調lt 1999 

博多南駅Iiiit地区画整理ili業地内迫跡群の調li 2000 

福岡県筑紫郡那珂川町大字後野所在の遺跡群の調ft 2000 

大分市埋蔵文化財調西年報101



佐賀県

観音山，1rtnl罪V

前田追跡群Ill

案徳台

志免町教育委且会

中山遺跡

横枕追跡II

津屋埼町教百委且会

勝浦

芦屋町教育委貝会

金台寺過去糾

朝倉町教育委員会

悧介町の占柑と埴輪

須川ノケオ逍跡

ー付編 ・ •ii地臥古柑の』出代ー

大刀洗町教育委員会

西森111逍跡

甲条神社追跡II

大））洗／1｛行場 燃料庫

三瀦町文化財専門委員会

三瀦町の絵馬 ・狛犬

山川町教育委員会

イモジBi且跡

苅田町教百委員会

近衛ヶ I,：追跡群と近辺の史跡

苅田町の文化逍直

近衛ヶ lti且跡／詳

史跡石塚Ill,1;tn保存管FI!ii•両

新吉窃村教百委貝会

宇野地区逍跡／罪II

佐質市教育委員会

若宮辿跡 -! • 21?5.の，｝，1代

村徳永逍跡

森ITI追跳II

-13~16区の謁代ー

-2~612{の，1，'Jft

増田迅跡itflV J,;（：田逍跡61X.

若宮追跡3IX:• 4 I~ 

弥生時代t1'i硲群の，1,'J代ー

佐竹市埋祓文化財確認潤在報代，11 -1995 • 1996年度．＿

茉師森il'.l跡?.li筑州逍跡 !It
ー佐fi打IKli架に伴う埋祓文化財発掘謁西報告，113 
1:)し1.!|ii.i'.l跡 I -I区の,W,lfiー

l＿：和泉追跡121X．原ノ町追跡4Ii 
古村追跡群 1 古村逍跡4Ii 
-l砥 II谷（呆泉工業団闊関係JI！！祓文化財発掘,J!Jti郡＇訊 8-
徳永追跡l!lll 徳氷追、4.5. 6 1メ
ー佐釘11i久保泉上業団地1具19系Jlj！祓文化財発掘，凋fi報告，119-

唐津市教育委貝会

1.'frltdi内追跡確認凋fi

・,'t牟Ill沿谷逍跡

i紺：i第II逍跡

91";°牟ILI西1l直跡 (3)

枝上水分校人11ji'l跡

菜:l1II内lIIji'l跡 (3)

野lJ;i辿跡

武雄市教育委且会

102大分市埋蔵文化財，J,',ll't年報

筑紫郡那珂川町大字III原所{E古用群の誨在

福1部，し筑紫郡那珂川町人字五郎丸所在遺林群の品代

福岡，し筑紫郡那珂川町人字安徳所在
、IL徳台泊跡群の，乱fi概什，

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

/1！い手ffl戊基盤整備巾哭勝iIIi地区に伴う発掘汎代報告Ill2000 

I"渥町文化財甜在報告，1f第10果

福岡県三井郡人う］洗Bf人字本邸所在辺跳

2000 

2000 

l999 

2000 

2000 
躙曾履筍煽開醤闘嗜悶昇魯涅臨
燃料M（跳IJ)掛在大刀洗飛行悶関係文化財品n報告，り第1災2000

2000 

2000 

(./i塚山古lJ't．番塚古Jfl・御所Ill古用） 2000 

ぷifll町文化財詳細分布地図 2000 

叫削，涼都郡苅111BIK‘r:I¢介字近衛ヶ丘所在の辺枕群 2000 

福岡県築上郡新古磁村1所(Eii'Jiff群の湖西

佐行I「文化財逍n報告，り第108果

佐約1i文化財団i"報告，り第109果

佐i'111i文化財謁杜報作’t第110果

佐fi市文化財，潤輝防，1！第Ill果

佐竹Iド文化財甜t消U'咽第112災

佐nr|i文化財品介報閥り第113果

佐f'i1fi文化財晶仕報店，I！第114果

佐rtrli文化財謁仕報告，り第115果

佐竹「i文化財晶f消防，'f第116果

佐代市文化財逍丘報告，'f第117災

佐rHi文化財品在報告，り第118集

＇：地1)り発に伴うrJiJ/,J追跳確認晶代報告

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

叩判II地僻総合土地改良’li没にかかる埋蔵文化IIは1ft 2000 

巾1l1t::l地域総合ft(iii'li哭に伴う埋祓文化財J,IJ'it!H';,1f2000 

加Ihii文化財逍仕報符，1!第9,1果

四深基盤絡（面li業にかかる埋祓文化財謁介

l,1iilh|i文化財晶代報1'i・,り (3)

Ltl::l述勅均造成1:’liにかかる埋蔵文化財晶代

2000 

2000 

2000 

2000 



咋ノ谷窯跡

鹿島市教百委員会

JIil屯追跡 (C地区） ．，’i)Lil'l跡

杉追跡

旭ヶ岡逍跡・鹿島城跡

鹿島城跡 Ill 

大和町教育委且会

池 I;．二本松逍跡

久池井五本杉逍跡（ l．2次，J,'Jfi)

長崎漿 大村市文化財保護協会

玖品城跡～玖恥｝l|改修 I’.1iに伴う発掘凋f1~

大村市教育委員会

焦）L辿跡ほか允掘，1！Jft概＇災vol.2 

熊本県 熊本市教育委只会

神水追跡Ill

人i［追跡／罪Ill

つつじヶ 1王横‘I'(Itt

熊本市埋蔵文化111,J/Jが1：．報第3り

宇土市教育委貝会

宇I::城跡（西岡台） l!I
ー保｛（格備li裳 （＇1,・う第9~II生次」主成立二」1矩貶Lit掘，/,W.慨報
不知火町教育委且会

塚原平古J-J't-

南関町教育委且会

鷹ノ原城跡 l

阿蘇町教育委且会

阿蘇町遺跡地図

熊本大学文学部考古学研究室

ナガラ／）孔束且J役Il西lJ;iFj且跡3Ill肥後における，用 ；l 

ナガラ／）；［東貝塚2II西IiiFil'1跡4

大分県 大分県教育委且会

ぷ．沢地区条里跡 ガランジ地区 松川／J;汲illl.地地 Ill仲地地Ix

県指疋JtのIll板碑

巾原舟久手追跡

千塚西追跡

森の木迫跡

炭術追跡

小野家硲地発iIIi,1/Jfi報約，＇｝

l¢漕追跡（第2次，淵f'ilX:・第5次，J!J介区）

Iシノ 9原‘l‘-l);i辻i跡

治別当辿跡

四17rli Iてノ1J;i1記'g,’§(i群

瀬戸柑総群瀬戸逍跡帆足城跡

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗汽料館

武雄市内古窯枕群発掘晶ft報作，，＂

即訓j文化財甜fi郡＇；• 第IO果

鹿刷j文化財湖ft郡＇； 第11果

鹿刷i文化財凋代郡＇； 第12果

鹿品,fi文化財閑fi報告第1,1果

佐釘県佐汀郡人＾hlBr)誼：池 1•所（I：池!·.
沐松辺跡第二次品fiの叫ik:'i

大村1li文化財湖代報i'む＇：第24果

一屯12次凋丘1各発掘Jilf消船，'}

一人．i［辺林群第39次発掘』fi報fi,1f

発阻逍丘概報I¥'

•I;·成 9 年度～ 1i成JO年度

'j.: I・・IIil’I！蔵文化財、↓れ代報作，り第21果

2000 

1996 

1998 

1999 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

1997 

2000 

2000 

2000 

熊本貼j・:tl祁イ<i"Jl火闘：．：退I;/i(t：古Jnit掘・格伽報告ー 1999 

‘Ii成9• IO年度品ft概要 2000 

f,:J直tBI辺跡群細分(1i』{i 2000 

杓，片学研究室活動報告 屯311し 1999 

杓古学研究宅活動報告 第31果 2000 

般II槌442り J.~（木f0i)柑| ’. 賢）道路改良l.’liに伴う
JII！絨文化財発掘 ？ 2000 

路川火山砂防’Ji渠に伴うi'I！＆文化財免掘』fi報告，'f 2000 

2000 

県道占<<犬封>迅I I 亮I:’I；に伴う 2000 

埋県道祓文赤 原発発I ［ 改,'l良I?liに伴う
2000 

<飼構m 〗 ,r,liに伴ー）
2000 絨文化財発逍代報 ，＇； 

2000 

協滞改良求米圃l改修I:’liに伴うjII！蔵文化Iり発掘よin,1:2000 

ば地J漢疇IIt1！線（HI,J;il:IX道路改良li没に伴う 2000 
JII！蔵文化財発掘、J,ift報1h,9f

ILili横断r1蜘II道1及11系JIII蔵文化財発掘，｝，＇j代付船， 1HI5) 1999 

IL州横断自1'/J'卜道1具11系JII！祓文化111発掘Ji代報告，1HI6) 2000 

九州横断自妍It迅1月1系埋祓文化IH発掘Jift報作，1HI6) 2000 

石造文化財の保（f.対策のための概＇炭，凋代 ー{j造文化財のJ屈礎、i'Jf計1i1'i,It- K分県立宇佐風」••nしの lr.1:t史民俗fit1館報；’i ,1f第18災 1996 

大分県立歴史博物館

6造文化財の保存対策のための概＇屁凋ft2 
一石造文化財の保（砧肝汁ll1'i,1f-
六郷Ih寺院逍構確認，J,',1ft報布，9FI旧

悶後国安岐郷 l

中津市教育委只会

大分貼I‘r．歴史博物館報告，り第3果

大分県11歴史博物館報約，り第4果

国東‘I'品i1池i村浴迅桃群il11分（liJ!l代概烈

1999 

2000 

2000 

大分I|iHl！蔵文化財，凋代年報］03



定留追跡 IIl灯II地区 台逍跡

佐伯市教百委且会

佐伯城下町追跡 西III1丙院駐車tt}地．1.,i

大田村教育委且会

赤松 ・野111追跡

武蔵町教育委且会 武蔵町文化財調査委只会

武祓町のIKIIJ塔

三重町教育委員会

市場迅跡（泉l)；（地区）、屯ヶ｝，＼横穴秘群、屯ヶ;:,¥古切

千歳村教育委且会

人辿追跡徳1Ji（地区、1iirIJ第2追跡1J;i地区

久住町教育委員会

小路追跡 1 •屈敷逍跡

市第1Vii'1跡 ・トグウ逍跡 ・立花追跡

玖珠町教育委且会

角牟礼城跡

アタタ メ逍跡

坂II追跡

大分の石揺を研究する会

おおいたの石橘

宮崎県 宮綺県教育委且会

特別史跡西都JJ;(IIilftl詳

鬼の乱りft.西部1);(205号柑

国而跡保(f-'li'Hiii)J;礎凋杏 概要報街占IV

平成II年疫 ／此業）＆盤整備li槃に伴う発掘，，JIlft概嬰報告，If

史跡 叩 I,'濯I群

北ヶ辿辿跡

1iiilll二JlIIljl'ltA;

煤太郎逍跡

宮崎県埋蔵文化財センター

神殿追跡13• C地区南平第3迫跡南‘I<第ヽ I追跳 IIIノ1）;I遺跡

石/Tl・友／凡逍跡

石塚城跡 • 島ノfil'l跡

.'、lli,I第1• 第 2 . 第 3 逍跡 • 本野／）；遁跡 ・ ヒ野第 3 逍跡

上の1J;i第2逍跡 lこの原第1辿跡
Kの1)孔第4逍跡 l‘lヶ野第3逍跡A地区

''"'嘩逍跡

竹ノ内追跡

人1』i;,1Ill追跡

平Ill辿追跡

白ヶ野第3逍跳13地匿

日南市教育委且会

平成II年I!!: II南市内追跡発掘調社概汲

小林市教育委只会

H,j水1Jii逍趾；；tliii,i/J付報侍，＇f

西都市教育委且会

西部IJ礼地区追跡 ・II向国分寺跡

えびの市教育委且会

昌明寺迫跡

浜川1Jii辺跡

104大分市埋蔵文化財，！出忙年報

1999年復1ht1！地区追跳群発掘逍在概報

射院施設建設に伴う埋祓文化財発梱晶刊報告-,11

ご前地区辺跳群発掘甜仕概報IV

貼営担い手ffI戊圃均整伯li渫西部地区に伴う

問淫斎｛且附骨紅霞貨§心'Ii亮都野東部地区に伴う
蒻血饂内

玖珠l!I［文化財iifi報告第12果

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

広域r.’i迅玖珠線に伴う発掘乱在報告1f第10災 2000 

スーパー）＼栄店舗建設に伴う埋祓文化財発掘J/lfi報作，1f2000 

発掘J/lfi・保(i整伯概要報告B(V) 

寺伯j祖が第8次』介

保（i陀伽’li笈 発掘よ肝代概要報告;111

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

一般ItiJi11218サ線，は千記パイパス建設に伴う 1999 
埋祓；仕lり発掘J/1介報告む
一般I叫0サ叫栖インターチニンジ関連I渫に伴う 2000 
埋絨文化財発掘逍代報告，I[
一般l暉 10囁渇l’恥イパス建設li渫に伴う 2000 

闘急斎貨盟秀何丹§緊眉翡笑に伴う

罰沿斎翡悶魯贋翠岳認翡り恥圧地区に伴う

門蒻姦慮盟危薗笥忍謀直仇郎改良工事に伴う

門慕§蘭！！11t限翌り凹瓜仇路改築’l；哭に伴う
允掘町濯＇渭
llif1地総合如囮li業「祁域地域」区画整理に伴う
発掘逍介概要報告，~t

東九州i'IJJJ,,通設に伴う発囮謁在報告，'}I

県名ばり地保全酪侃li笈時屈地区に伴う
坪貨V(I’財＃期凋fi報告K

IIltiIIi肌祓文化財逍fi報告・，り 第12果

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

霧品東地l煤詞IJI地畜麟叫麟特別対策’li渫に伴う2000
声 t肛企IiiiJ|fi報仰’f

市内辺株発掘』代概災報告・，1} 2000 

畑担い手ff成店盤’li哀11明寺地区圃揚整偏li渫に伴う2000

灯惰斎晶閲魯隠滋乱音蕊鼎業に伴う 2000 
埋祓文化財発掘讃在概要報告• .i,t 



左牛'l'f逍跡 県符一般腹道lff（藷'!l某
椎の木平地区に伴う埋祓文化財発掘逍在概要報告

2000 

渭武町教育委員会

滑川第 I.第2追跡

, 1,111第 1 追肱 • 第 2 ji'.!跡

田野町教育委且会

ズクノ山第2逍跡F地区

本野追跡

高野原追跡（A地区）

,:・:;野l);i逍跡13• Cli 

,:;j里fl)]追跡 (E~Cl>()

三股町文化財J.'Jft報告，＇f

諏、l}j廻第 1追跡

県営設地保全整（付事某船引工区にかかる

襲§儲塁襲嘉農闘工区にかかる
埋蔵文化財調西概要報告•，り

1999 

1999 

2000 蹟 II年度貼営緊急畑地帯総合整位1渫鹿村野地区に
伴う埋蔵文化財発掘血概要靡卸’f
中成4年度！晶店地保全整何哭元野地区に（半う

澤息召鳳魯贋君眉得麿出付事業元野地区に伴う
嗅文阻財発揺調行報告，It
平欣6．度県営店地保全整偏1i党元野地区に伴う

悶魯吝i廿胤烈贋習且紺窒§低1i第元野地区に伴う
埋祓文化財発掘哉在報告hIt

2000 

2000 

2000 

2000 

町営経地公固建設に伴う埋蔵文化財確認逍在報告，'1 2000 

高原町教育委且会

俯粉11.1追跡 県営1胤楊整侃li業に伴う埋祓文化財発梱逍在概 2000 

木城町教育委員会

石河内本村追跡
闊t中山It1地域総合整（薗事某に伴う
石河内本村迫跳発掘凋府報告•，'f

2000 

鹿児島県 鹿児島市教育委且会

一之宮追跡B地．＇.'.(

)Jll治ld1仙追跡B地．’,':;,

庇児屈（鶴）L)城―・之）L跡G地点

鹿児1；し系）Jglt所跡DJ也．＇・'.i

i)IL心と1liiil'.I跡

谷LII城跡E地点．

串木野市教育委且会

:1',水野城跡

叩屈小学校歴内体育館建設に伴う緊急発掘哉社骰告，11 2000 

即11独四没設村糾面li業に伴う緊急発掘＂軋府報告， 1：
宗教迅均の建設に伴う緊急発掘J訴在報告，'f

駐車場格｛面')i梨に伴う埋祓文化財確認紺内報告，If

2000 

2000 

2000 

土地区屑ij腎開l i染ii•両に伴う埋蔵文化財確認J訳報告・,If 2000 

急傾斜地崩壊対策＿T．Tliに伴う緊急．発掘，1ifi報告，If 2000 

2000 

出水市教育委且会

1|99¢ l. Il追跡

出水は塚

市道ii川野栗毛野1号綜改良舗装li梨に伴う

闘紬闘贋揺贋認こ｛｝う
事粒・(I財発掘涸?f報告＇t

2000 

2000 

松元町教育委且会

松元IIIr埋蔵文化財允掘，Ji.Ift報!';.,11(3)宮ヶ辿迅跡 ふるさと四迅緊急整佃’li哭（｛ごrrI尾地区）に伴う
埋蔵文化財発掘消行報告1t 2000 

鹿児島県姶良郡蒲生町教育委只会

II本一の巨樹 ii1i生のクス 国指定特別夭然記念物「蒲生のクス」保護増硝’li哭報告，1)2000 

2
 

定期刊行物・図録等

向北海辺埋蔵文化センター北海道

閲代年報12 平成11年度 2000 

閲アイヌ文化振興・研究推進機構

訓アイヌ文化振興 ・研究推進機構肋成1i某案内 平成13年腹版 2001 

宮城県 宮城県多質城跡OO査研究所

多竹城跡 宮城県多竹城株逍在研究所年報2000 2001 

福島県 主催／郡山市教育委旦会 共催／曲郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団

第6lIIl市内追跡允掘謁fi成果1戌 国指定叫念企両 語りはじめた大安均古用 2000 

勅いわき市教育文化事業団

茨城県

いわき市教fi文化’li梨ÌJ1 年報JO

先史学・考古学研究編集委員会

2000 

筑波大学

筑波人学 脱史 ・人穎学系 2000 

栃木県 足利市教育委且会 文化課

‘l;•IIX: 8年度文化財保護年報

平成9年l文文化財保護年報

足れl叶j埋蔵文化財諜在報告・，It第38果

足利市埋祓文化財淵在報告，り第39果

1998 

1999 

大分市埋蔵文化財澗脊年報l05



群馬県

千葉県

平成10年度文化財保護年報

曲群馬県埋蔵文化財調査事業団

研究紀嬰18

国立歴史民俗博物館

国立歴史民俗Iiり物館研究年報8

習志野市教育委員会

足釉Ii埋絨文化財乱西報告，り 第42果 2000 

2000 

2000 

特別史料股「ドイッ兵 l：の見たNi¥RASHINO 1915-1920習志野倅I打収容所」 1投示品図録 1999 

東京都

山武考古学研究所

山武考古学研究所年報Nn18

研究所案内

埋蔵文化財の糀FI!’li渫のご案内

架務経歴ー11/if1146年～‘I;・成10年度一

里見氏稲村城跡を保存する会

里見氏稲村城跡をみつめて

里見氏稲村城跡をみつめて

文化庁

逍跡保存方法の検，卜t

文化庁 株式会社ぎょうせい

文化庁月報 4 JI号

文化庁月報

文化庁）J報

文化庁）—J 報

文化庁月報

文化庁）J報

文化庁月報

文化庁）1報

文化庁月報

文化庁月報

文化庁月報

文化庁月報

5 JI乃

6 JJ号

7 J j : J・ 

8 J jけ

9 JJ号

IOJ J lJ・ 

l l) 1 : } 

12) J :; 

I JI号

2)):j 

3 Jjり

No.389 

No.390 

文化庁 第一法規出版株式会社

月刊文化財3

月刊文化財4

月刊文化財5

月刊文化財6

月刊文化財7

月刊文化財8

月刊文化財9

月flj文化財］0

月刊文化財II

月刊文化財12

月刊文化財 l

月刊文化財2

月刊文化財3

文化庁 三和総合研究所

困民の文化に1及lする意識，~/,l l"t

国民の文化に関する心識，淵代

芸術活動に関する意識淵代
ー芸術家 ・芸術団体に関するiJ.'l代ー 謁在報侍，＇t

地方公共団体の文化行政に関する実態謁在 報告占
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第二果

第四果

水III辺跡

シンボジウム「里見氏I！拷」

シンポジウム「海からみた安b}」

特果 文化政策の充実に向けて

特果 現代舞台芸術の人材住成

特果 文化財建造物の修狸

2000 

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

特果 困際文化交流の推進ー1111月および悼l川との交流 2000 

特果 杵作椛保護の充実のために

特果 公立文化会館の活性化

特果又術の21世紀を）lf塑する

特果 及術の21世紀を展望する

特果文化財保護法50年記念

特果国語審議会答申

特集世界遺荏

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2001 

2001 

〈特果〉情報技術(IT)の進展と1掛際抒作椛システム 2001 

‘li成12年文化庁文化財保護部監修

平成12年 文化庁文化財保護部藍修

’l域12年文化庁文化財保護部院修

平成12年 文化庁文化財保護部腔修

平成12年 文化庁文化財保護部監修

‘li成12年文化庁文化財保複部監修

‘li成12年文化庁文化財保護部監修

‘f成12年文化庁文化財保没部監修

、ド成12年 文化庁文化財保護部監修

平成12年 文化庁文化財保護部藍修

、ド成13年 文化庁文化財保護部監修

1滅13年文化庁文化財保護部係修

‘IL成13年文化庁文化財保護部腔修

一般国民編逍在報告l}

児憎 • 生徒編逍在報告，1｝

芸術家・芸術団体に関する』代

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2001 

2001 

2001 

2000 

2000 

2000 

2000 



文化と経済に関する、．iり代 ，凋代報告,'f

味 ジャパン通信情報センター

文化財発掘出土情報 4 

文化財発掘出」•情報 5 

文化財発掘出L:情報 6 

文化財 発掘出上情報 7 

文化財発掘出上情報 8 

文化財 発掘出土情報 9 

文化財 発掘出土情報 10 

文化財発掘出L:情報 II 

文化財 発掘出士情報 12 

文化財発掘出土情報 I 

文化財発掘出 L情報 2 

文化財発掘ILKI••VI報 3 

勅東京都生涯学習文化財団 東京都埋蔵文化財センター

研究論果i11

世田谷区教育委員会

世田谷区史料芯•，'F 第15在

世田谷区史料芯-,'f 第167.1

世田谷区立郷土汽料館

記t8の中の風依

府中市教育委員会

逍跡のじょうずな楽しみ）j.

早稲田大学考古学会

古代第108号

新人物往来社

歴史読本 4月号

第一法規出版株式会社

全国市町村要覧（平成11年疫版）

富山県 閲宮山県文化振興財団埋蔵文化財細査m務所
埋祓文化財概悦一‘1勾戊11年度一

冨山考古学

永代追跡発掘謁査レポート

発掘淵査十年のあゆみ

石川県 金沢市

金沢市史

金沢市史

愛知県 閲瀬戸市埋蔽文化財センター

平成11年度帥瀬戸市埋祓文化財センター年報

(IIり瀬戸市埋祓文化財センター研究紀悦 第 8糾

列品に華1;flく）＼窯製，'1111 ～西II本の様相～

挫田市瑯土貧料館

悶田市郷土賓料館だより N{l32 

南山大学人類学博物館

／氏示品目録 l 縄文時代紺 l

三重県 津市埋蔵文化財センター

埋蔵センターニュース 第IIり

四日市市教育委員会

四LI市市文化財保護年報10 -'I<成10年度一

2000 

瓶史 ・杓古の情報誌 2000 

脹史 ・考古の情報誌 2000 

脹史 ．ぢ古の情報誌 2000 

歴史 ・行古の情報誌 2000 

歴史 ・杓占の情報誌 2000 

歴史 ・杓古のl,'i報誌 2000 

歴史 ・杓古の情報誌 2000 

歴史 ・考古の情報誌 2000 

歴史 ・考古の情報誌 2000 

特集 I[i.(i器発掘ねつ造 2001 

特果 ’00杓古学 発梱この一・年 2001 

【在碩グうピア 】 秋Ill~，し森吉町 LI俎岱A迅iji 2001 

東）；（都埋祓文化財センター

-‘序貞で見る世1IJ谷の昭和30年代と今一

2000 

2000 

2001 

2000 

刷IiiiJII！祓文化財調在報告第26災 1999 
武蔵抑(,fl却辿追跡曲碑約26ー第24}・IIII

2000 

特果戦IJilの常識・非常識全国戦国大名の新'li実の姿 2001

研究紀要第3号

‘I!・成II年度 窃山県ポうンティアJII！蔵文化財
保設活9)fli業発掘体験講挫

行料編6 近世編 町政と城下

m1紺16美術工芸

翻涌凸Iil11城文化財セソクー企画展 l刈｝A

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2001 

2000 

2000 

2000 

2000 

人類学1しり物館紀渋 第19号 (ISSN 0388-871 I) 2000 

2000 

1999 
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滋賀県 滋質梨安土城郭調査研究所

滋四リ，＼安土城郭 ，｝出田研究所年報 1999年度

京都府 閲京都府埋蔵文化財調査研究センター

J；（都府埋祓文化財情報第75[;

Jは都府JII！祓文化財情報第76乃

｝；（都府JIU蔵文化財情報第77号

Ji汁11l(・fi!l！祓文化財情報第78号

京都市歴史行料館

Jii励111伍史資料館年報 Nul8 

Ji消lhIIの文化財

閲京都市埋蔵文化財研究所

研究紀＇災第3り

城陽市教育委員会

城IIM,li埋蔵文化財，淵在報告，If

閲長岡京市埋蔵文化財センター

長岡Jj{I|iJll！蔵文化財センター年報 平成IO年度

うらしまフォーラム実行委員会

うらしまシンポ2000

楽浪文化財修理所

文化財修fll！報告，1; VOし．I(I 999) 

文化財修fll！報告，1; VOし．2(2000) 

大阪府 豊中市教育委員会

文化財ニュース 悶•I, Nu27 

:/tl刈物＂／i-心くて身近な中世の悶 III_

とよなかの1此追具

窃槻市教育委貝会

':.:j槻II1文化1け年報 ‘,,.成10年度

兵庫県 姫路市教育委只会

TSUBOIIORI 

尼崎市教育委貝会

尼闘lil'I！蔵文化財，j/Jft年報 、ド成 7年度 (I)

加東郡教育委只会

埋蔵文化財淵杜年報ー1999年炭版一

奈良県 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

埋祓文化財センター案内 2000 

l'I！祓文化IIオニュース

埋祓文化財ニュース

狸祓文化財ニュース

埋祓文化財ニュース 95 

l'I！蔵文化財ニュ ース 96 

JIJ！蔵文化111ニュース 97 

i’l！祓文化財ニュース 99 

l'I！蔵文化財ニュース 100 

奈良大学文学部文化財学科

-)L)L)L，，［ 文化財烈報第一ヒ果

-.ooo年文化財泉報第一八果
奈良梨教育委只会

緑地保全と古柑保護 ー1h1HI報告一

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

l08大分rli埋蔵文化財lJ,"代年報

平成12年度’li哭計画，平成II年度'1ぽ報告

新指定・登録の美術［幽';,',

ーこの伝説の ｛i•い面を21 世紀ヘー

とよなか文化財プックレット池8 通史編Ii

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1996 

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

1996 

2000 

平成IO年疫(1998) 姫路Iii埋祓文化財凋社略報 2000 

)JIljillIlIII蔵文化財報l'i26

迅附紐iii月辿文献II録

ill 1:/i限it追物保（伐処狸の最近の効lbj

閃摂杓，1符：l （追粉 1：壌の送りll法）

1998年度坪絨文化財関係紐，1．fit1

年輪年代法の最新情報一弥生時代～飛．！湘『代ー

100り出念行果 ／ii近の』仕研究成果

光釦El：先生追卜：は埓溢i果

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

1970 



埋蔵文化財ニュース 98 遺跡探在実態調fi 2000 

埋蔵文化財ニュース 101 古代地方官面追跡関係文献目録 IV 2000 

埋蔵文化財ニュース 102 埋蔵文化写真業務実態謁在の結果 (2000年版） 2000 

埋蔵文化財ニュース 103 1999年度埋蔵文化財関係統計賓料 2001 

埋蔵文化財ニュース 104 「遺跡学をめざした追跡の保存と活用に関する研究巣会」 2001

天理大学文学部歴史文化学科考古学専攻研究室

考古学と民族学とのふれあい 天理大学考古学ilj．攻の紹介 2000 

古事 天理大学考古学研究室紀要第4冊 2000 

奈良県立橿原考古学研究所

背陵第101号 1999 

青陵第102号 1999 

青陵第103号 1999 

肯陵第104号 1999 

梱原考古学研究所年報24 平成9年度 1998 

梱原考古学研究所年報 1974 1974 

樅原考古学研究所年報 昭和50年度(1975) 1975 

樅原考古学研究所年報昭和53年度(1977) 1977 

橿原考古学研究所年報昭和53年度(1978) 1978 

櫃原考古学研究所年報昭和54年度(1979) 1979 

梱原考古学研究所年報 昭和55年度(1980) 1980 

樅原考古学研究所年報 昭和56年度(1981) 1981 

梱原考古学研究所年報 昭和57年度(1982) 1982 

橿原考古学研究所年報 昭和58年度(1983) 1983 

櫃原考古学研究所年報11 昭和59年度(1984) 1984 

樅原考古学研究所年報13 昭和61年度(1986) 1986 

拙原考古学研究所年報14 昭和62年度(1987) 1987 

樅原考古学研究所年報15 昭和63年度(1988) 1988 

拙原考古学研究所年報20 平成5年度(1993) 1993 

梱原考古学研究所年報21 平成6年度 (1994) 1994 

梱原考古学研究所年報22 平成7年度(1995) 1995 

樅原考古学研究所年報23 平成8年度(1996) 1996 

考古学論牧第3冊 柑原考古学研究所紀要 1979 

考古学論孜第4冊 椙原考古学研究所紀要 1980 

考古学論孜第511l} 梱原考古学研究所紀嬰 1981 

考古学論孜第6191} 櫃原考古学研究所紀要 1981 

考古学論孜第7Ill} 植原考古学研究所紀嬰 1982 

考古学論孜第8lIIl 橿原考古学研究所紀嬰 1982 

考古学論孜第10fl1} 植原考古学研究所紀要 1984 

考古学論孜第llllH 栂／j［考古学研究所紀要 1985 

考古学論孜第12lllf 柑［原考古学研究所紀要 1987 

考古学論孜第1311ft 橿原考古学研究所紀要 1988 

考古学論孜第14lIIl 橿原考古学研究所紀要 1990 

考古学論孜第20ll1} 柑II凧考古学研究所紀要 1996 

考古学論孜第21fl1} 枇原考古学研究所紀要 1997 

考古學論孜第2211ft 樅原考古学研究所紀要 1999 

梱原考古学研究所年報 25 平成10年度(1998) 1999 

梱原考古学研究所紀要考古桟論叢第23lllf 2000 

青陵第105号 2000 

肖陵第106号 2000 
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社団法人 橿原考古学協会

•1 'j·陵

1'i・陵

奈良栞立橿原考古学研究所 由良大和古代文化研究協会

柑II屈名古学研究所第6回 公開講油会肝料

藤ノ木，1,t!t Ml瓜考古学研究所 公,m溝狐会狩料
閲由良大和古代文化研究協会

研究紀＇災第 6果

勅桜井市文化財協会

桜井1|i内耶蔵文化財 1997年度 発掘，j/Jft報11ilfl 

桜井市内埋蔵文化財 1999年疫 発ll1i』/J脊報約・，Itl

斑鳩町教育委且会

斑鳩藉ノ木古切

斑鳩藉ノ水古tn
飛烏資料館

あすかのが造物

全国史跡整備市町村協議会事務局

全史協会報

岡山県 岡山市教百委只会

岡Ihr|I埋祓文化財，1,＇J内の概投

倉敷埋蔵文化センター

介敷埋祓文化財センタ一年報6

介敷埋祓文化IIイセンター年報7

広島県 広島市教育委員会

火と暖り｝具

写真が明かすれ，し株支廠の姿

曲広島市文化財団文化科学部文化財課

弥生ムラ，涎生

平成II年I.fl:'li棠記録果

福山市教百委且会

福山市文化財年報別1111

福山市文化財年報 29 

府中市教育委員会

府中市内逍跡5

広島大学文学部助教授西別府元日

平安時代初期における西洵逍の地域政治史的研究

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室

広島）く学文学部帝釈峡逍跡群発掘潤在宅年科i)J¥’

文学部帝釈峡逍跡群発掘凋査室年報XID

閲東広島市教育文化振興事業団 文化財センター

文化財，溢究第 1果

山口県 閲山口県教育財団 山口県埋蔵文化財センター

陶けん第12リ・

陶けん第13り

下関市立考古博物館

Fl勘Iパ［名古博物館年報5

研究紀＇炭第 11:; 

倭人、文j・：と出会う

下関市

JJO大分市埋蔵文化財謁代年報

(I :;-~50:;-) 

(51り～100:;-)

於奈良貼文化会館

於奈良！，＼文化会館

平成II年1£ 全国史粉整（前市町村協議会

1998（平成10年度）

平成10(1998)年度

平成11(1999)年度

広ii市紐1泊料館行料柑説，'f第15果

~r..tti支祇写真集～

大llll!li睛代のひろしま

平成II年度 ！t戸束古用 惜人住宅擁壁I?liに
伴う緊急発掘ii丘報告•，1}

1999（平成II)年度

府IIhii埋絨文化財晶在報告

西ifiji{j諸1,1地域史からみた大宰府支杞について

1 996 

1998 

1989 

1988 

2000 

1998 

2000 

1986 

1989 

2000 

2000 

2000 

1999 

2000 

2000 

1999 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

1998 

1998 

tit「I即国文化114センター年報一平成10年度ー 2000 

山II即 I！蔵文化財セ；；ター年報 一平成II年11- 2000 

‘l1成II年疫 2000 

2000 

2000 



下関1|i史 fi料編VI

防府市教育委且会

平成IO年）父防1(,/市内辿跡itihi•• i,j代概要

徳島梨 徳島市教育委員会

徳島rfil11！祓文化財発掘，淵fi概＇屁

香川県 高松市教育委且会

高松Ili内追跡允掘温ifi

愛媛県 曲愛媛県埋蔵文化財詞査センター

愛比・；；

紀‘及愛媛削l1j「;(II!)

まいぶんえひめ N(l27 

防府IIi埋祓文化財品丘概要

‘lL成II年1此：・；j枷Iii勺逍跳

歯如I(1999)年度年報

愛媛県埋威文化財よ牝仕センター研究紀要

2001 

2000 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

松山市教育委員会・向松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター 松山市考古館

絞乱の時

北九州市立考古博物館

北九州IIiヽ'r．ど占博物館年報

研究紀嬰Vol.7 

閲北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

埋蔵文化財，J,'Ui室年報16

研究紀‘反

福岡梨 福岡県教百委員会

福岡貼埋祓文化財発掘，凋が1,報

福岡市教育委且会

福岡市JII！蔵文化財年報 vol.13-

平成11(1999)年度 福岡叫ll祓文化財センタ ー年報第18り

福岡IliJII滋文化財センタ一年報 第19弓

博物館等建設推進九州会議

文明のクロスロー ド Muscuml<yusyu第65り

既前市教育委只会

如i和11の＇（；戸神楽

文化のかおるまちづくりをめざして

芦屋町教育委貝会

;’,'邸IIrl！た史民俗釘料館年fIl 第 lり

三瀦町文化財専門委員会

三瀦町の絵馬 ・i(I犬

苅田町教育委且会

近怜jヶ Ir追跡群と近辺の史跡

ぶim町の文化j且殺

近衛ヶli：追跡群

＿切jii地）itlitーく縄文の及と祈り＞

苅IIII見1辿’li架

長崎県 長嬌県教育委只会

JL州北部ゴリ，し 姉妹追跡

三追跡父流こどもフォーラム ，記録果

南有馬町

原城発掘 西洵のエ土から殉教の舞台へ

熊本県 熊本市教育委且会

熊本11i埋蔵文化財湖査年報 第 3り

新熊本市史編纂委且会

市史研究 くまもと （第1l:})

西部瀬／i内に咲いた、弥生の／t

、P成10年9£

第1,1り

歯文9年I![

平成IO年 (1998)度版

特果 ），！の話

訓柑l楽人l"I

～手づくりコンサートヘの挑戦～

‘I滅 II年度

（石塚1!1,1ilJ'!・III）及，filJ'!• 御曲 11 古）n)

苅Ill町文化lり詳細分布地1Xl

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2001 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

嗣！諒都郡ぶi[UBr大字郡躊如臼所在の碑群 2000

呻 Br歴史妍料館及～秋の特りll,lk,J¥ 2000 
カルストフ.Lスティバル

九州北部・：i,し姉妹辺跳締結記念

九州北部：．i,し姉妹辺跳締結叫念

中成9年疫～‘じ成IO年度

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 

2000 
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宇土市教育委且会

関ヶ原の戦いから四百年 小西行長公没後400年記念tli梨 2000 

({D舒文堂河1ふ’F店九州の郷 I^．誌 熊本 ・舒文堂古・，ItlJ録31り 2000 

大分県 大分県教育委貝会

大分貼埋蔵文化財年報 8 ‘I;・成10年 (1998)年疫版 2000 

大分県立先哲史料館

史料館研究紀＇炭第 5号 2000 

大分市歴史丙料館

大分市胚史狡料館ニュース Nn51 2000 

数後国の眺め

坂ノ市郷土史愛好会

白水郎第171J・ 2000 

大分市大在地区文化財同好会

平成12年度人ー（／t井第18り 2001 

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗汽料館

研究紀＇炭IX !998 

大分県立歴史博物館

大分県立博物館 研究紀悦 l 2000 

大分県立歴史博物館年報 1999 2000 

武蔽町教育委且会 武蔵町文化財調査委貝会

武祓町の1)iIII塔 2000 

玖珠町

よみがえる角牟礼城 1997 

大分の石揉を研究する会

おおいたのイit:i 2000 

宮崎県 宮埼県教育委員会

塩飴虹文化Il,t年報平成JI年9父 窮仰，＼文化財潤内報{h,lf第44災 2000 

宮崎市教育委且会

浮かび上がるや(t/.j平野の巨人・11;tn II:11古用群シンポジウム'99（報告，り） 2000 

西都市教育委且会

西都1J；［古切研究所 ・年報 2000 

高原町教育委貝会

たかはる文化財通信 梢粉Illin桃の発掘謁fi 2000 

鹿児島県鹿児島県姶良郡蒲生町教育委且会

u本一の巨樹 蒲生のクス 国埒指殖定li特裳別報天告然占記念物「蒲生のクス」保護 2000 
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》
》
》

文化財愛護シンボルマーク
ひろげた両手のひらのパターンによって、日

本建築の重要な要素である斗供（ますぐみ）

のイメージを表し、これを三つ重ねることに

よって、文化財という民族の遺産を過去、現

在、未来にわたり永遠に伝承していくという

愛護精神を象徴したものです。

（昭和41年5月26日決定）
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